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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「とってもお綺き麗れいですよ。花はな婿むこさん、惚ほれなおしちゃうかも～」

　花はな嫁よめと頭を並べるようにして鏡を覗のぞき込んだ式場のメイク係が、大きな鏡越ごしにわざとらしく営業スマイルを見せてくる。

　話しかけられた花嫁は、無言のままに～っこりと微笑ほほえみ返してみせたが、メイク係がちょっと視線をそらすと、一転して露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな表情になった。

　そして、そうっと部屋の隅すみに向かうと、

「冗じよう談だんじゃねぇや！　惚れられてたまるかよっ!!」

　と、綺麗な外見に反して、完全に声変わりした男の声で吠ほえた。

　けっこう近い距きよ離りで花嫁が怒ど鳴なっているのに、メイク係はその声にまったく反応しない。

　その代わり、花嫁の視界いっぱいに広がった客席から、どっと楽しげな笑い声があがった。

（おおっ、爽そう快かい！）

　思った以上の反応に、花嫁こと石いし野の陸りくは胸がスカッとする気分を味わった。

　今日が初はつ舞ぶ台たいだけあって朝からやたらと緊きん張ちようしていたし、女装することへの抵てい抗こう感もけっこう残っていたのだが、この笑いですべてが吹ふっ飛んでしまったような気がする。

　陸が演じているのは、結けつ婚こん式しき当日、理由も告げずに失しつ踪そうしてしまった姉の身代わりになれと親しん戚せき一同に迫せまられ、姉のためならばと仕方なく女装している高校生の弟の役だ。

　親戚一同は総出で逃にげ出した花嫁を捜そう索さく中で、身代わりを務めている弟は、このままうっかり結婚式を挙げさせられてしまったらどうしようかと気が気じゃないという状じよう況きようである。

（よし！　思いっきりやろう）

　反対側の袖そでから舞台に登場した従兄弟いとこ役の役者が、こっちにこいと手招きしている。

　陸は役になりきって、その顔に満面の笑えみを浮うかべた。

「姉貴が見つかったんすか!?」

　喜び勇んで、ふわっと広がったウエディングドレスの裾すそを両手でがっしと抱かかえ上げると、従兄弟役の役者に向かって舞台をだかだかと大おお股またで横断して行く。

　滑こつ稽けいなその姿に、客席がまたどっと沸わいた。




　陸が所属しているのは、劇団キャラクという若い演劇集団だ。

　ここ最近人気急きゆう上じよう昇しよう中のキャラクの冬公演で、準主役クラスの役を摑つかんでデビューするという幸運をゲットしてしまった陸だが、正直言って演劇にはまったく興味がない。

　実を言えば、入団テストを受ける寸前まで、キャラクという名前すら知らなかった。

　今年の春に大学を卒業したばかりの陸は、いわゆる就職浪ろう人にんという苦しい立場で、ちっとも実を結ばない就職活動をしつつバイトと親からの仕送りで暮らしていた。

　そんな日々が半年近く続いたある日、不注意から十年間愛用していた眼鏡めがねを破損。いつも眼鏡をかけているわけではなかったが、ないと色々と不自由なことも多く、慌あわてて駆かけ込んだ眼鏡屋で、店員に勧すすめられるまま最近流行はやりだという妙みように横に長い形のお洒落しやれ眼鏡を購こう入にゆうした。

　それが、陸の運命を変えたのだ。

　お洒落眼鏡ひとつでかなり印象が変わって、ちょっと人目を引いてしまったらしい。

　新しい眼鏡の慣らしのつもりで、眼鏡をかけたままぶらぶらと街中を散策しているとき、「君、可愛かわいい顔してるね」と、はじめてアイドル事務所の人間にスカウトされた。

「高校生？」と聞かれ、百六十ぎりぎりという女子並みの自分の身長がコンプレックスだった陸はカチンときた。

「大学、卒業してますけど」

「え、本当？　若く見えるねぇ。あ～でも、社会人か……。残念だなぁ。悪いけど、この話は聞かなかったことにしてくれる？」

　さすがに二十歳はたちすぎでアイドルは無理があるしさ、と事務所の人間が気まずそうに誤ご魔ま化かし笑いをする。

「別にかまいませんよ。モデルや俳優ならともかく、アイドルになんか興味ないし」

　カチンときていた陸は、『なんか』の部分にわざと目め一いつ杯ぱい力を込めて返事をした。

　アイドルを売り出すことを仕事にしているだけに、事務所の人間も、さすがにこれにはカチンときたらしい。

「その身長で、モデルや俳優？　ちょっとばっかり可愛い顔をしてるからって、それは無理でしょう」と、わざとらしくも露骨に鼻で笑う。

　反はん撃げきしてすっきりした事務所の人間が立ち去った後、陸はひとりぶるぶると怒いかりに拳こぶしを握にぎりしめていた。

（チビで悪かったな！）

　こしのない柔やわらかな黒くろ髪かみに、二ふた重えのくりっとした黒い瞳ひとみ。

　ツンと小生意気にとがった小ぶりな鼻が本当に可愛いらしいと、陸は小さな頃ころから近所の人達に誉ほめられまくって育った。

　可愛いという誉め言葉には、必ずセットでついてくるフレーズがある。

『お父さんの子供の頃にそっくり。大人になったら、きっとお父さんのようなハンサムになるだろうね』というのがそれだ。

　高校で歴史を教えている陸の父親は、近きん隣りんで有名なイケメン中年で、五十歳をすぎた今でもバレンタインには段ボール箱が幾いくつか必要なほどチョコレートを貰もらう。

　身長百八十越えでハーフばりに彫ほりが深い顔立ちの父親は、子供の目から見ても文句なしに格好よかった。

　だから、自分も将来あんなふうになるのだと夢みていられた子供の頃は、『可愛い』という誉め言葉も、ただ素す直なおに嬉うれしかったものだ。

　その気持ちに翳かげりが見えはじめたのは、身長が伸のび悩なやみはじめた高校生の頃。

　成長期が他はかの奴やつらよりちょっと遅おそいだけだと自分に言いきかせてなんとか誤魔化してきたが、二十歳をすぎた頃にはそれもできなくなった。

　成長期が遅いわけではなく、自分には期待していたほどの伸び幅はばがなかったのだと認めざるを得なくなったのだ。

　歯科医をやっている母親が百五十ぎりぎりの身長で、いずれ歯科医を継つぐことが決まっている陸の姉も似たような身長だから、どうやらそっちのほうが優性遺伝だったようだ。

　ちなみに、伸び悩んだ身長同様、顔立ちにも劇的な変化は訪おとずれず、いまだに可愛いと言われた童顔のままだ。

（顔だけ親おや父じに似てたら、どうなってただろう？）

　そんな想像をしてみたこともある。

　が、百六十の身長に、彫りの深いハンサムな顔がついていても微び妙みような感じだ。

　小こ柄がらな上に童顔なのはバランス面から言えば正しいはず。

　だからこれでよかったのだと日々言いきかせては、外見に対するコンプレックスを自分で宥なだめていたりなんかする。

　そんな状態だったから、スカウトマンの嘲ちよう笑しようは、陸の痛いところをザシュッと直ちよく撃げきした。

（チビだからって、最初から駄だ目めってことはないはずだ）

　俺だってやればできる！　と根こん拠きよのない思い込みで気分を昂こう揚ようさせようとしたところに、目に飛び込んできたのが一枚のポスター。

（劇団キャラク、第七期新人募ぼ集しゆうか……。あれ？　この試験日、今日じゃん）

　しかも、試験会場はポスターが貼はってあるビルだ。

　いっちょ力ちから試だめしでもしてみるかと、陸は勢いだけで試験会場に入って行った。

　が、受付らしき場所でたむろっていた入団希望者達を見て、その勢いもぷしゅーっと萎しぼむ。

（みんな、でっかいなぁ）

　男性だけじゃなく、舞台女優を目指す女性達も、これまた陸よりずっと大きい。

　最初の勢いはどこへやら、こりゃ駄目だとあっさり諦あきらめて回れ右しかけた陸に、「君、ちょっと待って！」と声をかける者がいた。

　キャラクの主しゆ宰さい者しやだという篠しの崎ざきという男で、「好こう奇き心しんからちょっと覗いてみただけなんで」と逃げようとする陸の腕うでを「まあ、そう言わずに」と摑んで引き止める。

　逃げ損そこねた陸はそのまま新人テストを受けさせられ、なぜかひとりだけその日のうちに合格を言い渡わたされてしまっていた。

（俺、もしかして凄すごいのかも？）

　自分では気づかなかったが、実は演劇の才能があったのかもしれない。

　ひとりだけ特とく別べつ扱あつかいでの合格は、すっかり陸を有う頂ちよう天てんにさせた。

　喜び勇んですぐにキャラクへの入団を決め、その直後にいきなり次回公演のキャストに抜ばつ擢てきされてしまったのだ。

　下積みなしでいきなり準主役クラスのキャストかよ、やっぱり俺って凄いなぁ、とまたしても有頂天になったのだが、その直後、その役どころが姉の身代わりを務めるべく女装する羽目になる高校生の弟役だと知って、がっくりと意い気き消しよう沈ちん。

　才能を認められたわけではなく、特とく殊しゆな役をやれる貴重な存在としてスカウトされたようなものだったのだ。

　しかも、それがコンプレックスの種である小柄で童顔という外見的特とく徴ちようが認められたせいなのだから、なんともはや皮肉なものだ。

　陸としては、やってらんねぇやと逃げ出したいところだったのだが。

「ドレス姿がちゃんと綺き麗れいな女に見えて、声はしっかり男って役どころだろう？　なかなかいなくてさ。他の劇団の俳優を借りようとしたんだが、こっちの予算と折り合いがつかなくてね。いっそ女の子に演じさせて、声だけ男でアテるしかないかって悩んでいたところだったんだ」

　いい役者が見つかってよかった、助かった、君は救世主だとキャラクの面々があまりに大おお袈げ裟さに喜ぶものだから、つい逃げ出し損ねてしまった。

　そんなこんなで、なんとも微妙な心境のままで幕が開いた陸の初はつ舞ぶ台たい。

　自分の一挙手一投足で、波のように客席が笑いさざめいて揺ゆれる。

　はじめてのその体験は一種の快感にも似て、予想していた以上に気分が昂揚する。

　正直、癖くせになりそうな感じだった。







　花はな嫁よめの脱だつ走そうという事件からはじまるこのコメディ劇『モデルチェンジ』は、異常事態に浮うき足立った人々があちこちでどっかんどっかんとトラブルを巻き起こし、親しん戚せき同士や恋こい人びと同士、そして友人達の間にまるでドミノ倒だおしのように新たなトラブルが次々に発生し続け、事態が泥どろ沼ぬま状態へと発展していく話だ。

　笑ったり悔くやしがったりハラハラしたり、さらには人の情けでほろりとさせられつつ、ラストには意外なところにカップルが出来上がったり。なんだかんだあった挙げ句、ラストですべてが丸く収まると、笑え顔がおだらけの客席からは割れんばかりの拍はく手しゆがあがった。

　予想以上のカーテンコールの回数を重ねて、舞台初日はめでたく終しゆう了りようしたのだった。




「全員、紙コップ持ったか～？」

　後片付けを終えた後、キャラク主宰者、篠崎が劇団員達の顔をぐるっと見み渡わたした。

「よし、大だい丈じよう夫ぶそうだな。──みんな、今日はお疲つかれさま！　初日は予想以上の大だい盛せい況きようで嬉しい限りだ。この調子で明日からもよろしく頼たのむ。乾かん杯ぱい！」

　乾杯！　お疲れさま！　と劇団員達のはしゃいだ声が、その他大勢の劇団員達が控ひかえ室しつに使っている大部屋に響ひびいた。

　テーブルの上にはお寿す司しやサンドイッチや簡単なオードブルが並び、紙コップの中はジュースやお茶だ。舞台初日はアルコール抜ぬきでの簡単な打ち上げをして、最終日には居酒屋で大だい宴えん会かいをするのがキャラクの恒こう例れいらしい。

　舞台期間中は、体調を崩くずさないよう飲酒は控えめにってことなんだろう。

　片付けをしている間に初舞台の緊きん張ちようと興奮とが徐じよ々じよに収まり、すっかり気が抜けたようになっていた陸は、部屋の隅すみでひとりオレンジジュースを舐なめながら楽しげなみんなの姿をぼんやりと眺ながめていた。

（ここ二、三ヶ月で、けっこうな人数と知り合いになったなぁ）

　ちょっとばかり短気で、カチンとくるとつい攻こう撃げき的になってしまう陸は、対人関係にあまり積極的じゃない。

　もちろん気の置けない友達は何人かいる。

　だが性格上誤解されやすいせいもあって、本当に気のあう狭せまい範はん囲いの人間としかつきあわずにきたから、キャラクに入団したことで必然的に人間関係が豊かになった。

（ここの人達ってみんなおおらかだ。つきあいやすくって助かったな）

　新人にもかかわらず、カチンときた陸がついうっかり先せん輩ぱい達へ理り不ふ尽じんに突つっかかっていっても、怒おこるな怒るなと笑って宥めてくれる。

　劇団員になったからには身内同然、という考え方がキャラク内ではまかり通っていて、少々の無礼はただのやんちゃ扱あつかいで大目に見てくれるのだ。

　そういう雰ふん囲い気きを作りあげたのは、劇団キャラクを立ち上げた初代メンバー達だと聞いた。

　大学のサークル活動としてはじまったキャラクの初代メンバーのうち、大学卒業後も演劇を続けているのは三名だけ。

　主宰者でもある演出家の篠崎孝たか史しと、メイン女優兼けん脚きやく本ほん家かの池いけ田ださつき、そしてメイン脚本家の藤ふじ野の旭あさひ。

　脚本家の旭は、最近はテレビ局から任された大仕事に集中しているせいで劇団には顔を出さなくなっていたから会ったことはなかったが、他のふたりとはかなり親しくなれた。

　ふたりとも明るくおおらか、そして目的意識が強いタイプの人間だ。

　目先のことで揉もめるような愚ぐ行こうを冒おかさず、ずっと先の大きな目標を達成するために今はなにを為すべきかと常に建設的に考えていて、素直に尊敬できる。

（俺も、みんなを見習って、もっと真面目まじめにならなきゃな）

　手を抜いていたつもりはなかったが、実際に舞台に立ったことで演劇に対する基本的な考え方が間ま違ちがっていたと実感した一日だった。

　台詞せりふを丸暗記して、教えられたように舞台上で動けばいいんだろうぐらいの軽い考えでいたのだが、どうやら違ちがう。

　お客さんは映画ではなく、生きた人間の生の演技を見に来てくれているのだ。

　ロボットのように決められた動きをしてばかりでは駄目で、客席に座っている生きた人間ひとりひとりの反応を窺うかがいながら、演技のタイミングを計る必要もあるようだ。

（もっと空気読まないと駄目なんだな。みんな、お金払はらって見に来てくれてんだし……）

　今日失敗したところを明日どんなに頑がん張ばったとしても、もう今日のお客さんの記き憶おくを塗ぬり替かえることはできない。チケット代に見合った楽しみが得られなければ、お客さんだって次の公演を観みたいとは思ってくれないだろう。

　客が減れば、劇団の運営そのものに支障が出る。

　舞台は一回ごとに真しん剣けん勝負なのだ。

　なんて、いかにも初心者っぽいことをしみじみと考えていると、ぽんっと軽く肩かたを叩たたかれた。

「や、陸くん。こんなとこにいたんじゃ、お寿司食べ損ねちゃうわよ」

　舞台上で結けつ婚こん式しきからトンズラした花嫁役を演じたさつきが、にこやかに微笑ほほえみかけてくる。

「あ、さつきさん。お疲れさまです」

　陸は慌あわてて壁かべから背中を引っぺがし、さつきに向き直ると深々と頭を下げた。

「神しん妙みような顔しちゃって、どうかした？」

「もっと頑張んなきゃって……。ひとりで反省会中です」

「今日の舞台、三回も嚙かんでたもんね」

「あう。やっぱ、ばれてましたか」

　けらけらと明るく笑うさつき相手に、陸はしょんぼりうなだれる。

　と、いきなり後頭部にのしっと重みを感じた。

「そう落ち込むな。焦あせってる感じが初うい々ういしくって役にあってたから、あれはむしろ美味おいしい失敗だったよ」

　バリトンのやたらと甘い声が頭上から響いてくる。

（誰だれだ？）

　はじめて聞く声だった。

　顔を見たいのに、のしっとのし掛かかってくる重みのせいで首が動かせない。

「あら、見てくれてたの？」

「もちろんさ。ちょっとした打ち合わせが入ってたんで、カーテンコールの途と中ちゆうでいったん抜けさせてもらったがな」

「お、旭、仕事は一段落ついたのか？」

　少し離はなれたところにいた篠崎が駆かけ寄ってきた。

「お蔭かげ様さまで。これからは、こっちにも頻ひん繁ぱんに顔を出すようにするよ」

「そうか。みんな喜ぶよ。今日の舞台は見てくれたか？」

「もちろん。今日の舞台はいい出で来きだったって、ひとこと言いたくて寄ったんだ」

「そうか。ありがとう」

「こちらこそ、ありがとうだ。俺の脚本をいい舞台に仕上げてもらえて嬉うれしいよ」

　ふたりが会話している間にも、「旭さんだ！」とあちこちから嬉しそうな声があがり、わらわらと劇団員達が寄って来る。

「旭さん、俺、どうでした？」

「悪くなかった。ただ、いつもよりちょっと動きが重くないか？」

「彼、バイト先の賄まかないが美味しいとかで二キロ太ったんですよ。──旭さん、私は？」

「低音の台詞が以前より聞き取り易やすくなっててよかったよ」

　じゃあ俺は？　次はあたし、と劇団員達が、陸のはるか頭上を見上げて聞いてくる。

　その度たびに、陸のはるか頭上から甘いバリトンが響き、ひとりひとりにそれぞれ的確な返事を返していく。

（この人が、脚本家の藤野旭さんか……）

　劇団キャラクの立役者のひとり。

　二メートル近い長身が特とく徴ちようの、ハーフで超ちよう絶ぜつ美形のもてもてな遊び人。

　劇団キャラクの創設資金はその当時の旭の遊び相手の女性が出してくれたのだとか、テレビや雑誌にキャラクを取り上げるように働きかけてくれた女性もいたとか、その手の武勇伝に事欠かない人らしい。

　その話を聞いたとき、陸は正直言ってちょっとカチンときた。

　ハンサムで長身だなんて羨うらやましい──じゃなくて、女性に貢みつがせるなんて男として最低だと思ったからだ。

　だが、劇団員達から、それは違うとたしなめられてしまった。

　旭が貢がせたわけじゃなく、旭の気を惹ひきたい女性達が勝手にしていることなんだから怒るなと……。

　それに旭も、他ほかのふたりの立役者同様に明るく気取らない性格だとかで、劇団員達みんながとても慕したっているのだとか。

　確かに雑誌などで見せてもらったその姿は、冗じよう談だん抜ぬきの超絶美形っぷりで、貢ぎたくなる女性がいてもおかしくないと陸に思わせた。

　実物に会う機会があったら、じっくり目の保養をさせてもらおうと思っていたのだが……。

（み、見れない）

　どうやら旭は、陸の頭を肘ひじ置きとして使っているようで、重すぎて首が動かせない。

　陸と旭とでは四十センチ近い身長差があるだけに高さがちょうどなんだろう。

（……失敬な奴やつ）

　どうせ俺はチビだよと、コンプレックスを刺し激げきされた陸が徐々にご機き嫌げんななめになっていく。

　それに気づいたのだろう。

「こら、旭。陸を肘置きにするな」と、篠崎が助け船を出してくれた。

「おっと。ごめんごめん。高さがちょうどよかったもんで」

　ふっと頭から重みが消えたと思ったら、がしっと肩を摑つかまれ、ぐるんっ！　と強制的に回れ右させられた。

「お？　化け粧しようして無くても全然可愛かわいいじゃないか。俺は藤野旭だ。よろしくな、陸」

　旭は、いきなりの乱暴な扱いに目が回ってくらくらしている陸の顔を覗のぞき込み、頭をわしわしと大きな手で乱暴に撫なでた。

「ちょっ、ちょっと……」

　頭を撫でる力が強すぎて、撫でられる度に陸の身体からだはぐ～らぐ～らと揺ゆれる。

「だから止めろって。貴重な新人を壊こわす気か」

　陸のピンチに気づいた篠崎がまたしても助け船を出してくれて、旭の手の下から陸の身体を引っ張り出し、守るように肩を抱だいてくれた。

「陸は劇団一小さいんだから、少しは手加減してやれよ」

「悪い。これからは気をつける」

（どうせ俺は小さいよ）

　カチンときた陸は、不ふ機き嫌げん顔のまま旭を見上げた。

（うわお、迫はく力りよく）

　見上げた先にある顔をひとめ見て、とにかくもうびっくり。

　二メートル近い長身は想像以上に大きく感じたし、超絶美形と評判のその顔は、写真で見るより何倍も綺き麗れいだったからだ。

（こういう人って、ほんとに居るんだ）

　美形な男はイケメン教師と評判の父親で見慣れているつもりだったが、それとはまるっきり格が違ちがう。父親のような近所で評判の親しみやすいハンサムレベルじゃなく、神さまや天使みたいな伝説レベルの美形だ。

　切れ長で色気のあるくっきりとした二ふた重えの瞳ひとみに通った鼻筋、ハーフであることが一いち目もく瞭りよう然ぜんの彫ほりの深い顔立ち。

　笑えみを浮うかべる唇くちびるのラインが、これまた色気があって実に魅み力りよく的だ。

　そのスタイルには、高身長な人間にありがちな不安定さはまったくない。

（なんか……未来っぽい）

　異国の血が半分入ってるからとかじゃなく、一段階進化した違う人間って感じすらする。

　迫力すら感じるその美形っぷりに、陸はついついじいっと旭を見つめてしまった。

　が、そうやって見つめれば見つめるほど、その機嫌は自然に下降線を辿たどっていく。

（──ったく、でかすぎんだよ）

　かなり上を見上げなきゃいけないから首が痛いし、腰こしだって疲つかれる。

　目を奪うばわれるほどに魅力的なのは事実だが、その身長の高さは正直言って小さい陸にとっては迷めい惑わくでしかなかった。

（この人、子供の頃ころはすっごく可愛かっただろうな）

　そんでもって、自分のように中ちゆう途と半はん端ぱなところで止まったりせず、すくすくと成長して色気のある大人の男に変へん貌ぼうしたのだ。

　コンプレックスとは無む縁えんだろう旭のきらびやかな姿に、陸は理り不ふ尽じんだと承知しつつも反感を感じてしまっていた。

　すっかり不機嫌になって、上を向いているせいで勝手に開きそうになる口をむうっと引き締しめつつじいっと見つめていると、なぜか旭のほうは逆に笑顔になっていく。

「なんだよ。じいっと俺のこと見ちゃって。──あんまりいい男すぎて見とれちゃったか？」

　からかうような旭の口調に、陸はカチンときた。

「別に……。滅めつ多たに見ない、かなり物もの珍めずらしい顔だとは思いますけど」

　露ろ骨こつにむっとした顔のまま、ついつい睨にらみつけてしまう。

　下したっ端ぱの生意気な態度に怒おこるかと思いきや、旭は妙みように楽しげに目め尻じりを下げた。

「う～ん、いい度胸だ。やんちゃそうで、ほんっと可愛いな」

　おっきな手がまた伸のびてきて、わしわしと頭を撫でる。

　手加減してくれたのか頭がぐらぐら揺れることはなかったが、柔やわらかな陸の髪かみはすっかりくしゃくしゃだ。

「どうやら陸が気に入ったみたいだな。ちょうどよかった。この子のことで、おまえにちょっと相談があるんだが」

　くしゃくしゃになった髪を手て櫛ぐしでなおしている陸の肩かたを、篠崎がポンポンと叩たたいた。

「なんだ？」

「旭さ、けっきょく寝ね床どこだけじゃなく仕事場も新しい部屋に移したんだろ？」

「ああ。いちいち移動するのが面めん倒どうだったからな。遊ばせとくのも勿もつ体たいないし、向こうの部屋はキャラクの打ち合わせ場所とかに適当に使ってくれてかまわないぜ」

「ありがたく使わせてもらうよ。──でな、そのついでと言っちゃなんだが、ちょっとの間、陸をあの部屋で寝ね起おきさせてもらえないか？　ちょっと訳ありで、アパートを出なきゃならなくなったんだと」

「訳ありって……。まさか、隣りん人じんトラブル？」

　旭は思いっきり屈かがみ込むと、陸の顔を覗き込む。

「ち、違います！　そんなんじゃありません」

　いきなり隣人トラブルを疑われて、陸はまたしてもカチンときた。

（この俺が、誰彼かまわず嚙かみつくような人間に見えるのかよ）

　人づきあいは得意じゃないが、アパートを追い出される程ほどのトラブルを起こすような常識外れな真似まねをしたことなんて一度もない。

　カチンときた気分のままむうっとふてくされてると、「じゃ、どんな訳だ？」と旭が重ねて聞いてくる。

「……ふつーに、金銭面の問題です」

　単純に家賃が払はらえなくなったから、住んでいたアパートを出なければならなくなっただけ。

　そうなった原因は、誰だれでもない陸自身にある。

　キャラクの新人募ぼ集しゆうに受かった時点で、陸はそれまで貰もらっていた親からの仕送りを断ってしまったのだ。

　そこそこ名が知れている劇団に入れたことで、とりあえず生活していけるだけの給料を貰えるものだとばかり思っていたのだが、これが大ハズレ。

　名が知れていると言っても、旗はた揚あげしてから十年未満の弱小劇団には変わりない。

　舞ぶ台たいでもメインの役をやり、しかもテレビなどでも仕事をしている数名以外は、バイトしなければ生活が苦しいという状じよう況きようで、新人である陸などはバイトをしなきゃ絶対に生活ができないぐらいの賃金しか貰えない状況だったのだ。

　びっくりした陸は、そういう事情を知っていたかと同時期に入団した新人仲間に聞いてみたが、みんなすべて覚かく悟ごの上で入団テストを受けたのだと言う。

　知らなかったのは、舞台演劇に疎うとかった陸だけだ。

　役を貰ったことですぐに稽けい古こに入らなきゃならなくなって、それまでしていたある程度のスキルが必要なデータ入力系の割のいいバイトも辞やめざるをえなくなった。

　仕送りとバイトで暮らしていた陸に貯金があるわけもなく、こんなことなら仕送りをもう少し続けてもらえばよかったと後こう悔かいしたが、もはや後の祭りだった。

（ばかだったよなぁ）

　自分の愚おろかさを反はん芻すうしてため息をついた陸の頭を、「ま、俺らにとっては、確かに普ふ通つうだな」とまた旭がわしわしと撫でる。

「で、引っ越こしはいつだ？」

「えっと……実はもうすでにアパートを追い出された後なんです」

　最低限、必要なものだけ段ボールひとつに詰つめてここの控ひかえ室しつに置かせてもらっていて、それ以外の荷物は着ちやく払ばらいで実家に送りつけてある。

　ここ数日は、同時期にキャラクに入団した仲間の部屋の隅すみで寝ね泊とまりさせてもらっていたのだが、この季節にちゃんとした布ふ団とんがない状態で寝泊まりしていては風邪かぜをひきそうなので他ほかの寝床を探していた。

「だったら今日は一いつ緒しよに帰ろう。ちょうど車で来てるから荷物も運べるし」

「あ、いえ。大だい丈じよう夫ぶです。場所は知ってるんで、ひとりで行けますから」

（けっこういい人なのかも）

　ちょうど使っていない部屋だとはいえ、家賃も払わずに居い候そうろうしようとしている人間への対応にしては随ずい分ぶん親切だ。

　明るくおおらかなキャラクの体質には、やっぱり旭も貢こう献けんしているのだ。

　理不尽な反感を抱いだいてしまっている陸としては、少々申し訳ない気分にならざるを得ないところだ。

「そうじゃない。そっちの部屋じゃなく、どうせなら家うちに来い」

「はい？」

「余ってる部屋もあるし、ただでメシも食わせてやるからさ。──そのほうが、おまえだって助かるだろ？」

「え、でも……」

　そこまでしてもらうわけにはいかないと断ろうとしたのに、旭は「じゃ、後でな」と軽く陸の頭を撫なでて、話したそうにしていた他の劇団員達の許もとへと歩き去って行ってしまった。

（……家に来いって言われても）

　手持ちの金が心細いから、泊とめてもらえてご飯まで食べさせてくれるという話は正直ありがたい。が……。

（あれを、毎日見るのか？）

　キラキラときらびやかすぎて目がハレーションを起こしてしまいそうな綺麗な顔に、男らしく均整の取れた長身や長い腕うでや大きな手の平。

　コンプレックスをめったやたらに刺し激げきする存在と、毎朝毎晩顔をあわせて平気でいられる自信がない。

　理不尽な反感が募つのりすぎて、意味もなくつんけんしたり、嫌いやな態度を取ってしまいそうだ。

（それってまずいよなぁ）

　キャラクの中心人物で人気者でもある旭にそんな態度を取ってしまっては、キャラク内での陸の立場だって悪くなるし、なにより、そんな自分の態度に自分自身嫌いや気けが差してダメージをくらうことになるに違ちがいない。

（誰か、他に泊めてくれそうな奴やつを探そう）

　陸は部屋の隅に行くと、数少ない友達に連れん絡らくを取るべく携けい帯たいを取り出した。







　友達への打だ診しんは、連絡がつかなかったり、彼女が遊びに来るから無理と断られたりで全部不発に終わった。

　簡単な打ち上げが終わった後、陸は妙に乗り気な旭に急せかされるまま、荷物が入った段ボールと共に旭の車に乗せられた。

（黒のフェラーリね。脚きやく本ほん家かって儲もうかるんだな）

　旭が鼻歌交じりに握にぎっているハンドルの中央には、車にはあまり興味がない陸でさえ知っている跳はね馬うまのエンブレム。

　高級な革かわのシートにゆったりと腰こしかけ、長い手足を操あやつって運転する旭の姿は、そりゃもうため息が出るほどに決まっている。

　見ているだけでチクチクとコンプレックスを刺激されて、正直言って陸はむかむか。

　はっきりきっぱり、陸にとっては旭の存在自体が目の毒で、その毒が心にまで回る前になんとか距きよ離りを置く必要を感じた。

「なるべく早く住む場所見つけて、出て行くようにしますから」

「気にするな。さっきも言ったが、どうせ部屋が余ってるんだ。……ふたりで暮らすつもりで用意した部屋だったからなぁ。ひとり分ぽっかり空いた空間がどうにも寂さみしくてさ。俺もほとほと困ってたんだ。助けると思ってしばらく居てくれよ」

「恋こい人びとと一緒に暮らす予定だったんですか？」

「いや、俺は恋人は作らない主義だ。一緒に暮らすつもりだったのは弟だよ。──無理な望みだってのは最初からわかってたんだが……。半年経たっても諦あきらめきれなくてさ」

　困ったもんだと旭が苦く笑しようする。

　その横顔がなんだか凄すごく寂しそうに見えて、陸はちょっとどきっとした。

　キャラクメンバー達のたまり場にもなっていたマンションをそのままに、旭が急に新しい住すみ処かに引っ越したのがちょうど半年ぐらい前だと聞いている。

　それまでの部屋とは違って、新しい住処には篠崎やさつきも入れてもらえないとかで、訳ありの彼女でも囲ってるんじゃないかと、キャラク内で密ひそかに噂うわさになっていたのだが……。

（弟さんだったのか……）

　無理な望み、諦めきれない、というフレーズが、陸に悲しい連想をさせた。

「あの……弟さんって、もしかして……病気かなにかで？」

　おそるおそる聞くと、旭はぶふっと軽く吹ふいた。

「生きてる。ぴんぴんしてるから」

「え、あ……。すみません！　縁えん起ぎでもないこと言っちゃって」

「いや、誤解させる言い方をした俺が悪い」

　悪かったなと、信号で停とまったタイミングで頭をわしわしと撫でられた。

「あいつ、恋人んところに転がりこんで一緒に暮らしてるんだよ。喧けん嘩かするなり別れるなりして戻もどってこないかと期待して部屋を用意してたんだが、残念ながらその気配すらなくてさ」

「妹ならともかく弟なんでしょう？　同どう棲せいするぐらいフツーじゃないですか」

「それはわかってんだけどさ。でもなぁ……」

　旭は微び妙みように煮にえ切らない様子で語ご尾びを濁にごした。

「旭さんって、もしかしてブラコンですか？」

　超ちよう絶ぜつ美形の意外な短所を知ってしまったかもしれないと、旭の完かん璧ぺきな横顔を眺ながめつつ、陸はちょっとほくそ笑そむ。

「笑ってくれるなよ」

　困ったように唇くちびるの端はしを上げた旭が、ちらっとこっちに視線を向けた。

（げっ、凶きよう悪あく）

　破は壊かい力のある流し目が、ずきゅんと胸に突つき刺ささる。

　本人にそんなつもりはないのだろうが、壮そう絶ぜつに色気のある流し目だ。

（なんか……やっぱり、いろんな意味でやばいかも……）

　見ているとチクチクコンプレックスを刺激される対象だというのに、その魅み力りよく溢あふれる美び貌ぼうから目が離はなせなくなってしまいそうだ。

　それはそれで困るなぁと困こん惑わくしているうちに、車は都心近くのマンションの地下駐ちゆう車しや場じようへと入って行った。

　そして、案内されたのは十階にある三ＬＤＫ。

「なかなかいい感じの部屋だろう？　ふたりでも窮きゆう屈くつな感じはしないはずだ」

　陸の荷物が入った段ボール箱を肩かたに担かついだ旭が得意気に言う。

「……でしょうね」

　家族連れでもゆったり暮らせるサイズで、リビングダイニングも二十畳じよう以上はありそうだ。

　カウンターキッチンの手前には洒落しやれたダイニングテーブルが置いてあり、部屋の奥の角には一段高くなった畳たたみ敷じきの一角がある。そこに長方形のこたつを見つけて、陸はつい口元をほころばせた。

「あの畳の一角、いいですね」

「だろう？　掘ほりごたつにしてあるから楽でいいぞ」

　旭がまたしても得意気に言ったが、陸はこれには同意しかねた。

（掘りごたつじゃ、寝ねっ転ころがってうたた寝できない）

　旭ぐらい足が長いと、普ふ通つうのこたつではきっと足が窮屈なんだろう。

　陸サイズだと肩まですっぽり潜もぐり込んでぬくぬくできるが、旭だったらきっとはみ出してしまうだろうし……。

「おまえの部屋はこっち」

　案内されたのは、リビングダイニングのすぐ脇わきにある八畳程の洋間だった。

　弟の部屋にするつもりだっただけあって、ベッドだけじゃなく机やテレビ、電話の子機まで必要なものは全部揃そろっている。

「クローゼットん中に新しいパジャマや部屋着なんかも入ってるから、適当に着ていいぞ」

「弟さん用じゃないんですか？」

「そのつもりだったんだが……。どうも使われる機会がなさそうだから、陸にやるよ。勿もつ体たいないから着てやってくれ」

　旭が段ボール箱を床ゆかに下ろしながら言う。

　必要最低限の着き替がえしか手元に残していなかったから、陸としては正直ありがたい。

　ちょっと図ずう々ずうしいような気がしたが、厚意に素す直なおに甘えることにした。

　劇場にはシャワールームもあったのだが、下したっ端ぱの陸は後片付けの都合でメイクを落とすだけに留とどめていた。さすがに演劇生活が長い旭はそこら辺の事情がわかっているようで、とりあえずさっぱりしてこいと陸にお風ふ呂ろを勧すすめてくれる。

　舞ぶ台たいでけっこう汗あせをかいたから、これも正直ありがたい。

（旭さんって、気が利きく人だな）

　たぶん旭サイズなのだろうが、超ちよう長い浴よく槽そうに肩まで浸つかりながら、陸はなんとなくため息をつく。

　篠崎とさつきと旭とは大学時代からの親友だと聞いていたが、面めん倒どう見みのよさといいおおらかな雰ふん囲い気きといい、なにやら通じるものがあって、なるほどと納なつ得とくさせられる。

　と同時に、そんないい人相手に理り不ふ尽じんな反感を抱いだく自分の心の狭せまさが嫌にもなってくる。

　美人は三日で飽あきると言うが、カチンとくるほどの長身で迫はく力りよくある超美形であっても、三日見続ければ慣れてくるだろうか？

（飽きるかもな。イケメンな親おや父じ見たって別になんとも思わないし）

　しばらく居てくれと頼たのまれた上に服まで貰もらっておきながら、早々に逃にげ出すのはやっぱり失礼だ。

　とりあえず三日間一いつ緒しよに暮らしてみて、慣れてなんとも思わなくなったらそれでよし。

　きらびやかな姿にまだ反感を感じるようなら、新しいねぐらを探す算段を再開しよう。

（平気になったらいいな）

　住み心地ごこちのよさそうな綺き麗れいでゆったりしたマンションに、食事込みで居い候そうろうさせてもらえるなんて美味おいしい話は他ほかにはないだろうし……。

　もしも首しゆ尾びよくあのきらびやかな姿に慣れることができたら、ほんの気持ちだけでも家賃を入れることを考えよう。

　そのためには新しいバイトも探さなきゃならないが、それは今やっている舞台が終わるまではお預けだ。

（篠崎さんに怒おこられるし）

　足りない当座の金は貸すから、舞台中にバイトを求めてあちこち歩き回ったりとか、無む駄だに疲つかれるような真似まねだけはしてくれるなと言われている。

　体調管理も仕事のうちだからと……。

　舞台が終わったら、色々と忙いそがしくなりそうだ。

　とりあえず付け焼き刃ば状態で舞台に立っている初心者の陸は、役者としての基本がまったくなっていないと篠崎からはっきり注意されていた。

　今の舞台が終わったら、基本から勉強してもらうからとも言われている。

（先の見えない就職活動してるより、今のがずっと有意義だよな）

　たとえそれが、成りゆきで飛び込んでしまった世界でも、やることがなくてぶらぶらしているよりはマシだろう。

　そう陸は思った。







「お、サイズちょうどか」

　風ふ呂ろ上あがり、貰ったばかりのフードつきのフリースの部屋着を着てリビングに行くと、旭が嬉き々きとして近づいてきた。

「はい。助かりました」

　旭の弟の服ならそれなりにでかいだろうと覚かく悟ごしていたのに、意外にも程ほど良よいサイズだったのだ。

「髪かみの毛はちゃんと乾かわかしてきたな」

　ドライヤーで乾かしたばかりのホカホカの髪に触ふれて、上出来だと旭が微笑ほほえむ。

「この手て触ざわり、やっぱり似てるなぁ」

「誰だれに？」

「弟にだよ。この柔やわらかさがそっくりだ」

　妙みように頭を撫なでたがるなとは思っていたが、そういう理由があったとは。

　なるほど、それでかと納得していると、今度はいきなりぎゅうっと抱だきしめられた。

「ちょっ……いきなり、なんなんですか!?」

　自分より四十センチ近くでかい人間に抱きしめられるのは、正直怖こわい。

　本気で力を入れられたら、身体からだがボキッと折れてしまいそうで……。

（旭さんって、確かそっちの趣しゆ味みはないよな）

　旭の美貌に誘ゆう蛾が灯とうのように引き寄せられてくる女性が跡あとを絶たず、旭もその手の遊びの誘さそいは断らないという噂うわさは聞いているが、男の噂は聞いたことがない。

　そっちの心配がないのはありがたいが、有う無むをいわせずぎゅうっと抱きすくめられているこの状じよう況きようは、命の危険を覚えてしまうから遠えん慮りよしたい。

　陸はジタバタ暴れてみたが、体格差のせいで旭にはまったくなんの影えい響きようもなかった。

「身体のサイズもほぼ同じなんだよなぁ。あ～、すっごい癒いやされる～」

　暴れる陸の髪に頰ほおずりして、旭がしみじみとした調子で言った。

「……って、もしかして、弟さんですか？」

「そう。舞台でひとめ見たときから、なんかイメージが重なるとは思ってたんだよ。元々、あの役は弟をイメージして書いたものだったしさ」

（このブラコンめ）

　弟扱あつかいされているのなら怪け我がの心配はないだろう。

　ほっとして暴れるのを止めた陸は、首を動かして至し近きん距きよ離りにある旭の顔を見た。

「こういうことは、弟さん本人にしてくださいよ。そのほうがきっと何倍も癒されますよ？」

「あ～、それができるようなら苦労しないよ。あいつの恋こい人びとは独どく占せん欲よくが強いんだ。迂う闊かつにスキンシップすると後が怖いっていうか、弟が後でしわ寄せをくうみたいなんだよなぁ」

（……弟さんの恋人の気持ち、ちょっとわかるな）

　相手が兄弟だとわかっていても、これだけきらびやかな顔をした人間に恋人が溺でき愛あいされていては心こころ穏おだやかではいられないだろう。

（その気のない俺だって、なんか……妙な気分になるし……）

　虹こう彩さいがはっきりわかる、宝石のような淡あわい色の瞳ひとみから目がそらせない。

　とんでもなく整った綺麗な顔に、手を伸のばして直接触れたいような気もしてくるし……。

（──って、あっさり惑まどわされてどうするよ）

　陸は慌あわてて、強きよう烈れつな磁力がある旭の顔から視線を引っぺがした。

「だからって、俺を身代わりにしないでください。旭さんにセクハラされたって、篠崎さんに訴うつたえますよ」

「はいはい。悪かった」

　旭はあっさり陸の身体を解放した。

「そうだ。陸、腹減ってるだろ？」

「え？」

「さっきの打ち上げでなんにも食ってなかっただろう。簡単なメシ作っといたから、とりあえず腹に入れとけ」

　ほら、あっち、と、背中をぐいっと押し出された先には畳たたみ敷じきの一角。

　こたつの上に、俵形の小さなおにぎりや小こ鉢ばちに入ったお総菜なんかが綺麗に並べられている。

「これ、俺が風呂入ってる間に作ったんですか？」

　旭は畳に上がり、こたつの上を覗のぞき込んだ。

　根菜の煮に物ものに漬つけ物の盛り合わせ、鶏とり肉にくと舞まい茸たけの焼き物からは焦こがし醬じよう油ゆの美味しそうな香かおりが漂ただよってくる。

　上品な和食屋の定食メニューみたいだ。

「たいしたことないさ。半分は常備菜だしな。──今日、初はつ舞ぶ台たいだったんだろ？　興奮してメシ食う気分じゃないのかもしれないが、おにぎりぐらいは無理してでも口に入れとけ。明日からは昼夜二公演をこなさなきゃならないんだから、食べないと身体が保もたないぞ」

「……はい。ありがとうございます」

　打ち上げでなにも食べずにいたのは、ずっと携けい帯たいで友達に連れん絡らくを取っていたせいだ。

（体調管理も仕事のうちだったっけ……）

　自分の自覚のなさを反省しつつ、陸はありがたく用意してもらった食事をいただくことにした。

「いただきます」

　こたつに入り、いつもの癖くせで手をあわせる。

「お、ちゃんと挨あい拶さつできるのか。偉えらいぞ」

　マグカップ入りのお吸い物をこたつの上に置いた旭が、わしわしと陸の頭を撫でた。

「俺、こう見えてとっくに二十歳越こえてるんですよ。子こ供ども扱あつかいしないでください」

　頭を振ふって旭の手を追い払はらってから、陸は改めて箸はしを手に取って食事に手をつけた。

（……美味うまい）

　鶏肉は皮がパリッとして焼き加減も最高だし味付けも申し分ない。おにぎりの塩加減も好きな感じで、お吸い物はちゃんとしたお出だ汁しの香りがする。

「凄すごく美味おいしいです！　旭さんって料理上手なんですね。料理屋とかでバイトしたことでもあるんですか？」

　美味しい料理を口に入れた途と端たん、自分が空腹だったことを意識させられて、陸は夢中になって箸を動かした。

「いや、これは祖母直伝。ガキの頃ころからそりゃ厳しく躾しつけられたんだ」

　珈琲コーヒーの入ったカップをこたつに置いてから、旭がこたつの向かい側に座った。

「ああ、それで……。パスタやフランスパンとかが似合いそうな外見なのに、純和風の食事でちょっとびっくりしました」

「バタ臭くさいのは外見だけで、中身は普ふ通つうの日本人だよ」

「もうひとつの母国で暮らしたことはないんですか？」

「ん？　ああ、そっちの家とは没ぼつ交こう渉しようなんだ。ガキの頃に両親が離り婚こんしてね。お袋ふくろは母国のフランスで暮らしてる。親おや父じが死んだときですら電話も寄こさなかったしな」

　旭は肩かたを竦すくめた。

「……すみません。変なこと聞いちゃって」

　悪いことを聞いてしまったと陸はちょっと小さくなったが、「気にするな」と旭は穏おだやかに微笑んでくれた。

「お袋とずっと没交渉だったのは、むしろよかったんだ。とくに、弟にとっては……」

「どうしてですか？」

「写真で見る美しい姿だけを記き憶おくしておけるからな。実物は少々エキセントリックすぎる」

「エキセントリック？」

「よく言えば、愛情が普通の人より多くて豊か。悪く言えば、独占欲と猜さい疑ぎ心しんが強くて嫉しつ妬と深ぶかいってところか」

　結けつ婚こん前、母国ではそれなりに人気のあるモデルだった彼女は、自尊心も誰よりも高かった。

　そんな自分が愛した男が、自分以外の誰かに目を向けることが、彼女はどうしても許せなかったのだ。

　夫を愛しすぎるあまり、彼女は夫の周囲の者すべてに嫉妬するようになる。

　師し匠しよう、友人、親、ときには自分達の子供にすら……。

　しかも悪いことに、夫は風景専門の写真家で年中旅に出てばかりいた。

「弟を産んだ後に少々体調崩くずしたせいもあって、お袋のエキセントリックぶりが悪化しちまってな。最終的には、自分だけを見ていてくれなきゃ嫌いやだとヒステリーを起こしたお袋に、親父が無理って答えたもんだから……」

　ブチッと切れた彼女は、離婚届を置いて家から出て行ってしまった。

「……それっきり？」

「それっきりだ」

「親権とかは？」

「最初から争う気すらなかったようだな。お袋にとって、大事なのは親父だけだったし……。──ガキの頃にお袋の醜みにくい姿を見ていたせいか、俺は今も恋れん愛あいにのめり込む気になれないよ」

　肩を竦めて、旭が苦く笑しようする。

（格好いいなぁ）

　見とれている場合じゃないのだが、形のいい唇くちびるを歪ゆがめてニヒルに微笑ほほえむその姿は、まるで異国の俳優のようでついつい目が惹ひきつけられてしまう。

　これは、もう不ふ可か抗こう力りよくだ。

「で、旅行三ざん昧まいの親父に子育てなんかできるわけもなく、祖母に引き取られて、料理なんか習ったわけだ。──箸が止まってるぞ」

　旭の話に夢中になってしまっていた陸に、旭は食事を続けるようにと促うながした。

「最後の頃のお袋は、ノイローゼで半ば育児放ほう棄き気味だったからな。俺ひとりじゃおしめもまだ取れきってなかった弟の面めん倒どうは見きれてなかったし、正直助かったよ。──その反面、厳しい躾しつけに辟へき易えきさせられたがな」

　母親との自じ堕だ落らくな生活にすっかり慣れきっていた旭は、祖母に引き取られた時点ですでに小学校に上がっていたせいもあって、一から躾しなおされて大変な目にあったらしい。

　本気で反発して喧けん嘩かを売っても、一度も祖母に勝てなかったと笑う。

「おっそろしく気が強いババアでさ。厳しい上にまっとうなことしか言わないもんだから口では絶対に勝てなくて、俺もガキだったからつい殴なぐりかかったりしたこともあったぐらいだ。花ばさみを手にしたババアに返り討うちにされたがな」

（こわっ）

　小学生の男の子相手に凶きよう器きを振りかざす祖母というのは、想像するとけっこう怖こわい。

「なんで花ばさみ？」

「華か道どうの先生をやって生計をたててたんだ」

「ああ、それで……」

　躾に厳しく気が強く、孫相手に一歩もひかない華道の先生。

　そんな、キリッとした和服姿の、厳しそうな女性の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。

「陸は？　どんな家庭で育ったんだ？」

「家は代々歯科医院を開業してます。祖母も母も歯科医の仕事で忙いそがしくて、俺は祖父に育てられたようなもんです」

　陸の実家は女系の家庭で、代々娘むすめが家を継つぎ婿むこ養よう子しを迎むかえている。

　姉が生まれた時点で家族会議を開き、サラリーマンだった祖父が早期定年退職して子供の面倒を見ることに決まったのだと聞いている。

「女達に勝てずに押しつけられたってとこらしいですけどね」

　それでもみんな、押しに弱いおっとりした祖父を大事にしていることもちゃんとつけ加えながら話をする。

　民みん俗ぞく学の研究をしながら、昇しよう進しんをまったく考えずにのんびり教師をしている父親の話や、家を継ぐべく歯科医になった姉の話も……。

（なんか……不思議な感じ）

　初対面で、会ってからまだ数時間。

　それなのに、生おい立ちや家族の話をしているうちに、なんだか以前からの知り合いのような親しい気分になってくる。

　一いつ緒しよに暮らすに当たって、なるべく早く親しくなるために、旭はわざとこんな話の流れを作ってくれたのかもしれない。

　本当に面めん倒どう見みのいい人だ。

「じゃあ陸は、長男でも家業を継がなくてもいいわけか」

「はい。大学卒業後はＳＥにでもなろうかと思ってたんですけど、就職に失敗しちゃって……。で、たまたま飛び込みでキャラクの入団試験受けたら、なんか受かっちゃって」

「飛び込みだったのか。なるほど、それで劇団の給料が安いってわかってなかったんだな」

　とくに説明しなくても、陸が家賃を払えなくなった理由を旭はわかってくれたらしい。

　察しがいいなと感心しつつ、陸は頷うなずいた。

「練習の時間と被かぶって、それまでやってたバイトも続けられなくなったし……。迂う闊かつでした」

「確かにな。まあ、心配するな。今度の舞ぶ台たいが終わったら、割のいいバイトを探すの、俺も手伝ってやるからさ」

「ありがとうございます！」

　ぺこっと頭を下げたら、「まかせとけ」と旭にわしわしと撫なでられた。

「よし、全部食べたな」

　空になった食器を、旭が片づけようとする。

「あ、俺、自分で片づけます」

「いいよ。俺がやったほうが早いし」

　大きな身体からだに似合わぬフットワークの軽さで、旭はちゃっちゃと片づけると新しく珈琲を入れなおして陸の分も持ってきてくれた。

「ところで陸、囲い碁ごを打ったことはあるか？」

「囲碁ですか？　ありますよ。よく祖父の相手をしてましたし、キャラクに入る前は暇ひま潰つぶしでネット対局とかもやってました。俺、あの手の卓たく上じようゲームが大好きで、大学時代には自作のゲームなんかも考案して、自分でプログラム書いては友達と遊んだりもしてたんです。──はっきり言って、けっこう強いですよ」

「そりゃいい」

　旭は嬉き々きとして和風モダンのキャビネットから、卓上の碁ご盤ばんと碁ご石いし入れをふたつ取り出して、こたつの上に置いた。

「相手してくれよ。なかなかできる奴やつがいなくてさ」

「望むところです！」

　ふっふっふと、陸は心の中でほくそ笑えんだ。

　身長でも顔でも気き遣づかいでも、なにからなにまで負けっ放しだが囲碁ならきっと勝てる。

　にやけそうになる顔を引き締しめつつ、意い気き揚よう々ようと碁ご盤ばんに向かった。

　が、しばらく経たつと、その顔がピクピクとひきつってくる。

「旭さん……強い」

　どう考えても分が悪すぎる盤ばん上じようを見て、陸はため息をついた。

「おまえもなかなかだ。こんぐらい打てる奴と対局したのは久しぶりだよ」

　楽しいよ、と旭がにっこり笑いかけてくる。

（……ああ、凶きよう悪あく）

　パワー溢あふれるきらびやかな微笑みにつられて、ひきつっていた顔が自然にへにゃっと崩れてしまう。

「これって、プロになれるレベルじゃないんですか？」

「どうだろう？　囲碁を教えてくれた祖母には一度も勝てた例ためしがないから、考えたこともなかったな。──ってか、勝てなかったのは、あのババアが汚きたない手を使うせいだけどさ」

「汚い手って？」

「囲碁を打ちながら、しつこく説教してくるんだよ」

『旭、おまえはどうも気き性しようが母親似のようだ。将来、あの人と同じ轍てつを踏ふまないように気をつけるんだよ。思いあまって手が後ろに回るような真似まねだけはしないようにな。おまえがなにかやらかしたら、その影えい響きようが弟の人生にまで及およぶんだってことを肝きもに銘めいじておきな。あの子が大事なら、おまえ自身も幸せにならないとね』

　正面で囲碁を打ちつつ、そんなふうに祖母が滔とう々とうと説教し続けるものだから、気が散って勝負に集中できなかったと、旭は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔になった。

「なんか、本当にすっごいお祖母ばあさんなんですね。一度会って教えを請こいたいぐらいです」

　怖いもの見たさからそんなことを言うと、旭は軽く苦笑した。

「悪い。一年以上前に亡なくなってるんだ」

「あ、……そうなんですか」

　気まずくなって「ご愁しゆう傷しよう様さまです」と小さな声で呟つぶやくと、「うん」と旭が頷く。

　祖母も父親も亡くなって、母親は母国に帰ったっきりとなると、親しい身内は弟ひとりということになるのだろうか？

（……ブラコンなのも、仕方ないのか）

　笑って悪かったかなと、陸はちょっと反省した。

「弟さんも囲碁を打つんですか？」

「いや、あいつは全然駄だ目めだ。根が単純にできてて先読みがまったくできないからなぁ。ガキの頃ころはどうやってもあいつに勝たせてやれなくて、よく悔くやし泣なきされたよ」

「へえ、そうなんですか」

（ってことは、似てない兄弟なのか）

　服のサイズも陸程度に小さかったし、性格もまったく違ちがうようだし……。

　違うからこそ、余計に弟が可愛かわいいと思うのかもしれない。

　なんてことを考えている間にも、盤ばん面めんの戦せん況きようは悪化していき、最終的にはかなりの大差で負けてしまった。

　くっそーと陸が悔しがっていると、「陸ぐらい強かったら、簡単に勝たせてやれるぞ」と旭に言われた。

「けっこうです！　俺、いつか自力で勝ってみせますから」

　カチンときてフンと胸をはると、楽しみにしているよと、肩かたを竦すくめつつも余よ裕ゆうの態度で旭が微笑ほほえむ。

　馬ば鹿かにされているようでむかつくのに、そのきらびやかな笑顔から視線がそらせない。

　陸は、自分が誘ゆう蛾が灯とうに引き寄せられる蛾になったような気がした。
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　旭はこの舞台の上演期間が終わったらバイトを探してくれると言ってくれたが、陸がパソコン作業が得意だと知ると、すぐにいいバイトがあると言い出した。

　それは劇団キャラクの事務局の手伝いで、ＨＰホームページの管理や、ポスターやチラシ等を作る作業らしいのだが、ありがたいと思うより先に、陸はちょっと途と方ほうにくれた。

（……デザインの勉強なんてしたことないのに）

　すでにひな形があるＨＰの管理ぐらいならなんとかやれるだろうが、ポスターやチラシなど、センスが必要なものになるとちょっと腰こしが引ける。無理ですといったんは断ったのだが、篠崎やさつきまで出てきて、助けると思ってやってみてくれと頼たのまれる始末。

　さつきが言うには、その手の仕事を業者に委い託たくしているとかなり金額がかさむから、自分でなんとかすべく勉強してみたりもしたのだが、その手のちまちました操作がどうにも苦手で困っていたのだとか。

　断り切れなくなった陸は、ポスター等のデザインに関しては、みんなで知ち恵えを出し合って協力してもらうことを約束させた上で引き受けることにした。

　その翌日には、キャラク名義で勉強用に購こう入にゆうされていたノートパソコンやソフト、解説書や印刷所の説明書等の類たぐいが、さつきの許もとから旭の家へと一式届けられた。

　実際に手をつけるのは今の舞ぶ台たいが終わった後でいいと言われたが、目新しい画像ソフトに興味を惹ひかれた陸は、空いた時間に解説書を読んだりして少しずつ勉強をはじめている。

　それを見た旭は、「陸は真面目まじめなんだな」と感心していた。

　偉えらいぞ～っとわしわし頭を撫なでるあたり、しつこく弟扱あつかいされたままだ。

　しょっちゅう旭に頭を撫でられるものだから、最近では旭が手を伸のばしてくると自分から、どうぞと頭を差し出す癖くせがついてしまったぐらいだ。

「でも舞台中だってことを忘れるな。陸には代役がいないんだから、体調だけは崩くずすなよ」

　などと過か剰じように心配してくれるのも、やっぱり弟と重ねて見ているせいかもしれない。

　初日には旭に対して理り不ふ尽じんな反感を覚えてしまったが、その翌日には反感なんてこれっぽっちもなくなっていた。

　だが、きらびやかな容よう貌ぼうとその長身にはまったく慣れていない。

　生おい立ち話が功を奏して、その人ひと柄がらに親しみを覚えるようになっただけで、至し近きん距きよ離りで見る淡あわい色の瞳ひとみや破は壊かい力のある無意識の流し目には、いちいち狼狽うろたえてばかりだ。

　弟扱いしてくるときの旭が、普ふ段だんより五割増しで優やさしい顔をしていると気づいてからは、なんだか自分が凄すごく恵めぐまれた立場にいるような気分になったりもする。

　以前噂で聞いた、複数いるとかいう旭の遊び相手の女性達は、まだ一度も見かけていない。

　現在の旭は、ずっと忙いそがしかったテレビの仕事が一段落ついたとかで、毎日のようにキャラクの舞台に顔を出しているし、夜の部の舞台が終わった後は、陸を連れてまっすぐマンションに戻もどる生活を繰くり返している。

（もっと遊び人だと思ってたのにな）

　一いつ緒しよに暮らすようになって一週間。

　旭は夜遊びをすることもなく、もっと体力つけろよと陸のために美味おいしいご飯を朝晩作ってくれて、話し相手になってくれていて、むしろ家庭的な感じだ。

（今は、俺がこの人の一番近くにいるんだな）

　それもこれも、弟を連想させるこの外見のせいなのだとしたら、コンプレックスしか感じなかった自分のこの外見も悪くないと思えたりするから不思議なものだ。

　料理している旭を、カウンターに座ってぼうっと眺ながめているときなんかはとくにそう思う。

「やっぱり冬はおでんだよな」

　控ひかえ室しつに差し入れするつもりで大きな寸ずん胴どう鍋なべいっぱいにおでんを煮にていた旭が、蓋ふたを開け湯気に目を細める。

（おでんの湯気がスモークみたいだ）

　旭にかかると、なんでもかんでもその美び貌ぼうを引き立てる効果に思えてくるから不思議だ。

　最初の頃は、キッチンに立つ旭を何度か手伝おうとしたのだが、旭に危ないからこっちに来るなと言われて諦あきらめた。

　普ふ通つうの女性ならゆとりのあるサイズのキッチンなのだが、旭だと少々手て狭ぜまなのだ。

　そこにふたりでいると、なにかの拍ひよう子しにぶつかったりする可能性もある。

　旭にとってはちょっとぶつかっただけのつもりでも、旭に比べてかなり小さい陸にとっては大だい打だ撃げきで、どかんと吹ふっ飛ばされることにもなりかねない。

　舞台中にそんな馬鹿げたことで怪け我がをするわけにはいかないから、手伝いは諦めた。

「陸、どれか味見するか？」

「じゃあ、大根と薩さつ摩ま揚あげください」

「はいよ。熱あつ燗かんもつけてやりたいところだが、酒は楽らく日びの後だ。──飲めるんだろう？」

　もちろん、と陸が嬉き々きとして頷うなずくと、旭はもっと嬉うれしそうな顔をした。

「いいね。弟とも一緒に飲みたかったんだが、成人する前に恋こい人びとに取られちまった」

　残念だと旭が寂さみしげに微笑む。

（ううっ、胸が痛い）

　自分が寂しいわけじゃないのに、きゅうんと胸が締しめつけられる。

　魅み力りよく的すぎる旭の表情は、こっちの感情にまで影えい響きようを及およぼすから困る。

　今すぐ弟の首根っこを摑んでここに引っ張ってきて、旭を喜ばせてやりたいような衝しよう動どうも覚えたりして……。

　でも、本物を連れてきたら、弟代わりにされている陸の存在意義が薄うすれてしまう。

（ん～、それは嫌いやなんだよなぁ）

　そんなふうに感じてしまう自分の気持ちに、陸はちょっと困こん惑わくしていた。
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　舞台を終え、旭の車で家に帰り、まずはお風ふ呂ろ。

　その後は旭が作ってくれた夕食をありがたくいただいて、こたつに移動してパソコンを開く。

　それが陸の最近の習慣だ。

　食事の後片付けを終えた旭も、少し遅おくれてやってくる。

　陸の向かい側に座って、最初にすることは碁ご盤ばんと碁ご石いしを用意することだ。

　それで陸と一勝負してから、やっと自分のパソコンを開いて仕事をはじめる。

　ちなみに、陸はいまだに一度も囲い碁ごの勝負に勝てないまま。それが悔くやしくてネットを利用して密ひそかに勉強もしているのだが、残念ながらいまだ全然効果は見られない。

　負けて悔しがっていると、次は頑がん張ばれと頭を撫でられ逆に慰なぐさめられたりするので、それも悪くはないのだが……。

　仕事をするときの旭は、集中するためになのか音楽もテレビもつけない。

　静かなリビングには、陸が説明書のページを捲めくる音と、旭がパソコンのキーを叩たたく音だけが響ひびいている。

　画面を覗のぞき込みつつ説明書を読みながら画像ソフトの勉強をしていた陸は、ふと視界に入った旭の俯うつむき加か減げんの顔に強制的に視線を奪うばわれた。

（……睫毛まつげまでキラキラしてる）

　勉強中にだけかけている眼鏡めがねのお蔭かげで、いつもよりずっとくっきりはっきり見える。

　伏ふせた淡い色の長い睫毛も画面を覗く淡い色の瞳も、光を乱反射してキラキラ発光しているように感じられた。

　その眩まぶしさに、思わず陸は軽く目を細める。

　もちろん、目を細めなきゃならないほど眩しいわけじゃない。それが錯さつ覚かくなんだってことは自分でも重々承知しているが、それでも眩しいと感じてしまうのだから、これはもうしょうがないのだ。

（美人は三日で飽あきるなんて噓うそだよなぁ）

　飽きるどころか、そのきらびやかな姿から日に日に目が離はなせなくなっている。

　一緒に暮らすようになって一週間経たった今、この部屋から出て行く意思は完全に消えた。

　むしろ、一日でも長くこのきらびやかな人を見ていたいぐらいだ。

（こういうのって、なんかまずいかも）

　弟扱いされているとはいえ、実際はただの居い候そうろうだ。

　側そばで見ていたいと思ったところで、本物の弟が戻ってきたらすぐにお払はらい箱ばこになる立場。

　あまり増長しないようにしなきゃと思ってはいるのだが、弟扱いされて他ほかの人達よりずっと優ゆう遇ぐうされているせいか、ついつい気持ちが緩ゆるみがちだ。

　この立場に慣れすぎると、後で寂しい思いをするのは自分だとわかってるのだが……。

　きらびやかな顔をこっそり見つめつつ陸がため息をついたとき、テーブルの上に置いてあった携けい帯たいがいきなり鳴った。

「わわっ」

　陸は驚おどろいて飛び上がった。

（マナーモードにするの忘れてた）

　仕事に集中していた旭の邪じや魔まをしたのが申し訳なくて、画面も見ずに慌あわてて通話ボタンを押していると、目の前の旭が気にするなと言わんばかりに優しく微笑ほほえんでくれている。

（……っと、見とれてる場合じゃなかったっけ）

　ついついぼうっとなりそうな気分を引き締めて、「はい」と携帯を耳に当てた。

『よう、陸。久しぶり～。どうよ？　仕事見つかったか？』

「俊しゆん介すけ？」

『そう、俺』

「なんだよ。おまえから連れん絡らくくれるなんて珍めずらしいな」

　久しぶりに聞く大学時代の友達の声だった。旭の仕事の邪魔になったらまずいと、こたつから出ようとしたのだが、目の前に座る旭が「気にしなくていい」と小さな声で囁ささやく。

　陸はお言葉に甘えることにして、こたつに座りなおした。

『なに言ってんだよ。連絡くれって留守電入れたのはおまえのほうだろ？　少々仕事が立て込んでて出張が続いてたんだ。一週間連絡しそびれたからってふてくされるなよ』

「ああ、そっか。あの件か……」

　一週間前、携帯のアドレスにある友達に片かたっ端ぱしから連絡を入れたが、俊介とは連絡がつかずじまいだったことを陸は思い出した。

「悪い。その件ならもう解決したから」

　劇団キャラクに勢いで入団した話や、アパートを出て行かなきゃならなくなった話など、近きん況きようを手短に話すと、俊介はちょっと驚いたようだった。

『キャラクに入ったのか。また随ずい分ぶん思い切ったことやったもんだ。確か、うちの会社の女の子にも、あそこのファンがいるぜ』

「そっか。俊介の就職した会社って、広告業界関連だったっけ？」

『ああ。それがどうかしたか？』

　実は、とキャラクのポスターやチラシ関係を作らなきゃならなくなったことを話してから、広告の仕事に携たずさわる俊介にその手のものを作る際のお約束を知らないかと助言を求めてみた。

『レクチャーは受けたが、人に教えられるほどじゃねぇよ。そもそも、俺は営業だしなぁ』

　俊介は困った声を出したが、それでも社内セミナー等で貰もらった、広告作成の基き礎そ知識が書かれた資料なんかを送ってくれると約束してくれる。

　ありがとなと通話を切りかけたとき、『……陸、ちょっと待て』と、俊介が気まずそうに陸を呼び止めた。

『内うち山やまさんって、覚えてるよな？』

「忘れるわけないだろ」

　思い出したくもない嫌な名前を聞いて、陸は思わずむっとふてくされた。

『あの人がゲーム会社に持ち込んで作った例のゲーム、『フィガーファイト』だっけ？　あれ、教え子のアイデアを盗とう用ようしたものだって、ネット上でけっこう噂うわさになってるみたいだぜ』

「ネットで？」

『ああ。その書き込みに対して、内山さんを擁よう護ごするような反論の書き込みとかもあるらしい。内山さん本人がやっきになって火消しに走ってるんじゃないかって、そんなふうに疑っておもしろがってる奴やつらもいてさ。もっと焦あせらせてやろうとしてか、この問題をあちこちの掲けい示じ板ばんに書き込んで噂を広めてるみたいなんだ。ゲームそのものより、その騒そう動どうが一部で有名になってるとかで、けっこう収しゆう拾しゆうがつかない状態らしいよ。……念のために確かく認にんしとくが、おまえは関かかわってないよな？』

「ばか言うなよ。そんな卑ひ怯きような真似まねするわけないだろ。あの件なら、本人に直接文句も言って終わりにしたつもりだしさ」

　陸はカチンときた気持ちを隠かくして、なるべく冷静な口調で答えた。

　どんな書き込みがなされているか見たところで気分が悪くなるだけだろうから、自分で確認する気は起きないが、その手のトラブルは何度かネット上で見たことがあるから想像はつく。

　内山を擁護するような反論の書き込みの内容も……。

（つまりは、俺に対する悪口ってことだよな）

　盗用されたと言っている教え子が噓をついているんだとか、まともな就職もできないような人間にゲームの原案を作るような能力があるわけないだとか……。

　想像しただけで気分が悪くなった。

『それならいいんだ。……在学中の後こう輩はいの話だとさ、内山さん、どうも精神状態がよろしくないらしい。ちょっと陰いん湿しつなところのある人だったし、関わり合いにならないようにしとけよ』

「わかった」

　忠告に感謝してから通話を切る。

（内山さんかぁ）

　少々性格に問題のある人で、在学時代にはかなり嫌いやな目にもあった。

　今となっては、もはや思い出したくもない相手でもある。

「どうした？　なにかもめ事か？」

　声をかけられて顔を上げると、眉まゆをひそめ、心配そうに見つめてくる旭の顔。

（うわお、格好いいっ！）

　まるで映画のワンシーンのようで、やけにさまになっているその渋しぶい表情に、沈しずんでいた気分が一気に昂こう揚ようする。

（もう、これはカンフル剤ざいかも）

　半はん端ぱな薬より効くんじゃなかろうか？

「過去のもめ事なんで、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　笑って誤ご魔ま化かそうとしたのだが、旭の心配顔は変わらない。

（弟相手にも、きっと過保護なんだろうな）

　なんとなくため息をつきながら、陸は事情を説明することにした。

「俺が、学生時代に趣しゆ味みでゲーム作ってた話はしましたよね？」

「ああ、聞いた」

「ゼミ仲間にプログラム配って一いつ緒しよに遊んだりしてたんですけど、そのプログラムをゼミで世話になってた准教授に盗ぬすまれちゃったんです」

　内山は、陸がひとりで考案したゲームを、自分が作ったものだと偽いつわって無断でゲーム会社に持ち込んでしまったのだ。

　そして今、陸が作ったゲームは、ゲーム会社のプロの手によってより高度に洗練された形に進化して、『フィガーファイト』という商品名で売り出され、パズルマニアの間ではそこそこ人気になっているらしい。

　発売前に盗用された事実を知った陸は、内山になぜこんな勝手なことをしたのかと一言文句を言いに行った。

　沢たく山さんの人々が携わり、すでにゲームの発売日まで決まっていることは知っていたから、今さら自分が原案者だと名乗って、もめ事を起こすつもりはなかった。

　陸自身ただ遊びで作っただけで、それで利益を得ようとかネット配信しようとかは一いつ切さい考えていなかったし、自分の知らないところで勝手に持ち込まれたとはいえ、思いがけず自分の考案したゲームが専門家に認められたことを嬉うれしいとすら感じていたぐらいだ。

　だから、ただ素す直なおに一言謝罪してもらえれば、それで水に流そうと思っていたのだが……。

「そしたら、その准教授、最高の就職先を斡あつ旋せんしてやるって言ったんです」

　自分は某ぼう有名企き業ぎようにコネが利きくからと……。

　それで駄だ目めなら、ゲームで得た利益の何割かを渡わたすから、どうか黙だまっていてくれと頼たのまれた。

「勝手に脅きよう迫はく者扱あつかいされたのが、すっごい不ふ愉ゆ快かいで、もう腹が立っちゃって」

　カチンときた陸は、あんたと同類になるつもりはないときっぱり断った。

　そんなこんなで准教授とトラブルを起こしたことが悪いほうに影えい響きようして、就職浪ろう人にんする羽目にもなったのだ。

「で、そのアイデアを盗用したって話が、ネット上で噂になってるらしいんです。そのせいで、その准教授の精神状態があんまりよろしくないようだから気をつけろって、友達が忠告してくれたんですよ」

「なるほど。……脅迫者にいたぶられて、追い詰つめられてるってところかな」

「俺、そんなことしてません！」

　カチンときた陸は、思わず身を乗り出した。

　旭は、「わかってるよ」と陸の頭をいつものように撫なでる。

「そんなことができるような子だったら、そもそも貧びん乏ぼうなせいでアパートを追い出されたりしないしな。俺が言ってるのは、他ほかのゼミ生とか、その友達とか……。陸が作ったゲームで遊んだことのある奴のことだ。そいつがネットに噂を流して、わざとその准教授の目に触ふれさせて騒さわぎを大きくしているのかもしれないぞ。目的は脅迫か、それとも単にいたぶって准教授が追い詰められているのを見て楽しんでるか……。そのどっちかってところかな」

　なにもない空間に視線を向けた旭が、まるで独り言のような調子でぶつぶつ言っている。

（脚きやく本ほん家かモードになってんのかな？）

　陸も劇団の先せん輩ぱいから録画したＤＶＤを借りて見たことがあるが、旭が二本目に受けたテレビの仕事はミステリー仕立ての群像劇だった。

　この騒動にミステリーのネタの臭においでもかぎつけたのか、脚本家の癖くせで色々と連想せずにいられないのかもしれない。

　だが陸には、脅迫者なんていないような気がしている。

（内山さん、けっこう小心者だったし）

　おもしろがってネットにばらまかれた噂に、きっと過か剰じよう反応した内山が勝手にひとりで追い詰められているだけだ。

「大学時代とは住所も変わってるから心配はないだろうが、万が一なにかあったら俺に言え」

　守ってやるから、と旭が陸をまっすぐに見て力強く言う。

「じゃあ、万が一のときはよろしくお願いします」

（ま～た弟扱いしちゃってさ）

　とりあえずぺこりと頭を下げたものの、なんとなく素直に喜べない。

　旭の本物の弟と自分とが同時に救いを求めたら、旭は間ま違ちがいなく弟を助けに走るだろう。

　守ってやると言っても、所しよ詮せんは二番目だ。

　それがおもしろくない。

　陸はつい仏ぶつ頂ちよう面づらになった顔を隠すべく、説明書をわざとこたつの上に立てて顔を近づけた。
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　初日には二週間もあると思っていた公演期間だったが、あっという間にすぎてしまった。

　最終日、少しはサービスしろと篠崎にせっつかれた旭が、カーテンコールで渋しぶ々しぶ舞ぶ台たいに立った。

「本日は千秋楽ですので、特別に脚本を担当した藤野旭から皆みなさまにご挨あい拶さつをいたします」

　主演女優であるさつきが旭を紹しよう介かいして、旭が客席に軽く頭を下げると、観客席から異常に興奮した黄色い声が一いつ斉せいにあがった。

「みなさん、楽しんでいただけましたか？　今後もキャラク一同、切せつ磋さ琢たく磨まして参りますので、どうぞよろしく」

　旭は短い挨拶をしたが、客席の声が大きすぎて所々聞こえないぐらいだ。

（なんでこんなに人気あるんだよ）

　まだキャラクが学生のサークル活動に過ぎなかった時代には、旭も舞台に上がったこともあったようだが、劇団として立ち上げてからは一度も俳優として舞台には立っていないと聞いている。

　脚本家である旭は基本的に表舞台には立たず、雑誌などのインタビュー記事で写真が出るだけなのだが……。

（それでも、こんなに沢山の人が旭さんに目をつけてるんだ）

　テレビドラマを手がけたことで、旭の知名度はグンと上がっている。

　三夜連続という特殊な枠で放送された最初の仕事は、有名人の私小説のテレビドラマ化。

　重じゆう厚こうな役者を贅ぜい沢たくに使った本格派の作品で、最終的にはかなりの視し聴ちよう率りつを稼かせいで好評だったと聞いている。

　二本目が二時間枠のミステリーで、三本目が最終回を迎えたばかりのワンクールのドラマだ。

　面おも白しろ味みのあるキャラクター同士の駆かけ引きが魅み力りよくのコンゲームで、いま話題のイケメン俳優達の面白味のある掛かけ合いが評判で、これまた続編を期待される人気だったと聞いている。

　その後、仕事のオファーが山ほど来るようになったようなのだが、旭はキャラクの脚本家という自分の立ち位置を大事にしていて、受ける仕事を厳選していた。

　そのせいもあって、旭には『キャラクの美形脚本家』というイメージがしっかり定着していて、テレビドラマの脚本で旭に興味を持った人達もキャラクの舞台を見に来てくれるようになったらしい。

　客寄せになるからキャラクとしてはありがたい話だとわかっているが、こんなに沢山の人が旭に熱視線を送っているのが、陸はどうにもこうにも気に入らない。

　しかも旭本人が、きゃーきゃー騒がれてまんざらではなさそうな顔をしているのが、これまたなにやら気に入らない。

（なんだよ。目め尻じり下げちゃってさ。……って、あれ？）

　やけに嬉しげに目を細めた旭が、客席の一点を見つめて軽く手を振ふっている。

　まるで、誰だれかに合図しているかのように……。

　陸は目を凝こらして旭の視線の先にいる人物の顔を確かく認にんしようとしたのだが、カーテンコールが終わって緞どん帳ちようが下りてしまってかなわなかった。

（誰だったんだろう）

　以前つまみぐいしたことがある女でも来ていたんだろうか？

　初舞台は最後まで盛せい況きようのまま無事に終わったというのに、ウエディングドレス姿の陸はひとりむうっと唇くちびるをとがらせていた。







　舞台の撤てつ収しゆうは明日ということで、千秋楽の今日は着き替がえた後にみんなで居酒屋に打ち上げに行くことになっていた。

　大部屋で着替えてメイクを落とした陸が、クリーニングに出す予定のみんなの衣装をひとまとめにする作業に没ぼつ頭とうしていたら、最終日の興奮のせいでいつもより賑にぎやかだった部屋が急にシンと静かになった。

「どうかしたんですか？」

　近くにいた先輩にこっそり聞くと、先輩は無言のまま出入り口のドアを指差した。

　と、少し開いたドアから、こっちを覗のぞいている少年がいる。

（……うわお。きれーな子）

　柔やわらかそうな赤茶の髪かみに、大きな金茶色の瞳ひとみ。

　陶とう器きで作られた天使を彷ほう彿ふつとさせる、繊せん細さいな顔立ちの美少年がそこにいた。

　少年はどこか不安そうな表情で大部屋内を見み渡わたしていたが、ふと陸に目を留とめると、にっこりと嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　まるで光が淡あわく弾はじけたかのようなその柔らかな笑え顔がおに、室内のあちこちからため息が零こぼれる。

「おまえの知り合い？」

　先輩に聞かれて、「違ちがいます」と陸は慌あわてて首を横に振る。

　会ったことは一度もないが、まっすぐこっちに微笑みかけられてしまっているから無視するわけにもいかない。

　おそるおそる近づいて行くと、「弟役をやられた方ですよね？」と少年のほうから話しかけてきた。

「そうですけど」

「すっごく楽しかったです。ウエディングドレス姿も綺き麗れいで、とっても似合ってました」

（綺麗って……。あんたにだけは言われたくないよ）

　そう思ってしまったところで罰ばちは当たらないだろう。

　それぐらい、にこにこと微笑む少年は繊細で綺麗な顔をしている。

「この子、もしかして陸の初ファン？」

　好こう奇き心しんむき出しの顔で、先せん輩ぱい達がわらわらと近寄ってきた。

「え、どうなんだろう？　えっと、どういったご用件でこっちに？」

「あ、すみません。──実は、兄に会いにきたんですけど」

「兄って……」

　全然似てない。

　似てないが、人並み外れているという、そのただ一点がとてもよく似ている。

　もしかして……と、誰もが同じことを思った、そのとき、

「おっ、こっちにいたのか。ホールのほうにいるかと思って捜さがしに行ったせいで、観客にもみくちゃにされて酷ひどい目にあったよ」

　ドアからぬっと旭が現れ、その途と端たん、人形のようだった美少年の顔に、年相応のやんちゃっぽい笑みが浮うかんだ。

「兄ちゃん！」

　綺麗な外見からは想像もできない乱暴さで、少年がど～んと頭から旭に突とつ進しんして行く。

　それを胸で受けとめた旭は、少年のウエストを摑つかむと、ひょいっとその身体からだを持ちあげた。

（──げっ）

　とんでもない高さまで一気に持ちあげられた少年を見上げて、陸はゾッとした。

　ここの天てん井じようが高くてよかった。

　下手をすると天井にあの綺麗な頭が激げき突とつしかねないところだったと……。

　だが少年は、とんでもない高さに怖こわがる様子もなく、けらけらと楽しげに笑っている。

「舞台を見に来るなら来るって先に言えよ。さっきカーテンコールで急に見かけてびっくりしたんだからな」

「ごめん。友達が行けなくなったからって、急に一枚チケットを譲ゆずってくれて慌ててたから」

　とん、と床ゆかに少年が下ろされる。

「みんな、紹介しとくよ。──藤野明あき良ら、俺の弟だ。今後、劇場で見かけることがあったら、気さくに声でもかけてやってくれ」

「明良です。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げた明良は、周囲を見渡しながら、にっこりと花のように微笑む。

「明良くんか……。いや、さすがに旭の弟というか……。こりゃ桁けた外はずれだな」

　篠崎とさつきが前に出てきて、しみじみと明良の顔を眺ながめた。

「俺、どっか変ですか？」

　しみじみと眺められて不安になったのか、明良は両の手の平を頰ほおに当てる。

「変じゃないよ。その逆だ」

「ほんと、さすがに旭の弟さんだけあって、すっごい顔してるわね」

「すっごい顔？」

　明良は、くきっと不思議そうに首を傾かしげた。

（うわっ、なんだこいつ。滅め茶ちや苦く茶ちやかっわいーなー）

　表情もその仕草も、いちいち綺麗だし可愛かわいい。

（これのどこが俺に似てるんだ？）

　弟とイメージが重なると旭は言っていたが、どう贔屓ひいき目めに見ても似ているところは全然ない。

　ハーフの明良と自分とでは、肌はだや瞳の色はまったく違うし、身長だって明良のほうがちょっと……というか確実に五センチは高い。

　旭を見たときにも感じたことだが、この弟も一いつ般ぱん人じんとはレベルが違う美形だ。

　弟に似ているお蔭かげで特とく別べつ扱あつかいされているのだと有う頂ちよう天てんになっていた自分が、陸はなんだか急に恥はずかしくなってきた。

「一いつ緒しよに打ち上げに行かないか？」

　劇団員達に囲まれ、あれこれ質問されていた明良を篠崎が誘さそった。

「駄だ目めだ。こいつはこの後バイトがあるから……。──な？」

「うん」

　旭の腕うでに肩かたを抱だかれ、庇かばわれるように立っていた明良は深く頷うなずくと、今後も兄をよろしくお願いしますと健けな気げに挨あい拶さつして帰って行った。




　打ち上げをする予定の居酒屋には、みんなでぞろぞろと徒歩で向かった。

「いや～、綺麗な子だったなぁ」

　長い行列の最さい後こう尾びで篠崎がしみじみと言った。

「なあ旭、あの子、舞ぶ台たいやる気ないかな？」

　篠崎に聞かれた旭は、「ない」とにべもなく答えた。

「あ、そう。──じゃ、仕方ないか」

　あっさりと篠崎が引いて、ほっとするかと思いきや、旭は怪け訝げんそうな顔になる。

「おまえが一番危ないと思ってたんだがな」

　あれだけ綺麗な子だから、劇団関係者の目に触ふれさせたら間ま違ちがいなく勧かん誘ゆうがはじまるに違いないと思って、故意に弟を隠かくしていたのだと旭が言う。

「あいつ、今カメラの勉強しているところだからさ。あんまり余計な雑音は入れたくないんだ。だから興味を持たずにいてくれるのは助かるが……。──でも、いつもはもっとしつこいだろうに、なんでそんなにあっさり諦あきらめるんだ？」

「それはあれだ。必要ないからだな」

「必要ない？」

「ああ。だって、ほら。うちには今、陸という親しみやすい可愛子ちゃんがいるんだから、同じタイプの役者はいらないし」

「俺？」

　同じタイプ、というところにひっかかりを覚えて、陸は眉まゆをひそめた。

「そう、君。──個人的にも、俺は今、陸に夢中だからな。旭と揉もめてまで弟を勧誘してる暇ひまはない」

「夢中？」

　旭が、きっぱりと言い切った篠崎と陸を見比べる。

「そう、実は夢中なんだ。陸を変に動どう揺ようさせないよう、舞台が終わるまで私情は控ひかえていたが」

「え？　それって……」

　どういう意味？　と、かまととぶって聞くことはさすがにできなかった。

　たぶん、というか間違いなく恋れん愛あい方面の話だとわかってしまったからだ。

（どうしよう）

　とりあえず話を聞いているのが旭だけだからいいようなものの、打ち上げに向かう道すがらでするような話じゃない。

「おまえ、その本命を俺の家に預けといて平気なのか？」

　困こん惑わくしている陸をよそに、やっぱり驚おどろいたふうの旭が質問する。

「もちろん。旭は遊べる相手にしか手を出さない主義だろう？　で、この子は遊びの相手にはどうしたって不向きだ。他ほかの劇団員の家に預けとくより、よっぽど安全だよ」

「なるほど、確かにそうだな」

　篠崎の言葉に、旭はあっさり納なつ得とくした。

（そうだなって……）

　そんなあっさり答えなくてもいいじゃないか。

　もうちょっと、考えてくれてもよさそうなものなのに……。

（俺じゃ全然駄目だってことか）

　遊び相手として検討する余地もないほど、その手の魅み力りよくを感じてもらえてないらしい。

「そういうわけで、陸。舞台も終わったことだし、そろそろこっちに来ないか？」

　なんとなくしょんぼりしていた陸は、そんな篠崎の言葉にギョッとして顔を上げた。

「こっちって？」

「俺のマンションのことだよ。もちろん、紳しん士し的に振ふる舞まう。決して陸を困らせるような真似まねはしないと誓ちかうからさ」

　篠崎はいつもと変わらぬ調子で、穏おだやかに微笑ほほえみかけてくる。

　どうしよう、と陸は途と方ほうにくれた。

　ここで遠えん慮りよしますと断ったら篠崎の言葉を信じていないような感じになってしまうし、じゃあそうしますと素す直なおに頷く気にもなれない。

　ここまではっきり好きだと言ってくる相手とふたりきり、ひとつ屋根の下で平気で寝ね泊とまりできるほど図太くはないから……。

　困り果てていた陸の耳に、「却きやつ下かだ」という旭のバリトンが飛び込んできた。

「おい、旭。人の恋こい路じを邪じや魔まするつもりか？」

「そのつもりだ」

　旭は異国の俳優のように粋いきな仕草で肩を竦すくめる。

「本命だって言われて、陸も本気でびっくりしてたようだからな。こいつにとってこの話は寝ね耳みみに水だったんだろう。さすがになんの心の準備もないような状態で、こいつをおまえの家にやるわけにはいかないよ。──それは、保護者として絶対に認められないな」

「いつから陸の保護者になったんだよ？」

「おまえに、こいつを預けられたときからだ」

　旭はわしわしと陸の頭を撫なでる。

「失敗したか……。ま、仕方ない。陸の心の準備ができるまで待つよ」

　篠崎はあっさり引くと、軽く陸に微笑みかけてから、歩調を速めて前を歩く劇団員達の許もとへと行ってしまった。

「陸、大だい丈じよう夫ぶだからな。篠崎は気のいい奴やつだ。断ったからって根に持ったりしないし、気を引くための贔屓もしない。余計な心配はしないで、安心して今まで通り過ごしてればいいから」

　な？　と旭に語りかけられ、陸は無言のままこっくりと頷いた。

　だが、その心は安心するどころか全然穏やかじゃない。

（……保護者なんだ）

　今さら別に驚くようなことじゃないはずだ。

　陸が旭に特別扱いしてもらえるのは、弟とイメージが重なるからで……。

（でも、その弟とも全然似てなかったし）

　あんなに綺き麗れいな存在と肩を並べられると思えるほど、陸はうぬぼれてない。

　自分の可愛さは、探せばいくらでもいる程度の一般人レベルだ。

　一般人レベルの中には、陸よりもっと可愛くて、もっとあの弟に近い子だっているはずで、そんな子が困り果てた状態で旭の前に現れたりなんかしたら、旭はそっちの子の保護者にもなりかねないわけで……。

（……嫌いやだなぁ）

　ずっと自分だけが旭に特別扱いされていたいのに……。

　誰だれよりも側そばにいたい。

　あの綺麗な顔を近くで眺ながめて、優やさしく微笑みかけられて、偉えらいぞと頭を撫でられていたい。

　この特別な場所を、他の誰にも譲ゆずりたくなんかない。

　かつてない程ほどのこの執しゆう着ちや心くしんの原因に、陸は心当たりがあった。

（俺、恋こいしてるんだ）

　それも、かつてないほど熱ねつ烈れつに……。

（いつ旭さんに釣つられちゃったんだろ？）

　いや、そうじゃない。

　陸は、自分の胸に浮うかんだ疑問を全否定した。

　旭には、陸を釣る気なんかまったくなかったはずだ。

　旭のきらびやかな姿と優しい微笑みに、陸が勝手にふらふらと引き寄せられただけ……。

（旭さん、恋こい人びとは作らない主義だって言ってた）

　だから、好きですと打ち明けたところで、絶対に相手にはしてもらえない。

　遊び相手でもいいからと頼たのんでも、まったく魅力を感じてもらえていないのだから、やっぱり駄目に決まってる。

（あ～あ、ばかみたい）

　明るい光に惹ひかれるままふらふらと近寄って行って、バチッと電流にやられてしまう。

　今の自分は、まさに誘ゆう蛾が灯とうに惹かれる蛾そのものだ。

（俺も綺麗な蝶ちよう々ちようだったらよかったのにな。……あの弟みたいに）

　ひらひらと舞うだけで人目を惹きつける綺麗な蝶々だったら、もうちょっと話は違ちがっていたのかもしれない。

　気分がどよんと沈しずむ。

　俯うつむいてとぼとぼ歩く陸は、いつもよりもっと小さく見えた。




　その後の打ち上げは、あり得ないぐらい賑にぎやかだった。

　上演期間中はみんな禁酒でもしていたのか、乾かん杯ぱいの後はまるで浴びるように酒を飲み、酔よっぱらってはしゃぎながら舞ぶ台たいの出来を喜びあっている。

「陸もよくやった！」

「うん、勢いがあってよかったぞ」

　よし飲め！　と酔っぱらった先せん輩ぱい達が絡からんで来る。

　落ち込んでいた陸は、すっかりやけになって勧すすめられるままがぶがぶと酒を飲み続け、その結果、一次会の段階で完全に沈ちん没ぼつ。

　居酒屋の畳たたみの上にころんと寝ね転ころがった陸を、旭は仕方ないなとひょいっとおんぶして家に連れ帰ってくれた。







　ぼふっとベッドに落とされて、うとうとしていた陸は目を覚ました。

　酔いで揺ゆらぐ視界の中、旭の綺麗な顔だけがくっきりはっきり見えている。

「あ、旭さんだぁ。ねえ、旭さん、もっとお話しようよ～。もう少し飲も～」

「駄だ目めだ。いい子だから大人しく寝ねろ」

　大きな手の平が、陸の視界を塞ふさぐ。

「やだっ。まあだ寝ない～」

　陸は両手で旭の腕うでを抱かかえ込んだ。

　いつになく酔っぱらっているせいで、自分がなにをしているのかすらわかっていない状態だ。

「こら、悪戯いたずらしないで寝ろって」

「やだってば。寝ろっていうなら、旭さんも一いつ緒しよに寝てよ」

　摑つかんだ腕を酔った勢いで思いっきり引っ張ると、体勢が崩くずれたようで旭が覆おおい被かぶさってきた。

「シングルのベッドで俺と一緒に寝たりしたら、朝にはおまえが潰つぶれてるぞ」

「潰れてもい～よう。だから一緒に寝よ？」

　陸を潰さないようにと肘ひじを立てて上半身を浮かせている旭の首に、陸は両腕でしがみつき、そのままちゅうっとキスをする。

「おいおい、なにしてるんだ。陸はキス魔まだったか？」

「違うよう。旭さんにだからキスしたんじゃないかぁ」

　苦く笑しようを浮かべる旭の色気のある唇くちびるに引き寄せられるように、もう一回ちゅうっとキスしたら、いきなりぐいっと抱だき起こされ、膝ひざの上に座らされた。

「う～ん。それは問題発言だ」

「俺にキスされるのはいや？」

　首を傾かしげると、酔いで自由の利きかない身体からだが首を傾げた方向にゆら～っと倒たおれそうになる。

　そんな陸を、旭は「しょうがないな」と苦笑しつつ抱きとめた。

「嫌じゃないが、ちょっと困るかな。酔っぱらって人ひと恋こいしい気分になってるんなら、こうやってずっと抱っこしててやるから……。大人しく寝てくれよ」

　陸が倒れないよう抱きしめたまま、ポンポンと優しく背中を叩たたく。

「旭さん、俺と寝てくれるの？」

「ああ」

「やったあ」

　陸はにんまり笑って、旭のシャツのボタンに手をかけた。

　だが、酷ひどく酔っぱらっているせいで指の自由が利かず、思い通りにボタンを外せない。

　けっきょく、焦じれた陸はまた旭の首にしがみついて、顎あごのあたりにちゅうっと吸いついた。

「だから、なにしてんだよ？」

「キスしてるの。ねえ、寝てくれるんだよね？　旭さんからもキスしてよ」

　陸は、ん～っと唇をとがらせたが、旭からキスではなくデコピンを貰もらってしまった。

「この酔っぱらい。アホなこと言ってないで、大人しく寝ろ」

「旭さん、俺とは寝てくれないんだあ。なんだよなんだよ。あちこちでいろんな人に手をつけてるって知ってんだからな。なのに俺は駄目だなんて……。あ～、やっぱり、俺が簡単に誘蛾灯に引き寄せられる蛾だから駄目なんだぁ」

　うわ～んと、旭の胸に顔をつけて陸が泣くと、旭がぶっと吹ふいた。

「蛾っていったいなんのことだよ？　おまえ、おっもしろいなぁ」

「おもしろくなんかないよう。俺なんか、蛾だしチビだし貧びん乏ぼうだし……なんもおもしろいことなんかないじゃないか。……なんだよ、あいつ。あんな綺麗な顔で笑っちゃってさあ。俺だって旭さんの弟に生まれてたら、きっとすっげー美人になってたんだからなあ」

「……今度はなんだ？　明良がどうかしたか？」

「ああ、あきらぁ。明良ちゃんだったっけぇ。なんだよ、ちょっとぐらい綺麗だからって調子に乗って」

「いや、あいつ調子には乗ってないから。むしろ、容姿がコンプレックスなはずだぞ」

「けっ。旭さんってば、やっぱ弟を庇かばうんだ。可愛かわい～い可愛～い弟だもんね～。な～のにさぁ、明良ちゃんはお兄ちゃんより恋人のほうが大事なんだもんなあ。あ～あ、なんかもうむかつくなぁ。俺が明良ちゃんだったらさあ、恋人なんかポイして旭さんを選ぶのに……。旭さんに寂さみしい顔させないように、ず～っと一緒にいてあげるのにさあ」

「へえ。……そうなのか？」

「そうだよ。あ～あ、俺が蛾でさえなかったらぁ」

　ごしごしと陸が意味もなく旭のシャツに顔をこすりつけていると、旭が頭の上でまたぶっと吹いた。

「だから、なんで蛾なんだよ」

「俺なんか蛾だもん。旭さんにふらふら引き寄せられて、ぶつかった途と端たん、バチ～ッて感電して死んじゃうんだ。俺なんかすっげーチビだから、地面に落ちたら蟻ありんこに運ばれてエサになっちゃうんだ」

「いや、さすがにそこまで小さくないだろう」

　ぶふふっと旭が笑う。

「安心しろ。俺に高圧電流は流れてないから、ぶつかってもバチッてならないよ」

「なるよ。もうなったもん。俺なんかじゃ旭さんの遊び相手にもならないんだもん。好きになっても、バチッて弾はじかれて死んじゃうんだ」

「死んじゃうのか。それは大変だな」

「大変だよ。もう、どうしてくれるんだ」

「う～ん、どうしてくれるかなぁ。……なあ、陸。おまえ、俺のことが好きなのか？」

「好き。もう、すっごくだ～い好き！」

「それは困った。俺は恋こい人びとは欲しくないんだよ。ババアが言ってたように、俺にはお袋ふくろに近いものがあるからなぁ。ガキの頃ころのあれやこれやは、けっこうトラウマになっちまってるし……。うっかり本気になった後に裏切られたら、実際なにやらかすかわかったもんじゃないしさ」

「な～にすんのお？」

「そうだなぁ。相手の男を半殺しにしてから、恋人は地下室にでも閉じこめちゃうかもな」

「ここ、地下室ないじゃん」

　陸が見上げると、「そういやそうか」と旭が苦笑する。

「とにかく、俺はやばいぐらい嫉しつ妬と深ぶかいんだ。迂う闊かつに誘ゆう惑わくしないほうが身のためだぞ」

「なんだよ～自分ばっかり特別なふりしてさあ。俺だって嫉妬深いんだからな」

「お、張り合う気か？」

「まあね～。だってさ、俺、明良ちゃんが嫌きらいだし。天使みたいで可愛かったけど、それでもだめ～」

「焼やき餅もち焼いてるのか？」

「ったりまえだろお。……なんだよ、弟だからって旭さんに無む邪じや気きに甘えちゃってさ。俺だってあんなふうに甘えたいのにさあ」

「もう充じゆう分ぶん甘えてるだろうが」

「こんなんじゃ足りない。キスしてくんなきゃ駄目だもん」

「だもん、って……。二十歳はたち越こえてるんじゃなかったっけか？　ったく、しょうがないな」

　笑えみを浮うかべた旭の唇が、陸の唇でちゅっと音を立てた。

「……わあお」

　いつになく接近したきらびやかな顔に、陸は目をぱちくりさせた。

「満足したか？」

「全然。もっとして」

　ん～っと首を伸のばしてねだると、また唇が触ふれる。

　ちゅっちゅっちゅっ……と、唇だけじゃなく頰ほおや額に何度も音を立ててキスされているうちに、陸の唇からは「んっふふふ～」と笑みが零こぼれた。

「変な笑い方するなぁ……。そんなにご機き嫌げんか？」

「とーぜん。だって旭さんとキスしてるんだよお。すっごいじゃん」

「そうかそうか。すっごいのか。……じゃあ、もっとすっごいことするか？」

「するする」

　んふふ～っとまた笑うと、ふっくらした頰を大きな手で撫なでられた。

　その手が、頭を撫でてから背中に滑すべり落ちていって脇わき腹ばらに触れる。

「く、くすぐったい」

　陸は、身じろぎしながらけらけらと笑った。

「くすぐったさを感じるんならいけそうだな」

「いけるって？」

「ん？　ちゃんとここが反応しそうだってことさ。酔よいすぎて役に立たなくなることもあるからな」

　旭の手がするっと陸のパジャマの中に滑り込んできて、ちょいちょいっと陸のそれに悪戯いたずらしてきた。

「ん～……なんか、むずむずするぅ」

「むずむず？　気持ち悪いか？」

「ううん、逆。なんか……じっとしてられない感じ」

　陸は旭の身体によじ上るようにして膝立ちになると、首にしがみついて自分から旭の顔にキスをしていく。

　さっきのお返しとばかりに夢中になって旭の顔中にキスを降らしていると、旭がふっと優やさしく微笑ほほえんだ。

「おまえ、可愛いな」

「ほんと？」

「ああ」

　その優しい顔が凄すごく嬉うれしくて、陸はもっともっとキスをした。

　そんな陸の身体からだを、旭はご褒ほう美びとばかりに撫でてくれる。

「……あ、それ……気持ちいい」

　いつの間にかパジャマの前ボタンが全部外されて、旭が陸の小さな乳ち首くびを指先でくすぐる。

「だったら、もっと気持ちよくしてやるよ」

　旭は陸の胸へと顔を寄せて、ちゅっと右の乳首にキスをした。

　ぷちっと赤く腫はれていた小さな粒つぶを唇くちびるで吸い、舌先で転がす。

「あ……。やだあ。それされてると、なんか……こっちも、むずむずしてくる」

　乳首を執しつ拗ように嬲なぶられているうちに、さっき悪戯されて半はん勃だちになっていたそれにも変化が現れてきた。

　陸がたまらずに腰こしを揺ゆらすと、旭は「もっとよくしてやるよ」と、そっちにも手を伸ばしてくる。

「乳首でこれなら、いい感じだな」

　ぷるぷると震ふるえながら雫しずくを零しはじめていたそれを、旭の手の平が包み込んで軽くしごく。

「こっちも随ずい分ぶんと可愛いサイズだ」

　嬉しそうに言われて、陸もなんだか嬉しくなった。

「俺、可愛かわいい？」

　酔っていなかったら絶対に男としてカチンときているだろう台詞せりふににっこりすると、旭はぶふっと楽しげに笑った。

「可愛いよ。すっごく可愛い。こんなに可愛い奴やつははじめてだ」

「んふふ～。……ね、旭さん、ここ、もっと舐なめて……」

　旭が乳首を舐めやすいよう、旭の頭を両りよう腕うでで自分の胸に引き寄せる。

「癖くせになったか？」

　愉ゆ快かいそうに微笑んで、旭は陸の望みをかなえてくれた。

「ん……んあぁ……あっ……あ……」

　ちゅっと乳首を軽く吸われ、舌先でねっとり嬲られて、ぞくぞくっとした甘さが背筋を這はい上がってくる。

　むずむずして腰を揺らすと、雫を零し続けるそれを旭の手がまた軽くしごく。

「あ……俺、も、いっちゃうよう」

「我が慢まんしなくていい。とりあえず一回いっちゃいな」

　甘いバリトンが胸むな元もとで囁ささやく。

「あっ……あんっ」

　舌先で弄いじりまわされてぷっくり腫れていたそれに軽く歯を立てられ、その甘い痛みに陸はたまらずぶるぶるっと小さく身体を震わせながら精を放った。

「おっ、いっぱい出たな」

　手の平でそれを受けとめた旭が嬉しそうに言う。

「……ん」

　陸は条件反射的にそれに頷うなずくと、そのままくたっと旭に寄りかかっていった。

「──陸？」

　急にくったりした陸をいぶかしがって、旭は顔を上げた。

「おい、まさか……。ひとりですっきりして寝ねちまったのか？」

　肩かたを摑つかみ軽く揺さぶると、がっくんがっくんと陸の首が前後に揺れる。

「……こりゃ駄だ目めそうだな。これが二十歳すぎた大人のやることかよ」

　旭は呆あきれた声を出したが、それでも気持ちよさそうに寝ね息いきをたてている陸の頰を愛いとおしげにそうっと撫でる。

「この続きは、また今度な」

　くたっと安心しきって眠ねむっている陸にパジャマをちゃんと着せてから抱だきかかえるようにして、そのまま一いつ緒しよにベッドに横になる。

　その顔には、陸が今まで見たことがないぐらいの優しい微笑みが浮かんでいた。
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　目覚めてすぐ隣となりに他人の体温を感じた。

　陸は、びっくりして首を動かした。

「うおっ」

　その途と端たん、ズキンともの凄い頭痛に襲おそわれて思わず頭を抱かかえて目を閉じる。同時に、長い腕うでが身体に巻き付いてきて、ビクッとしたせいでまたしてもズキンともの凄い頭痛が……。

（……し、死ぬ）

　いったい自分になにが起こっているのか？

（確か、昨夜はキャラクの打ち上げで……）

　先せん輩ぱい達に勧すすめられるまま浴びるほど酒を飲んだのは覚えている。

　だが、その後の記き憶おくが綺き麗れいにすっぽり抜ぬけていた。

（ここ、どこだろう？）

　頭痛を堪こらえながら、うっすらと目を開けてみる。

　すると視界に飛び込んできたのは、何度見ても見慣れることのない旭の綺麗な顔だった。

（ななななななんで？）

　驚おどろくあまり、頭痛がどこかに吹ふっ飛んだ。

　なにがどうしてこうなったのか？

　さっぱりわからなかったが、こんなに近くで旭の寝ね顔がおを見られる機会なんて、もう二度とないかもしれない。

　陸は得した気分で、綺麗な寝顔をじいっと見つめた。

　彫ほりの深さゆえに影かげが落ちる顔。微かすかに開いた唇の無防備さがたまらない。

　伏ふせられたこの瞼まぶたが開いた直後、目の前にいる自分の顔を見た旭がどんな顔をするのか凄く興味がある。

　たぶん昨夜は、酔っぱらった自分が一緒に寝てくれと旭に絡からんだに違ちがいなかった。

　旭が前後不覚になるまで酔っぱらうってことはイメージ的にないような気がするし……。

（まさか、怒おこったりはしないよな）

　昨夜はよくも絡んでくれたなと怒るよりは、しょうがない奴だと苦く笑しようされそうな気がする。

　そんな顔をこんなに間近で見られたら、すっごいラッキーだ。

「……ん」

　微かに旭が身じろぎして、陸の胸の上に載のった腕が少し動いた。

（重い～）

　身体が大きいだけに腕一本で凄い重量感だ。

（……ってか、旭さんの足、ベッドから絶対にはみ出してるよな）

　普ふ通つうのシングルベッドでは、絶対に長さが足りないはずだ。

　足元のほうがどういう状態になっているかちょっと興味があったが、勿もつ体たいなくて寝顔から目を離はなせない。

　どれぐらいそうしていたか。

「……っ……」

　微かに身じろぎして、ゆっくりと旭の瞼が開いていく。

　目覚めた旭は、興きよう味み津しん々しんといった風にじいっと見つめていた陸の顔に視線を止めると、ふっと優やさしく微笑ほほえんだ。

（──うわあ）

　それは、今まで見たことがないくらいに甘やかな微笑みだった。

　寝ぼけてでもいるのか、その表情にはまったく鋭するどさがなく、ただ純じゆん粋すいに幸せそうに見える。

　あまりの美しさにびっくりしてぼうっと見とれる陸を、旭は軽々と自分の身体の上に引き上げた。

「……え？」

　両手でがっしり頭を摑まれて、まるでキスするかのようにゆっくりと引き寄せられていく。

（うわ～、なに？　このシチュエーション！）

　どうやら寝ぼけて他ほかの誰だれかと間ま違ちがえているようだ。

　こんなチャンスは二度とないかもしれないと思うと、勿体なくて声をかけられない。

　そうこうしている間にも、唇くちびるがゆっくりと近づいてくる。

（もう一息！）

　よし来いっ！　と張り切る陸をよそに、旭の唇は陸の頰ほおでちゅっと軽い音を立ててあっさり離れて行った。

　陸的には、唇にしっかりと深いキスをして欲しかったところなのだが……。

「なんだ？　不満そうな顔してるな」

　内心で、陸がちっと悔くやしがっていたのがわかったのか、旭が愉快そうに微笑んだ。

「弟さんと間違ってますよ。旭さん、寝ぼけてるんでしょう？」

　お蔭かげであんな甘い微笑みを見せてもらえたのだろうが、こんなチャンスは二度とないかもしれないのだから、どうせなら遊び相手と間違えて濃のう厚こうなキスをして欲しかった。

　旭の身体からだの上から下りながら陸が言うと、旭は不思議そうな顔をした。

「明良と？」

「はい。……昨夜は、旭さんもけっこう飲んだんですか？　俺、すっごい二日酔よいで頭ががんがんします。どうやってここに帰ってきたのかも覚えてないし……」

　ちょっと期待はずれの一幕が終わって現実に戻もどったせいか、再びズキンズキンと頭の芯しんが痛みだしている。

　陸が軽くこめかみを揉もんでいると、その隣りで旭も両手で頭を抱えた。

「……ああ、確かに飲みすぎだったな」

　呟つぶやく声は、甘さの欠片かけらもないバリトン。

　機き嫌げん悪そうだなぁとおそるおそる顔を覗のぞき込むと、頭を抱えた腕の間から、旭がちらっと不ふ機き嫌げんそうな流し目をくれた。

（うひゃあ、壮そう絶ぜつに格好いい！）

　限りなく睨にらまれているような、そりゃもうおっそろしい視線だったが、不機嫌そうに顰ひそめられた眉まゆ根ねも地を這はう重低音の声も、なにもかもが格好よすぎて、ついつい陸は浮うかれてしまう。

　と、気分が昂こう揚ようしたせいで血ちの巡めぐりがよくなったのか、急に頭痛が悪化した。

「うあ～、頭痛い～」

　耐たえられずに陸が頭を抱えると、「このまま寝てろ」と言い置いてベッドを下りた旭が部屋から出て行った。

　しばらくして、水のペットボトルと葱ねぎの散った卵のおじやを作って戻ってくる。

「家にある頭痛薬は胃になんか入れてないと飲めないタイプなんだ。おまえ、昨夜は酒ばっかり飲んであんまり食って無かったしな。無理してでもこれ食え」

　陸が水をゴクゴク飲んでいると、ベッドに腰こしかけた旭が、ほら、と木のスプーンにすくったおじやを陸の口元に差し出す。

（く、食わせてくれるんだ）

　ふーふーして食べさせてもらうなんて、小学生の頃ころ以来だ。

　しかも、好きな人にこんなふうにしてもらえるなんて……。

「いただきますっ!!」

　この機会を逃のがしてなるものかと、陸はパクッとスプーンに食くらいついた。







　具合が悪い陸を気き遣づかってくれたのか、劇場には旭が車で送ってくれた。

　薬が効いたようで、劇場についたときには頭痛もかなり楽になっていた。

「旭さん、ありがとうございました」

　劇場前で停とまるだろうと目測をつけていた陸が礼を言っても、なぜか車は劇場前では停まらずに駐ちゆう車しや場じように入って行く。

（篠崎さんに用でもあるのかな？）

　ずっと不機嫌そうな旭を気遣って、陸はひとり勝手にそう解かい釈しやくした。

　一緒に駐車場で車を降りて、すでに撤てつ収しゆう作業をはじめているみんなのところへと行く。

　おはようございますとビクビクしながら陸が挨あい拶さつすると、先せん輩ぱい達がわらわらと近寄ってきた。

「おっ、二日酔いの遅ち刻こく組がまたひとり来たぞ！」

「昨夜はけっこう飲んでたもんな」

　大だい丈じよう夫ぶか？　と心配する言葉とは裏腹に、肩かたを摑つかまれぐ～らぐ～らと揺ゆさぶられる。

　二日酔いの身体にこれは効いた。

「ちょっ、勘かん弁べんしてくださいよう。きぼちわるい～」

「遅刻の罰ばつだ」

　はじめてキャラクの打ち上げに出た新人は、大たい抵てい酔いつぶれて翌日は使い物にならないのだとか……。

　実際、陸と同期の三人のうち、劇場にいるのはひとりだけで、他のふたりからは死にそうな声で今から行きますと連れん絡らくだけはあったらしい。

「そろそろ許してやれよ」

　しばらくしてから、先輩達の玩具おもちやになって手て荒あらい洗礼を受けていた陸を、旭がひょいっと救出してくれた。

「おはようございます。旭さん。篠崎さんを呼んできましょうか？」

「いいよ。とくに用はないし。──今日は、預かってるこいつを遅刻させたお詫わびに手伝いに来たんだ」

「えっ！　俺のせい？」

「あ～あ。陸、やっちまったなあ」

「旭さんにご迷めい惑わくをかけるとは……。おまえ、とんでもないぞお」

　そんなこんなで撤収作業中、ずっと陸はやいのやいのと先輩達にからかわれ続ける羽目になったのだった。




　撤収作業を無事に終えたキャラク一同は、専用の練習場で一休み。

　床ゆかに直じかに座って、各おの々おの珈琲コーヒーやらお茶やら飲んでいると、すっくと立ち上がったさつきがパンッと手を叩たたいた。

「は～い、みんな注目！　篠崎から、今後のスケジュールの話があるよ～」

「まずは、みんなお疲つかれさま。……まあ、二日酔いで使い物になってない奴やつがちらほらいるようだが、最後の最後まで怪け我が人にんもなく無事に終わってなによりだ」

　ついで立ち上がった篠崎が笑えみを見せる。

「で、今後の予定だが……。恒こう例れいになってる公演予定はそのままだが、来年の秋、急きゆう遽きよ特別公演をすることになった。それも、いつものところじゃなく、もっと大きな劇場でだ」

　以前、使用の申し込みをしたものの劇団としての歴史の浅さゆえに断られていた由ゆい緒しよある大きな劇場から、空きが出たのでどうかと打だ診しんがきたのだと篠崎が言う。

「まあ、急な話だから、演目は以前やって好評だったやつをリメイクすることになると思う。そこはまあ、うちの脚きやく本ほん家か先生と相談することにして……。公演期間は十日。これの成功如何いかんで、今後のキャラクの明暗は決まると言っても過言じゃない。さらに発展できるか、それともここまでの劇団で終わるか……。これが正念場だ！　気を引き締しめて、各々精しよう進じんするように！」

「はいっ！」

　じゃあ、今日はこれで解散と篠崎が告げると、劇団員達は酷ひどく興奮した様子で近場の仲間達となにやらはしゃぎあっている。

（なんだろ？　急遽使えることになった劇場って、そんな凄すごいところなのかな？）

　演劇に疎うとい陸には、そこら辺がちょっとよくわからない。

　困こん惑わくしていると、旭に襟えり首くびを摑まれ、ひょいっと立ち上がらされた。

「一いつ緒しよに来い」

「はーい」

　朝から不機嫌なままの旭の後を、陸は大人しくついて行く。

「この話、変だろう」

　旭は篠崎の許もとに行くと、唐とう突とつに言った。

「だよな。俺もそう思う」

　篠崎が頷うなずく。

　歴史がありプライドも高い老舗しにせの劇場のほうから、新参者の劇団にスケジュールが空いたのでどうか使ってやってくださいと言ってくるなんてあり得ないと……。

「だから、どういうことなのか先方に探さぐりを入れてみたんだが、どうやら榊さかき不動産が絡からんでるみたいなんだ」

「……榊不動産？」

「ほら、数年前にできた、あの大人向けの商業施し設せつとかを展開している大だい企き業ぎようだよ。知ってるだろ？」

「ああ、知ってる。……すっごくよく知ってるぞ」

　軽く額に手を当てた旭が、ぎゅうっと眉根を寄せた。

「もしかして……おまえ絡み？」

「どうも、そうみたいだな。──ちょっと直接会って、礼でも言ってくるよ」

「大丈夫か？　なにか問題があるんなら、はっきり言ってくれ」

　気乗りしなさそうな旭の様子に、篠崎が心配そうな顔になる。

「いや、問題はない。とりあえず護衛はこいつひとりで充じゆう分ぶんだし」

　旭の指は陸を指差していた。

「なんとも頼たよりない護衛だな」

　篠崎が苦く笑しようする。

（まったくだ）

　でも、自分程度で大丈夫だってことは、本当に問題はないのだろう。

　陸はなんとなくほっとしたのだが、篠崎はそうじゃなかったらしい。

「おまえを信用してないわけじゃないが、連れてったせいで陸が変なトラブルに巻き込まれるような心配はないのか？」

「大丈夫だ。俺がこいつを危ない目にあわせるわけがないだろうが」

　ほら、行くぞ、と先に歩きだした旭がクイッと顎あごで陸を呼ぶ。

「陸、おまえ、今日はかなりの二日酔よいなんだろう？　無理してまで旭について行くことないぞ。俺が家まで送ってってやるから」

　な？　と篠崎が誘さそってくる。

　両側から声をかけられて陸は一いつ瞬しゆん混乱したが、答えは考えるまでもなく決まっていた。

「……いえ。あの、行ってきます！」

　心配してくれてありがとうございます、とぺこっと頭を下げてから旭の後を走って追う。

　陸の足音で一瞬振ふり返った旭は、ちょっと嬉うれしそうな顔をしていた。







　渋しぶめのクリスマスの飾かざり付けがされた商業施設内を、きょろきょろしながら歩く。

「こら、陸！　うろうろしないで、ちゃんとついてこい」

「はい！」

　怒おこられた陸は、大おお股またで歩く旭を慌あわてて駆かけ足あしで追いかけた。

　ここに来る前、旭は車の中でこれから会う相手に携けい帯たいをかけていた。

　そのときに教えられたのか、関係者用のエレベーターに迷うことなく乗り込み上層階で降りると、待ちかまえていた警備員が、こちらですと丁てい寧ねいに案内をしてくれた。

　そして、連れて行かれたのは、重じゆう厚こうなデスクが印象的なＶＩＰルーム。

「やあ、旭くん。急にどうしたんだ？」

「どうも。少々聞きたいことがあったものですから」

　高級そうな三みつ揃ぞろえのスーツを着た、アクの強い顔立ちが妙みように印象的な男前が、立ち上がって親しげに出で迎むかえてくれる。

「こっちの子供は？」

　男は隣となりにいる陸を目に止めて、ちょっと驚おどろいた顔をした。

「……っと、子供じゃないのか。旭くんと並んでいると、対比的に小さく感じてしまって……。失礼したね。──榊さかき真しん治じだ」

「いいえ～。お気になさらず。──石野陸です」

　陸はにこやかに挨あい拶さつする。

　いつもだったら小さいと言われてカチンときているところだが、旭とセットで見られたせいか全然平気だ。

「陸？……ああ、君がそうか。昨日、明良が君のことをとても誉ほめていたよ。仕草がコミカルで見ててとても楽しかったと」

「明良くんが？」

　このＶＩＰルームの主と旭の弟。

　応接セットに案内されながら、ふたりの繫つながりが見えなくて、陸はきょとんとした。

（もしかして、親しん戚せきなのかな？）

　榊もけっこうな美形だし、そういう意味では共通点がある。

　どうなんだろう？　と思いっきり上を向いて旭を見ると、気づいた旭が「おまえはちょっと黙だまってろ」と小さく呟つぶやいて軽く頭を撫なでていった。

「榊さん、キャラクのためになにか口を利きいてくれたでしょう？」

　ソファに座ってすぐ、旭が聞く。

「え、ああ。例の劇場の件か」

　榊は笑えみを浮うかべた。

「さっき責任者のほうから、キャラクがＯＫをくれたって連れん絡らくがあったところだ。公演は明良と一緒に見に行かせてもらうよ」

「それはどうも。……で、明良はあなたが口を利いたって話は知ってるんですか？」

「いや。話してないが……。──こういう気き遣づかいは、不味まずかったか？」

「俺は平気ですよ。コネや贔屓ひいきはありがたく利用させてもらう主義なんで。でも、明良はね……。年寄りに育てられたせいもあって、妙に律りち儀ぎなところがある。一度や二度なら喜ぶかもしれないが、あまり何度も大きな力が絡むようなことをされると逆に気に病やむかもしれません」

　自分のためならともかく、兄のためにここまでしてもらったんだから、なにかお返しをしなきゃならないだろうかと……。

　だがこれは、一いつ介かいの学生がお返しできるレベルの話じゃない。

「なるべく明良を困らせないでやってください」

「そうか……。そうかもしれないな。──また間ま違ちがったか」

　こめかみに指を当て、榊が表情を曇くもらせる。

「まあ正直、今回の件はうちとしてはありがたい話でしたよ。キャラクを代表してお礼を申し上げます」

「喜んでもらえたのならよかった。……で、この話、明良には」

　明良本人がこの場にいないにもかかわらず、榊が声をひそめる。

　どういう関係かはわからないが、榊にとって明良はかなりの重要人物らしい。

（おっかしーの）

　魅み力りよく溢あふれる大人の男性がこそこそするのがおかしくて、陸は口元を手で隠かくして小さく笑った。

「内ない緒しよにしておきますよ」

「そうか、感謝する」

　ほっとした様子の榊は、名めい刺しを取り出すとなにか裏書きをした。

「感謝の証しるしだ。いつでも好きなときに食事してってくれ」

　この施設内の店なら、どこでも何人ででも大だい丈じよう夫ぶだから、と榊が旭にその名刺を手て渡わたす。

「では、ありがたく」

　その名刺を人差し指と中指に挟はさんだ旭は、ぴっと顔の横にかざした。

（おお、格好いいっ！）

　その姿に感動して、陸は密かにぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。




「今日は止めとくか。おまえ、二日酔いだもんな」

　ＶＩＰルームを出てすぐ、旭はそう言って名刺をポケットにしまった。

（一いつ緒しよに連れてってくれるつもりなんだ）

　ちょっと嬉しい。

　一いつ般ぱんのフロアに降りると、どこか見たい店はあるかと聞かれたが、陸は首を横に振ふった。

　実際問題、二日酔いが抜ぬけきっていなかったから、もう家に帰りたかったのだ。

「そうだな。もう家に帰るか。おまえ、あんまり顔色よくないしな」

　旭に促うながされ、車に乗り込む。

「さっきの人とどういう関係なんですか？」

　走りだした車の中で思い切って聞くと、旭は「恋こい人びと」と簡潔に答えた。

「えっ、なんで!!　恋人は作らない主義だって言ったのにいっ!!」

　一気に頭に血が上った陸が嚙かみつくと、旭の長い腕うでが伸のびてきて額を小こ突づいた。

「俺のじゃないよ。弟の恋人だ」

「ああ、明良くんの……」

（ちょっと納なつ得とく）

　確かに恋人がああいう個性的な魅み力りよくの持ち主だったら、この兄をほったらかしてまで一緒に暮らしたい気持ちにもなるのかもしれない。

（俺は絶対に旭さんのほうがいいけど……）

　同時に、榊があの天使のような明良の微笑ほほえみにメロメロなんだろうなぁってことも想像できて、ちょっと微笑ましい気分にもなる。

「この話、もしかしてトップシークレットですか？」

　あんな大だい企き業ぎようのトップが、二十歳はたち未満の少年と一緒に暮らしているってのは、世間的に見るとけっこうなスキャンダルになるんじゃないだろうか？

　不安になって聞くと、「さあ？」と旭は気のない返事を寄こした。

「あのふたりがどれだけ積極的に隠したがってるかがわからないからな。──まあ、俺はこの件に関しては誰だれにも言わないけどさ」

「……俺に言ってますけど」

「おまえはいいんだよ」

「そうなんですか？」

「ああ」

（ふ～ん。そうなんだ）

　信しん頼らいしてもらってるってことだろう。

　嬉しくて勝手に顔がにやける。

「じゃあ、俺も黙ってますね」

「そうしてくれ。──榊さんはあの若さで経済界の重要人物らしいぞ。逆らえば怖こわいが、味方になれば心強い。頼たのめば大たい抵ていのことは望みがかなうはずだ。なんか望みがあったら、口止め料代わりにお願いしてやるよ」

（口止め料って……）

　ばらしたのは旭なのに、なんという言い草。

　恋人の兄という優ゆう遇ぐうされる立場を利用することに、なんらためらいがないらしい。

「止めときます。俺も年寄りに育てられたクチなんで」

「ん？……ああ、そういやそうか。明良と一緒なんだっけか。だから、いちいちツボにはまるのかもな」

　旭の手が伸びてきて頭をわしわしと撫でていく。

（やっぱり、弟扱あつかいか……）

　ただの知人扱いより、弟扱いされてたほうがずっと距きよ離りも近いから、これは喜ぶべきことだ。

　恋人にも遊び相手にもなれないのなら、せめて近い関係でいたい。

　それでも、胸の奥にちまちまと不満がたまるのは、今のこの状じよう況きように慣れすぎてしまったせいなんだろう。

　もっと謙けん虚きよにならなきゃと陸は思う。

　こうして一緒にいられて、連れ回してもらえるだけありがたいと思うべきなのだ。

　様々な幸運から側そばにいられるけれど、キャラクの中心人物でもあり脚きやく本ほん家かとしても華はな々ばなしく活かつ躍やくしている旭は、本来ならば一劇団員で下したっ端ぱの自分がこんなに親しくできる相手ではないのだから……。

　と、わかってはいるのだが、これがなかなか難しい。

　しょっちゅう頭を撫なでられているせいで、気安さも増していくし……。

　陸は、こっそりと肩かたを落とした。
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　キャラクは、すぐ次の公演の準備に入った。

　次の公演では陸も普ふ通つうの新人らしく、名のある役を貰もらわずに裏方に回る予定だったのだが、前回の公演のアンケートで評判がかなりよかったとかで、急きゆう遽きよ増やされたちょい役で出してもらえることが決まっている。

　ありがたい話である。

　公演準備以外の時間、陸はキャラクの事務局関係のバイトに燃えていた。

　キャラクのＨＰ管理も委い託たくしていた業者から引き上げて陸がやるようになったし、ポスターなどもぼちぼちひな形を作成しているところだ。

　ポスターを制作するなんて最初はかなり不安だったが、篠崎の呼びかけでその手のことが得意な先せん輩ぱい達が素す敵てきなデザイン画を持ち寄ってくれるようになってからは、できそうだという手て応ごたえを感じられるようになった。

　これも舞ぶ台たいと同じで、共同作業なのだとわかったからだ。

　以前に就職活動をしていた頃ころ、陸はＳＥの職場、それもなるべく営業しなくてもすむような個人作業の多い職場を希望していた。

　すぐにカチンときて衝しよう突とつしやすいから、なるべく人づきあいを避さけようとしていたのだ。

　そんな贅ぜい沢たくな希望を持っていたせいで就職が困難だった面もあるのだが、今になってみると色々とわかってなかったんだなぁとしみじみ思う。

　どんな仕事であれ、クライアントとの打ち合わせや営業との話し合いなど、人とのつきあいは生じるものだ。

　避けて逃にげるのではなく、どうやって苦手を克こく服ふくするかを考えたほうがずっといい。

　個人ではできないことでも、ほんの少し協力してくれる人がいるだけで、物事はすんなり動きだしたりするのだから……。

（旭さんも似たようなこと言ってるよな）

　すっかり習慣になってしまった一日一回の囲い碁ごの勝負の最中に、煮に詰つまっているときは人に会うに限るな、なんてことを言ったことがある。

　会話をしていると、自分とは違ちがう相手の視点に気づかされて打開策が見つかることがあるのだとか……。

　おまえが目の前でちょろちょろしたり変なことを口走ったりすると、とくにいいアイデアが浮うかぶと最近たまに言われたりもする。

（俺は旭さんとは違って、すぐに感情的になるからなぁ）

　すぐにカチンときて怒おこってみたり、思いつきで行動してみたり、感情がそのまま表情に浮かんだり……。

　旭への恋こい心ごころを自覚してからは、そんな自分の性格にけっこう困らされている。

　会話の端はし々ばしで不自然ににやけてしまったり、よしっと拳こぶしを握にぎりしめてみたり、逆に卑ひ屈くつになってふてくされてしまったりするからだ。

　陸の恋心を知らない旭から見たら、今の自分はかなりあやしい行動を取っているはずだ。

　そんなあやしい行動が、旭のインスピレーションを刺し激げきしているのだとしたら、ちょっとだけ救われた気分にもなるけど……。

　その旭だが、打ち上げの翌日以来、なんだかずっと密ひそかに機き嫌げんが悪いような感じがする。

　話している間は以前と同じで気さくに微笑んでいるのだが、ふとした拍ひよう子しに不機嫌そうな顔になるのだ。たまにジロッと怖い顔で睨にらまれたりとか、意味もなくデコピンされたりとか、陸は八つ当たりじみた目にけっこうあっている。

　だが、不機嫌そうな旭の顔はゾッとするほど迫はく力りよくがあるし、ぶっちゃけ綺き麗れいで格好いいもんだから、全然へっちゃらだ。

　でも、どうして不機嫌なのか、その理由はやっぱり気になる。

「旭さん、最近、テレビのほうの仕事忙いそがしいんですか？」

　夕食後、向かい合ってこたつに座りながらお互たがい黙もく々もくと仕事をしていたとき、おそるおそる聞いてみた。

「いや、全然。テレビのほうの仕事は基本的にセーブしてるからな。今受けてる仕事はまだコンセプトを話し合ってる段階で、実際には手をつけてないし……」

（そうなのか）

　仕事が詰つまってるんでないとしたら、機嫌が悪いのはプライベートの問題だろうか？

　だが、プライベートといっても、最近の旭はけっこう頻ひん繁ぱんにキャラクの練習を見に来たりしていて、陸の目の届くところにいることが多い。

　陸が知っている限りでは、誰だれともトラブルを起こしている気配はないのだが……。

「じゃあ、今やってるのはキャラクの脚本なんですね」

　謎なぞの解明を諦あきらめ、陸は目先の興味を優先させた。

「そうだ。例の来年の特別公演の脚本を書いているところだ」

　大学時代、キャラクをサークル活動として立ち上げた際、初公演で書いた脚本を手直ししているのだと旭は言った。

「手直しする必要ってあるんですか？」

「あるさ。コメディ部分のネタなんかはタイムリーなものになおさなきゃならないし、あの当時は人数も少なくて、金もなくてセットも組めなかったりで、色々諦めた部分も多かったからな。今回は思いっきり好きなことをやらせてもらうさ」

「楽しそうですね」

「まあな。──おまえにぴったりな役もあるから、役貰えるように稽けい古こに励はげめよ」

「は～い。どんな役なんですか？」

「中学生の男の子役だ」

「あ……、やっぱりそういうのですか」

（まあ、そうだよな）

　ヒールを履はいた女優達より小さい百六十の身長では、普通の大人の役をやるのは無理な話だ。

「今回は特別に俺も出演するからさ。おまえとの身長差を活いかした掛かけ合いとか入れたいところだよな」

「え、旭さんも出るんですか？」

　これにはちょっとびっくりだ。

　劇団として旗はた揚あげしてからは、自分は役者じゃないからと舞台に出ることを強固に拒こばんでいると聞いていたのに……。

「今回は特別だ。なんつっても劇場のキャパが大きくて、少しでも客席を多く埋うめないと赤字になりかねないからな」

「大変なんですねぇ」

「……なに吞のん気きなこと言ってやがる。間ま違ちがいなくおまえにもチケットのノルマが行くからな。今から売りつける先を考えておいたほうがいいぞ」

「うわっ、そっか。……そうなるんだ」

　恒こう例れいの公演でも平日のチケットが余っているときには、友人知人に電話をかけまくることがあると先輩達が言っていた。劇団の運営は大変なのだ。

「あ、でも、役者としてなら旭さんも新人みたいなもんなんですよね？　俺と一いつ緒しよに発声練習とか演技の練習とかしましょうね」

　ちょっと楽しみで、えへへっと笑うと、長い腕うでが伸のびてきてデコピンされた。

「ばか言え。ずぶの素人しろうとのおまえと違って、俺は学生時代に基本はクリアしてるんだ。つきっきりでしごいてやるから、楽しみにしてろ」

「はいっ！」

（わあお、つきっきりだって）

　これはほんとに楽しみで、陸はぱあっと明るい表情になる。

「そのためにも、まずはこれを仕上げないとな」

　陸に軽く微笑ほほえみかけてから、旭は手元のノートパソコンに視線を戻もどしてまた仕事をはじめる。

　自分のノートパソコンの脇わきから、こっそり仕事に熱中する顔を見つめていた陸は、以前雑誌のインタビュー記事で読んだ旭の話を思い出していた。

　その内容は、旭にとっての劇団キャラクはコアなのだという話だ。

　自分の出発点でもあり、ホームグラウンドでもある大切な場所。

　それがあるから、キャラク以外の仕事を落ち着いて選び、引き受けることもできる。

　逆にそれがなかったら、不安にかられるまま来た仕事すべてを引き受け、その結果パンクして脚きやく本ほん家かとして終わってしまうかもしれないと……。

（旭さんは、色々と無くした経験があるから……）

　自分の居場所があることを常に意識して安心するのは、失った経験があるからじゃないのかなと最近の陸は思うのだ。

　両親の離り婚こんで家を無くし、次々に身内も失っていった。

　だからこそ、自らの力で作りあげた居場所をとくに大切に思うのかもしれないと。

（俺は、なんにも無くしたことないな）

　家族はみんな仲がよく健康だし、友達と大げんかして決けつ裂れつしたこともない。

　経済的にも恵めぐまれていたから、就職浪ろう人にんすることになってもさして不安は感じなかった。

　ぬくぬくと安心できる場所にいられるのが当たり前になっていて、その場所に感謝したことなんて一度もない。

　人と衝しよう突とつしたくないからと人間関係を広げるのを避さけていたのだって、すでに今ある人間関係に満足していたから広げる必要性を強くは感じていなかっただけ。

　飢うえたことがないから、求めない。

　無くす恐きよう怖ふを知らなかったから、大切にしようと思うこともなかったし……。

　でも、今は自分の居場所を大切に思う気持ちがわかる。

　旭と一緒にいられる今のこの時間を絶対に無くしたくないと思うからだ。

「陸、手が止まってるぞ」

「はいっ！」

　いきなり声をかけられて、物思いにふけっていた陸はビクッと飛び上がった。

「おまえは今なにをやってるんだ？」

「あ、え～っと、実は自作のミニゲームのバグをチェックしてました」

　ポスターのひな形はもうできていて、後で旭のプリンターを借りて出力したのを、みんなにチェックしてもらう予定だ。

「ミニゲーム？」

「はい。キャラクのＨＰにゲームコーナーとか作るのは、どうかなって思って……」

　映画や新商品キャンペーンなどのＨＰで、たまにイメージキャラクターや商品に絡からめた単純なミニゲームを置いているサイトがあったりする。

　それをイメージしてるんですけどと説明すると、旭はなるほどと納なつ得とくしてくれた。

「ゲームをクリアしたら、壁かべ紙がみとかをダウンロードできるっていうアレか？」

「そうそう。そんな感じです。キャラクだったら、舞ぶ台たい中の写真とかで壁紙を作ったりできるし……。まだ、篠崎さんにも相談してないんですけど」

　ＨＰを管理して、指示された通りに情報をアップすることなら、ある程度パソコンが使えれば誰にでもできる。

　だから陸は、自分にしかできないことで貢こう献けんできないかと考えてみているのだ。

「このままキャラクにいても、俺はこの通りのサイズだから役者としては使い道が限られてるでしょう？」

　このまま役者だけを続けていっても、いずれは役者としての可能性のなさにぶち当たり、どうせ俺はチビだよとふてくされて辞やめたくなる日がくるような気がする。

　そうなる前に、自分の居場所を確立する努力をしてみようと思うのだ。

　幸い、キャラク内では一番と言っていいほどパソコンに精通しているし、細かな数字を扱あつかう仕事にも向いている。持って生まれたこの容姿とは関係なく、おまえが必要なんだとみんなに言ってもらえるよう、キャラクの事務局関係で自分にできることを模も索さくしてみるつもりだ。

「どうなるかわからないけど、やらないよりはマシかと思って」

「そうか。……偉えらいぞ」

　旭の腕がぬっと伸びてきて、頭をわしわし撫なでられた。

「弟の明良は、どっちかっていうと思い込みだけで突つっ走ぱしって壁かべにぶち当たってから、こっちでよかったんだっけ？　って考えるタイプなんだが、陸は違ちがうんだな。ぶつかる前に、ちゃんと冷静に自分の状じよう況きようを見ることができるのか」

　陸のほうがずっと大人だなと誉ほめられて、陸は嬉うれしくてにんまりした。

　まあ実際問題、弟に比べれば四歳も年上なのだから当然っちゃ当然なのだが、ちゃんと別人と認にん識しきされた上で自分自身を誉めてもらえたのは嬉しい。

「そのゲーム、ちょっと見せてみろよ」

「はいっ！」

　陸はノートパソコンをこたつの上でぐるっと回転させて旭に向けようとしたのだが、その前に立ち上がった旭が「ちょっとずれろ」と隣となりに移動してきた。

　長方形のこたつだからふたり並んで座るのは可能だが、さすがに狭せまいから身体からだがぴったりくっつく。

（うひゃ、得した気分）

　陸がまたしてもにんまりしていると、いきなり頰ほおの上でちゅっと音がした。

「な、なにしてんですか？」

　前まえ触ぶれもなくキスされて陸は目を丸くした。

「ん？　そういう気分だったんだよ」

　だが旭はしれっとしたもので、操作法教えろよとすでにノートパソコンの画面を覗のぞいている。

（遊び人め。そういう気分って、どういう気分だよ）

　気に入らないが、やっぱり得したような気もする。

　複雑な気分で自作ゲームの操作法を教えると、ちょいちょいと試ためしてみた旭に、たいしたもんだとまた誉めてもらえた。

　陸が作ったのは、限られた盤ばん面めんの中、異なる形状の駒こまの組み合わせ方でポイントが加算されていくパズルゲームで、誰だれにでもできるよう難易度を低めにしてある。

「こんなのよく考えるな。でも、このシンプルすぎる効果音はどうなんだ？　今時ただの電子音はないだろう。それにこの駒。もっとお洒落しやれなデザインにすれば見み栄ばえするだろうに」

「……あ～、やっぱりそう思います？　俺、そういうの苦手なんですよね」

　学生時代に作ったゲームなどでも何度か友達に指し摘てきされたことだが、陸は本当にデザイン系が苦手なのでどうにも改善方法がないのだ。

「劇団員の中に絵が得意な奴やつが何人かいるから、そいつらにちょっと相談してみるといいかもな。効果音のほうも、音おん響きようならいいアイデアがあるかもしれないぞ」

「あ、じゃあ、篠崎さんに頼たのんでみますね」

「なんでそこで篠崎に頼むんだよ」

　いきなり不ふ機き嫌げんになった旭が、至し近きん距きよ離りから迫はく力りよくのある流し目を陸に向けた。

「……駄だ目めですかね？」

「駄目だ。自分で率そつ先せんして動けばいい話だろう」

「あ、そうか。そうですね」

　キャラクのためだと説明すれば、みんな快く協力してくれるはず。

　ただでさえ忙いそがしい篠崎の手をわずらわせることもなかったのだ。

「俺ってほんと駄目だな。自分の殻からの中についつい籠こもっちゃって……」

　ちまちまと自分の楽しみのためだけに個人作業をしているわけじゃない。

　同じ方向を向いている人達が周囲にいるんだってことを、つい忘れてしまいがちだ。

「助言をありがとうございます」

　陸は心からお礼を言った。

　だが旭は、そんな陸の頭を軽く小こ突づいて、「もっと積極的になれ」と不機嫌そうに言う。

（機嫌悪いなぁ）

　いったいなにがどうなると、旭の機嫌が下降していくのか？

　その法則性が陸にはいまだにわからないままだ。










　劇団内で一番の演劇初心者の陸は、キャラクの稽けい古こ場ばの隅すみでひとり発声練習をしていた。

「へたくそー。やりなおせー」

「陸、あと三回嚙かんだら、みんなに肉まんな～」

　間ま違ちがう度たび、次の舞台のための衣装合わせなどをしている先せん輩ぱい達から、いちいちからかう声が聞こえてくる。

　もの凄すごく恥はずかしいし、正直カチンと来るのだが、ここはぐっと我が慢まんだ。

（案外、我慢ってできるもんなんだな）

　以前だったら、カチンと来るままに突っかかっていったりしていた。

　でも今は、ちょい役とはいえ次の舞台にも上がれることになったのだから、前回よりは少しでもマシになっていたいという気持ちのほうが強くて、カチンと来ても事実なんだから受け入れなきゃと我慢することができている。

（目的意識って、けっこう大事だ）

　そんなことを考えつつなんとかノルマをこなし、腹筋も鍛きたえとけよと先輩に言われていたのを思い出して床ゆかにストレッチマットを準備していると、「陸、客だぞ」と出入り口のドアから篠崎の声がした。

「客って、誰ですか？」

　慌あわてて篠崎に駆かけ寄って行った陸は首を傾かしげた。

　家族や友達にはキャラクに入団したことを話しているが、わざわざ稽古場に訪ねてくるとは思えない。

「こういう者だとさ」

　篠崎が、その人達から渡わたされたという名めい刺しを陸に手て渡わたした。

「これって……」

　それは、学生時代に陸が作ったゲームを内山が持ち込んだゲーム会社、『ジーマ』の社名が入った名刺だった。

　心当たりあるか？　と篠崎に聞かれ、陸は無言で頷うなずく。

　稽古場の廊ろう下かに出ると、スーツ姿の中年男性がふたり立っていた。

「石野陸さんですね？」

「そうですけど……。どういうご用件でしょうか？」

「あなたには、お心当たりがあるはずです」

　男のひとりから、改めて名刺を手渡された。

　そこには『ジーマ』の社名と、顧こ問もん弁護士という肩かた書がきが印刷されてある。

「ここでは少々お話ししづらいことなので、場所を移していただけますか？」

「え、あの……」

　そう聞かれ、陸はちょっとためらった。

　行けることは行ける。

　個人練習中で、読み合わせをする予定もないから抜ぬけても問題はない。

　だが二対一、しかもそのひとりが弁護士という状態での話し合いはどうしても腰こしが引けた。

（う～ん、どうしよう）

　陸が返事に窮きゆうしていると、心配して近くで様子を窺うかがってくれていたらしい篠崎が「どうした？」と歩み寄ってきてくれた。

「あ、篠崎さん……」

（篠崎さんに同席してもらうって手もあるか）

　劇団の責任者として、スポンサーや劇場との交こう渉しようにも慣れている人だ。

　なにがあっても、狼狽うろたえることなくどっしりと対応してくれるだろう。

　陸はお願いしようと思って口を開きかけたが、その瞬しゆん間かん、『万が一なにかあったら俺に言え。守ってやるから』と言ってくれた旭の声が、ふっと脳のう裏りをよぎった。

（やっぱり、旭さんがいい）

　事情も全部知っているし、側そばにいてくれるだけでも心強いから……。

　陸は、「大だい丈じよう夫ぶです」とだけ篠崎に言うと、男達に向き直った。

「申し訳ありませんが、今日は無理です」

「それは、話し合う余地がないということでしょうか？」

「いえ、そうじゃなくて……。確かに、お話の内容には心当たりがあると思います。だから、信用できる人と一いつ緒しよにお聞きしたいと思うんです。日を改めていただけませんか？」

「──わかりました。では、話し合いに都合のいい日時が決まりましたら、その名刺の電話番号に連れん絡らくしてください」

　そう言い残し、男達はすんなり帰って行った。

　ほっとして稽古場に戻もどろうと振ふり向いた陸は、側にいた篠崎が、えらくもの言いたげに自分を見下ろしていることに気づく。

「あ、すみません。俺、大学時代にちょっとしたトラブルがあって……。今の人達、その件で来たんです」

　ゲーム会社の人達が自ら出向いてきたということは、ネットでの騒そう動どうがいまだに収まっていないということだろう。

　これ以上話を広めないほうがいいような気がした陸は、事情をぼかしたまま、トラブルに巻き込まれただけで自分はなにも悪いことはしていないことを説明した。

「キャラクに迷めい惑わくをかけるようなことには絶対になりませんから、安心してください」

　全然大丈夫と言わんばかりににっこり笑って見上げたが、篠崎の表情は変わらない。

「あの……？」

「うん。まあ……それはわかったが……」

　篠崎の手がゆっくり上がって、陸のおでこをこつんと小突く。

「この小さな頭は、俺が打ち上げの日に言ったことを記き憶おくしているか？」

「…………あ」

　そういえば……、と陸は一気に血の気が引いた。

（俺が篠崎さんの本命だって言われてたんだった）

　自分でもあり得ないとは思うが、篠崎からそう言われた直後に、旭に対する恋こいを自覚して、しかもその恋にはなんら望みがないと気づかされるという、陸にとっての重大事件があったせいでそっちはすっかり失念してしまっていた。

　でもあのときは、けっこうあっさり引いてくれたし、答えも求められていなかったから、覚えていたとしても答えようもなかったわけで……。

　篠崎と視線を合わせたまま、蒼そう白はくになった陸の頭の中を、ぐ～るぐ～るといろんな言い訳が駆けめぐる。だが、さすがにどの言い訳も口には出せない。

　こんな大事なことをけろりと忘れてしまうだなんて、我ながらあまりにも酷ひどいから。

「すみません！」

　小さい身体からだをさらに小さくして謝ると、篠崎は苦く笑しようしてため息をついた。

「いいよ。……その様子だと、どうやら脈なしみたいだな」

「……すみません」

　陸はもっと小さくなった。

「さっき言ってた『信用できる人』って、もしかして旭？」

「そうです」

「そうか……。この間から、ちょっとあやしいかなって思ってたんだが、旭に惚ほれちゃった？」

　まっすぐ視線を合わせた状態で噓うそをつけるほど器用じゃないから、陸は無言のまま頷いた。

「失敗したなぁ。手を出さずにいる自信がなかったから、舞ぶ台たい中に変に悩なやませるようなことにならないようにって旭に預けたのに……。こんなことになるなら、最初から家うちに引っ張り込んでおけばよかった」

（引っ張り込むって……）

　さすがに反応に困って、陸は思わず目を泳がせた。

「あのな、陸。横よこ恋れん慕ぼするつもりじゃなく純じゆん粋すいに心配だから忠告するが、あいつに惚れてもおまえは報むくわれないぞ。俺は大学時代からあいつを知ってるが、本気の恋れん愛あいは絶対にしない奴やつだ」

「知ってます」

「知ってても諦あきらめられないか……。それは、しんどい話だな」

　まあ、恋なんてそんなもんか、と、篠崎は小さく呟つぶやいた。

「あいつ、愛情を知らないってわけじゃないんだ。わかってるとは思うが、身内は凄すごく大事にする奴だし……。ただ、幼少のみぎりに両親の離り婚こん騒そう動どうを間近に見たとかで、恋愛に対してだけはトラウマを持ってしまってるみたいでさ」

「それも知ってます」

　陸がそう言うと、篠崎は不思議そうな顔をした。

「誰だれから聞いた？」

「マンションにはじめてお邪じや魔ました日に、旭さんから直接聞きました」

「へえ、よく聞きだせたな」

「聞きだしたって言うより、自然の流れで旭さんが自分でしゃべったんですけど……」

　自己紹しよう介かいみたいにお互たがいの生おい立ちを教えあった話を陸がすると、篠崎は心から驚おどろいたようだった。

「珍めずらしいな。あいつ、その手の話は他人にはしないのに、そんな簡単に口を滑すべらせるなんて……。──陸が小さいから警けい戒かい心を抱いだかなかったのか？　ペットみたいな感じがしたとか」

　う～んと篠崎が悩んでいる。

（ペットって……）

　さすがにちょっとカチンときたが、旭から特とく別べつ扱あつかいされてるって話だから、まあいいかと気持ちを収めることにした。

「旭さんの話だと、俺を見てると弟さんを連想するみたいですよ」

「あの弟を？」

　篠崎が露ろ骨こつに怪け訝げんそうな顔をする。

（まあ確かに、あんな美形とは似てないけどさ）

　陸はちょっとぐれた。

「そういうことなら、なるべく早めに離はなれたほうがいいんじゃないか？」

「え？」

「絶対に報われないってわかってるのに、特別扱いされてるんじゃ逆に辛つらいだろう」

「……辛い？」

　一緒にいられるのが嬉うれしくて、側にいられるこの特権を無くしたくないとは思っていたけれど、そのことを辛いとはあまり感じていなかった。

（ああ、そうか……。今、旭さんがフリーだからけっこう平気だったんだ）

　今はまったく遊んでいないようだが、この先、旭が遊び相手の女性達とのつきあいを再開させたら辛くなる日がくるのかもしれない。

　遊び相手の女性達と夜を過ごし帰って来ない旭を、あのマンションでひとりで待つ夜がきっとこの先何度も訪おとずれる。

　そのとき、自分はその辛さをどれだけ我が慢まんできるのか。

（あの部屋にひとりで……）

　こたつにポツンとひとりで座っている自分の姿が容易に想像できた。

　すっかり習慣になった囲い碁ごの準備をして、早く帰ってこないかなと旭の帰りを待つ自分。

　いつ帰ってくるかなとベランダに出て道路を眺ながめたり、玄げん関かんのドアの前で座り込んだり……。

　でも、いざ旭が帰ってきたとしても、なにも言えやしないのだ。

　どこに行ってたんだとか、誰と会ってたんだとか、そんなふうに聞く資格は自分にはない。

　言いたい言葉をぐっと吞のみ込んで、唇くちびるを嚙かみしめるだけ……。

（ほんとだ。……すっごく辛いかも……）

　どうにもならない相手に嫉しつ妬とする苦しさ。

　愛して欲しいのに、弟扱あつかいされている間は愛を請こうこともできない。

　想おもいを打ち明けてしまったら、今の関係すら失ってただ気まずくなるだけ……。

　そんな未来を想像しただけで、酷く切なくなってくる。

　手の届かない場所にいる人に恋した現実が急に胸に迫せまってきて……。

「……っ……」

　どうにもならない辛さに、胸がきゅうっと締しめつけられるように痛む。

　堪こらえきれずにぎゅっと胸を押さえながら俯うつむくと、ぼたぼたっと水すい滴てきが床ゆかに落ちた。

「え？……うわっ」

　自分の顔に触ふれた陸は、零こぼれているのが自分の涙なみだだと悟さとってびっくり。

　慌あわてて両手で涙をぬぐったが、蛇じや口ぐちが壊こわれたみたいに次から次へと涙は溢あふれてくる。

　胸の痛みが涙を誘さそったのか、それともいつか訪れる未来の辛さを想像したせいで、そのときにきっと流すだろう涙が誘われて出てきてしまったのか……。

（こんなの……はじめてだ）

　恋愛らしきものは何度かしたけど、泣くほどのモチベーションを感じたことはなかった。

　恋が壊れても、彼女と別れた原因を友達に知られるのは嫌いやだな、なんてことを気にしていたぐらいだ。

（俺、本気の本気なんだ）

　自分ではコントロールしきれないこの涙がその証しよう拠こ。

　想像だけで涙が出るぐらいなんだから、現実になったらどんなに辛いだろう。

（でも、離れたくない）

　その日が来ても、旭の側そばにいたい。

　側にいたいと願う自分の心を、抑おさえ込むことなんてきっとできない。

　辛くても悲しくても、旭から離れないとしがみついてしまいそうだ。

　いきなり泣きだした陸の目の前で、篠崎は黙だまったまま立っていた。

　慰なぐさめの言葉を言わずにいてくれるのが救いだと陸は思う。

　ここでなにか言われたら、きっともっと涙が出てきてしまうだろう。

　自分が可哀かわい想そうだと哀あわれんで流す涙、他ほかの男を思って流す涙を、ふったばかりの相手にぬぐわせるなんて酷ひどい真似まねはしたくない。

（泣きやまないと……）

　陸は瞼まぶたをぎゅっと押さえながら、辛くて悲しい想像をするのを止めた。

　その甲斐かいあってか、瞼の熱さが徐じよ々じよに収まってくる。

　しばらくして、そうっと手を離してみたが、もう涙は出てこなかった。

　よかったとほっとしていると、陸が泣きやむのを黙って待っていてくれた篠崎が屈かがみ込んで顔を覗のぞき込んできた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……はい」

　ずずっと鼻をすすりながら、陸は頑がん張ばって微笑ほほえみを浮うかべてみた。

「変なところを見せてすみません」

「気にしなくていいよ。涙を見せられるぐらい気を許してもらえてるのが嬉しいぐらいだ。……っていうか、今のは俺が余計なことを言ったせいだろう？」

　悪かったなと謝られて、陸は首を横に振ふった。

「まあ、とにかく。陸があまり悲しい思いをしないように祈いのってるよ。──で、悲しくて我慢できなくなったときは俺のところに来いよ。俺なら、おまえをそんなふうに泣かせたりなんかしないからさ」

「え……いえ、でも……そんな失礼なことできないし……」

　自分に気持ちが向いていないとわかってる相手を迎むかえ入れたりしたら、今度は篠崎が辛い思いをすることになる。

　そう思ったのだが、篠崎はけろっとして言った。

「俺は、それを失礼だとは思わない。むしろチャンスを貰もらえたって喜ぶだろうな。そうなったとき、無む駄だに嫉妬しておまえを苦しめるような真似もしないし、傷が癒いえるまでは無理に迫ったりもしないからさ。──旭みたいな特別な奴やつが側にいるせいで目が向かないんだろうが、俺はこれでも有言実行のけっこういい男だと思うよ。一いつ緒しよに過ごしていくうちに絶対に惚ほれてもらえる自信もある。だから、その小さな頭の片かた隅すみに俺の言ったことを記き憶おくしておいてくれ」

（……不思議な人）

　図太いのか、それともおおらかなのか……。

　キャラクのリーダーとして立っているだけあって、その言葉には安心感があった。

　なにくれとなくずっと気にかけてくれていたし、すぐにカチンと短気を起こす陸を宥なだめてくれて、先せん輩ぱい達に早く馴な染じむようにと導いてもくれた。

　旭みたいに強きよう烈れつな光を放つ存在が側にいなければ、この頼たよりがいのあるおおらかな人にごく自然に心が傾かたむいていくこともあったのかもしれないけど……。

（──俺、蛾がだし）

　眩まぶしい光から、どうしても目が離せそうにない。

　傷つくとわかっていても、ちょろちょろと光の周りを飛び回っていたいのだ。

　陸は無言のままぺこっと頭を下げた。

「俺のことで、変に気に病やんだりしないでくれよな」

　下げた頭に、ぽんっと篠崎の手が載のる。

　どうも陸の頭は、背の高い人達にとって撫なでやすい高さにあるらしい。そのまま撫で撫でされていると、「なにをやってるんだよ」と遠くから不ふ機き嫌げんそうな旭の声が聞こえた。

　いつもはキャラクのメンバーの顔を見がてら、練習時間が終わる頃ころに迎えに来てくれるのに、今日はそれより一時間ぐらい早い。

「旭さん、今日は早いんですね」

　長い足で猛もうスピードで歩み寄ってくる旭に、なんとなくほっとした陸はにこっと笑いかけた。

　対する旭は、いつにない不機嫌顔だ。

「早くて悪かったのか？」

「とんでもないです。できれば、あと十分早く来て欲しかったぐらいで」

「なんだ、そりゃ。──って、陸。その顔はなんだ！　篠崎、おまえの仕し業わざか!?」

　近くまで来た旭は陸の顔に涙の跡あとを認めると、篠崎をぎっと睨にらみつけた。

「ち、違ちがいますよ！」

　確かに篠崎の言葉で泣かされたが、原因を突つき詰つめれば犯人は旭だ。

　頭上で絡からみ合う旭と篠崎の視線の間に割って入ろうと、陸は思わず両手を上げて旭の視線をブロックする。

「さっき、ゲーム会社の人が訪ねてきてたんです」

「ん？……例の件か？」

「はい。弁護士だって人もいて、それでちょっと不安になっちゃって……。ひとりでビビッちゃっただけなんです。恥はずかしいから、あまり追及しないでください」

「そうは言ってもな。……なにか、酷いことでも言われたか？」

「いえ、まだなにも……。ひとりじゃどうしても心細かったんで、今日のところは帰ってもらったんです。旭さんがあと十分早く来てたら、わざわざ出直してもらわなくてもすんだのに」

「ああ、なるほど。そういうことか」

　納なつ得とくした旭は、ころっと機嫌をなおした。

「よし。わかった。俺が一緒に話を聞いてやる。悪いようにはしないから安心しろ」

「はい。よろしくお願いします」

「まかせておけ」

　すっかり機嫌をなおした旭に、陸はもの凄すごい勢いでぐりぐりと頭を撫でられた。







　嫌なことはさっさと終わらせるに限ると言う旭にせっつかれ、陸はその日のうちに『ジーマ』の弁護士に連れん絡らくを入れた。

　明日時間は取れますかと聞くと、もちろんですと応じてくれる。

　話し合いの場所は旭に言われるまま、つい先日訪おとずれたばかりの榊が経営する商業施し設せつ内の喫きつ茶さ店てんを指定した。

　そして翌日、稽けい古こが終わった後、先に席についていたくて待ち合わせより少し早い時間に喫茶店に行ってみたのだが、スーツ姿の男達はそれより先に来ていた。

「落ち着く暇ひまを与あたえないつもりだな」

　昨日から妙みように楽しげなままの旭がそれを見て呟つぶやく。

「ほら、おまえが先に行け」

　喫茶店に入ると、旭に背中を押されるまま、陸は緊きん張ちようしながら男達の許もとへと歩み寄った。

「どうも。お待たせしてしまいましたか？」

　ぺこっと頭を下げたのだが、男達の視線は陸を飛び越こえ、はるか頭上に釘くぎ付づけになっていた。

　旭のきらびやかな顔とその桁けた外はずれの長身に驚おどろいているものと思われる。

（変な顔）

　いい歳の男達が、ぽかんと口を開けて上を向いている顔はけっこう間ま抜ぬけだ。

　結果的に挨あい拶さつをシカトされてしまった不快感も忘れ、陸は思わずぶふふっとほくそ笑えむ。

　笑ったせいか、緊きん張ちよう感かんがすっとほぐれた。

　間抜け面づらを晒さらしている男達が気を取り直す前に、陸は向かい側の席に座るとオーダーに来た店員に珈琲コーヒーを頼たのむ。その段になって、やっと男達は気を取り直した。

「あ、いや。これは失礼」

　弁護士のほうが意味もなく額を擦こすりながら軽く頭を下げた。

「えっと、こちらの方は？　どこかでお顔を拝見したような気もするのですが」

「藤野旭、キャラクで脚きやく本ほん家かをやってます」

　陸の隣となりに座った旭が、余よ裕ゆうの表情で微笑ほほえむ。

　洒落しやれた小ぶりなテーブルの下にはその長い足が収まりきらないようで、組んだ足を仕方なく通路側に投げ出していて、その姿はなにやら映画のワンシーンのようだ。

「脚本家？　モデルか俳優さんかと思いましたよ」

「どうも。……最近、少しばかりテレビドラマの脚本を手がけたりもしているので、あちこちの媒ばい体たいでインタビューを受けました。そのどれかで、この顔を見たのかもしれないですね」

「テレビ業界にも進出してらっしゃるのですか」

　微かすかに男達の表情が曇くもる。

（なんだろう？）

　テレビ業界にマスコミを連想して警けい戒かいしたのだろうか？

「えっと、それでですね。本日来ていただいた件なのですが……」

　弁護士はいったん言葉を区切ると、軽く咳せき払ばらいして居住まいを正し、陸のほうを見た。

「内山氏が発案し、当社が完成させた某ぼうゲームに関するネット上の噂うわさについて、あなたに少々お話を伺うかがいたく思っているのです。──率そつ直ちよくに伺いますが、あれはあなたの仕業ですね？」

「違います！」

　頭から疑われているのだと知って、陸はカチンときた。

「忙いそがしくてネット上に書き込みしてる時間なんか俺にはないです。あなた達ぐらいの企き業ぎようなら、誰だれが書き込みをしてるのかぐらい、いくらでも調べられるんじゃないんですか？」

「調べてはいます。ですが、発信元が多すぎて、なかなか絞しぼり込めないんですよ。特定の個人が旗はた振ふりをして、その他大勢に書き込みを依い頼らいしているのではと疑っているのですが……」

「それを俺がやってるって言うんですか？　冗じよう談だんじゃないです。俺、そんなくだらないことなんかしませんよ。それに……万が一そういうことをしようとしたって、そんな特定しきれないぐらい大勢の知り合いなんかいないし……」

　あまり多くはない友達にそんなことを依頼したとしても、馬ば鹿かなことはやめろと説得されはしても、協力してくれるとは思えない。

　以前、俊介に電話で聞いた情報だと、あのゲームの本当の原案者は内山の教え子の学生らしいぞという書き込みに、それは違うとやけにムキになって否定しようとする反論が書き込まれていたのだとか。

　その手の行こう為いは、ネット上では逆効果。

　火に油を注ぐようなもので、逆におもしろがられて騒そう動どうが大きくなるのが常だ。

　だから今回の騒動も、首しゆ謀ぼう者しやなんていなくて、不特定多数の愉ゆ快かい犯はん達が内山の反応をおもしろがって騒さわぎを広めているだけなんじゃないかと陸は思っている。

　正直、首謀者がいるとは思いたくないのだ。

（こっちに来るより、内山さんを止めたほうがいいだろうに……）

　やっきになって噂を否定する書き込みを止めさえすれば、騒ぎは自然に収まるはずだ。

　そんな解決案もつけ加えて、自分の無実を訴うつたえてみたのだが、男達は一向に聞き入れようとしてくれない。

「申し訳ありませんが、納得できません。なにしろ、証しよう拠こがありませんので……。それに、内山氏もこういうことをするのはあなたしか考えられないと言ってるんですよ」

「内山さんが？」

　これには、もうどかんと怒いかりがこみ上げてきた。

（嫌いやな奴やつ）

　人のゲームを盗ぬすんだ挙げ句、犯人扱あつかいだなんて……。

「内山さんと話をさせてくださいっ！」

　怒おこった陸は身を乗り出して怒ど鳴なったが、男達は顔色ひとつ変えない。

「それはできかねます。直接接せつ触しよくすることもご遠えん慮りよください。その場合は、なんらかの法的手段に出ますので……」

（法的手段って……）

　なんでそんな大おお袈げ裟さな話になるのか、さっぱりわからない。

「内山氏からは、ゲームの発案中に少しばかりのアイデアを助言しただけのあなたが、ゲームの原案者気取りになってしまって困っているのだと聞いています。学生時代には、自分にも利益を受け取る権利があるはずだと迫せまったこともあったそうですね？」

「そんなことしてません！」

　助言どころか、ゲームを一から作ったのは自分だし、口止めすべく就職や金で懐かい柔じゆうされそうになっても、きっぱり突つっぱねたのに……。

　そう説明したのだが、まったく聞き入れてもらえない。

（この人達、内山さんの言うことをすっかり信じてるんだ）

　ゲーム会社の人達にとって、原案者の内山は身内みたいなものなのかもしれない。

　だから、あっちの言い分ばかりを信じて、こっちの言い分は最初から聞く気さえない。

「こんなの……話し合いする意味がないじゃないか」

　陸が思わずそう呟くと、弁護士ははじめて頷うなずいた。

「確かにそのようです。これでは意味がない。──私どもとしては、これ以上のトラブルに発展しないよう、あなたと和解をしたいのです」

「和解？」

　頭から疑ってくる相手との和解なんてあり得ない。陸は思いっきり顔を顰しかめた。

「今後一いつ切さい、あのゲームに関する権利を主張しないという宣せん誓せい書にサインしていただきたいのです。サインさえいただければ、それ相応の示談金をお支し払はらいしますよ」

「示談金って……」

　かかーっと、頭に血が上る。

　ふざけんなっ！　と陸は怒鳴ろうとしたが、その前に旭の大きな手でいきなり口を塞ふさがれた。

「んんっ！　ううう───っ!!」

　離はなせっ！　こいつらに一言いってやらなきゃ気が収まらないと暴れたが、当然ながら力の差は歴然でどうにもならなかった。

「いいから、ちょっと落ち着け。ここで騒いだんじゃ、他ほかの客の迷めい惑わくだ」

　静かにしたら手を離してやるよと言われて、陸は渋しぶ々しぶ黙だまった。

「よし、いい子だ。──あのな、陸。この人達は、おまえがゲームの原案者だってことも、書き込みを先導するような真似まねもしてないってことも、それなりに承知した上でここに来てるんだと思うよ」

　旭は手を離すと、身を屈かがめて陸の顔を覗のぞき込んだ。

「なに言ってんですか。旭さん、俺達の話をちゃんと聞いてました？」

「ちゃんと聞いてたよ。それで思ったんだがな。たぶん、この人達もほとほと困ってるんじゃないのかな」

「困ってるって？」

「自分らのゲームに関する悪い噂がネット上で囁ささやかれているとなると、とりあえずは噂の主である内山に確かく認にんするよな？」

「でしょうね」

「で、内山は自分がやったことを絶対に認めようとしないんだろう。それでも、実際やっちまってるわけだから、おまえみたいに堂々とはしてられない。ビクビクした見え透すいた態度で、自分はやってないと言い張ってるんじゃないか？」

「……ありそう」

　認めてしまった後のことを恐おそれて、冷や汗あせをダラダラとかきながらも見え透いた噓うそを言い続けている姿が容易に想像できた。

「この人達は、内山のそんな姿から、ちゃんと事実を悟さとっているんだ。だが、内山自身がどうしても認めないから手の打ちようがないわけさ」

　ネット上の噂が会社のイメージを損そこなわせつつあることを恐れ、なんとか手を打とうとしても、肝かん心じんの内山が自分の殻からに閉じこもっていて話にならず、協力してもらうこともできない。

「それで、直接おまえのところにきたわけだ」

　ぴっと指を差されて、陸はむうっと口をとがらせた。

「俺のとこ来たって、意味ないでしょう」

「あるよ。示談金という名の口止め料を受け取らせることさえできれば、とりあえず表おもて沙ざ汰たになっても、盗まれた本人が黙だまっててくれるんなら事実無根だと堂々としてられる。この人達は安心を買おうとしてるんだ」

「別に買わなくたって、俺は黙ってるのに……」

　噂うわさを認めたりしたら、騒動はもっと大きくなるだけだ。

　そんなことをして、すでに世に出ている『フィガーファイト』を悪目立ちさせたくない。

　あのゲームを楽しんでくれている人がいるという事実がわかっただけでもう充じゆう分ぶん。

『フィガーファイト』の原案者だと世間に認められることがなくても、自分が作ったゲームが市し販はんされたことで、陸自身それなりに自信もついた。

　その事実があったからこそ、キャラクのＨＰに自作のゲームで貢こう献けんできないか、なんてことも考えついたわけだし、本当にもうそれだけで充分だったのだが……。

「おまえが黙ってるって誓ちかったところで、この人達は安心できないのさ。金を受け取ったっていう既き成せい事じ実じつがどうしても必要なんだ」

　初対面の相手の口約束など意味がない。共犯者となることを認めさせるために、書面でのサインと示談金という名の口止め料をどうしても受け取らせたい。

　そんなところだろうと、旭が自信満々の口調で言った。

　なるほど……と、陸は感心してしまったが、生憎あいにくと信じたりはしなかった。

（また脚きやく本ほん家かモードになっちゃってるし……）

　現実のもめ事を、旭はその豊かな想像力でより大袈裟にしてしまっている。

　旭の意見に流されるもんかと、陸は気を引き締しめた。

「言ってることはわかりますけど、いくらなんでも普ふ通つうはそんな回りくどいことはしないと思いますよ。──ですよね？」

　陸は、同意を求めて目の前の男ふたりに視線を向けた。

（……って、あれ？）

　陸の視線の先、弁護士は表情を変えずにいたが、もうひとりの『ジーマ』の社員のほうはなぜか顔を赤くして、額に浮ういた脂あぶら汗あせをひたすらハンカチでぬぐっている。

「……気分でもお悪いんですか？」

　おそるおそる聞くと、「いえ、そういうわけでは」と首を横に振ふる。

「でも、なんかすっごく具合悪そうですけど……」

　お冷やでも貰もらいましょうか？　とついつい見ていられなかった陸が世話を焼くと、隣となりに座っている旭が、たまらないといった風にぶふっと吹ふいた。

「可哀かわい想そうだから、放っておいてやれよ。その人は具合が悪いわけじゃない。図星を指されて焦あせってるだけだ」

「え？」

　ほんとに？　とまじまじ顔を覗き込んだら、思いっきり不ふ審しんな態度で視線をそらされた。

「な？　弁護士さんと違ちがって、こっちの人はこういった話し合いは専門じゃないんだろう」

「そういうことなら、俺を犯人扱あつかいしたりなんかしないで、最初からはっきりそう言ってくれればよかったのに……。内山さんがどういう人なのかは俺だって知ってるし、そちらが苦労しているってのも容易に想像できますよ。俺には原案者の権利を主張するつもりなんかまったくないし、ちゃんと事情を説明してもらえていたら、すぐにでもサインしたのに……」

　陸のそんな言葉に、弁護士は「誤解なさらないでください」と冷静な声で返した。

「そちらの意見を認めたわけではありませんから。勝手な推測は迷惑です」

「え？」

（って、やっぱり違う？）

　陸は戸と惑まどいながら、向かい側に座る男達を交こう互ごに見た。

　弁護士は落ち着き払はらったまま、そして社員の男は相変わらず赤い顔をしている。

「認めようとしないのは、この会話を俺達が録音でもしてると思ってるからかもしれないな。揉もめた場合の保険としてボイスレコーダーを使うってのは、けっこうある話だろ？」

「またまたぁ。いくらなんでも、そんな大おお袈げ裟さなこ…と……」

　するわけないと男達に視線を向けると、社員の男は顔を隠かくすかの如ごとく思いっきり下を向き、弁護士は不自然に咳せき払ばらいをしていた。

「またまた図星だ」

　と、旭が愉ゆ快かいそうな顔をする。

「弁護士さん、陸も俺も録音なんかしてませんから安心してください。──できれば、そちらのボイスレコーダーを止めてもらえませんか？　いい加減、本音で話しましょう」

「仕方ないですね」

　弁護士は、胸ポケットから小さな機械を取り出してスイッチを切ってテーブルの上に置く。

（本当に録音してたんだ）

　陸は、呆あきれた視線を機械に向けた。

「じゃあ、旭さんの想像が全部正解だってこと？」

「ですよね？」

　旭に聞かれて、弁護士はあっさり頷うなずいた。

「その通りです。内山さんがどうしても認めてくださらないものですから、私どもとしても対処に困っておりました。──それで、石野さん。先さき程ほどの言葉は本心なのでしょうか？」

「先程？」

「きちんと説明さえすれば、すぐにでも宣せん誓せい書にサインすると」

「あ、……ううっ」

　はい、そうです、と答えかけた陸の口を、また旭が塞いだ。

「陸、それじゃ駄だ目めだ」

（駄目って？）

　視線で聞き返すと、「言いなりになってばかりじゃなく、こっちの条件も提示してからでないと駄目だってこと」と旭が答えながら、手を離はなしてくれた。

「条件って言われても、とくにないけど」

「あるだろう。内山からの接せつ触しよくを禁止することとか、万が一、ネットの騒そう動どうが現実の世界に飛び火したとしても、絶対にこちらには迷めい惑わくをかけないようにすることとか……」

「ああ、そっか……。そうですよね」

　今後一いつ切さい、あのゲームに関する権利を主張しないという宣誓書にサインしただけでは駄目なのだ。こちらからも条件をつけておかなければ、いつ何時またこうして呼び出されるかわかったものじゃない。

　頼たよりになるなぁと、陸は素す直なおに感心した。

「で、なにが望みだ？」

「『フィガーファイト』に関する権利や利権を要求するつもりは一切ないです。それで、この問題でこんなふうに呼び出されるのはこれを最後にしたいかな。……こんな面めん倒どうな話し合いなんか、もうごめんだし」

「決まりだな。──では、具体的な文面を詰つめていきましょうか？」

　そのきらびやかな顔に華はなやかな笑えみを浮かべた旭が、男達へとちらっと視線を投げかける。

　その途と端たん、男達がうっと露ろ骨こつに狼狽うろたえるのを見て、陸はまたしてもおかしくなった。

（すっごい威い力りよく）

　威力バツグンの流し目に、敵はすっかり戦意喪そう失しつ。

　旭は、老ろう若にやく男なん女によ、そのすべてに有効な武器を効果的に使う術すべに長たけている。

（う～ん、惚ほれなおすなぁ）

　一転して真しん剣けんな表情で話し合いを進めはじめた旭の横顔を、陸はうっとりと眺ながめていた。




　それなのに、残念ながら話し合いは不満が残る結果になった。

　宣誓書にサインだけして終わりにするつもりだったのに、それなりの額の示談金を受け取ることになってしまったからだ。

「……裏切り者」

　色々とあったものの、最終的には望み通りになった弁護士達が足取りも軽く帰っていった後、喫きつ茶さ店てんに残っていた陸は隣りに座る旭を見上げて思いっきり睨にらんでいた。

　示談金なんてものを受け取れば、客観的に見れば自分も内山と同じ穴あなの狢むじなになってしまう。

　それが嫌いやだったから金は受け取らないと陸は断ったのに、この件に関してだけ旭は弁護士達の味方をしたのだ。

　許せない、と睨みつけると、旭は逆に嬉うれしそうな顔をした。

「そう睨むなって……。あんまり可愛かわいくて、人目をはばからずついキスしたくなっちゃうじゃないか」

「……また、変なこと言って」

（遊び人め……。ったく、どういう混ぜっ返しかただよ）

　冗じよう談だんだとわかっていても、嬉しいやら困こん惑わくするやらで勝手に顔がふにゃんと崩くずれる自分もどうかと思うが……。

「あのなぁ、陸。金を受け取ることを認めなきゃ、あの人達いつまでもここに居座っていたぞ」

「そんなことないです！　ただ宣誓書にさえサインすれば帰ってくれてましたよ」

「だが、それじゃあ、肝かん心じんの内山が納なつ得とくしないだろう」

「内山さんが？」

　なぜここで内山の名前が出るのかさっぱりわからない。

　陸が困惑していると、屈かがみ込んだ旭が「あのなぁ」と陸の顔を覗のぞき込んできた。

「そもそも、あの人達は陸の口止めをするために動いてたんじゃないんだよ」

「はあ？」

　さらにさっぱりだ。

「あの人達が本当に口止めしたいのは、内山だ。──ネットの騒動が収まらないのは、内山が自分で書き込みをして愉ゆ快かい犯はん達を煽あおってるせいだって、陸だってさっき言ってただろう？」

「確かに言ったけど……」

「あの人達が、それを黙もく認にんしていると思うか？　当然、早い段階で止めさせようとして動いていたはずだ。それなのに依い然ぜん書き込みが続いているのは、内山が暴走しているせいだとは思わないか？」

「……そう……なのかな」

「そうなんだよ。どんなにあの人達が止めても、もう言うことを聞かないんだろう。……自分が陸から攻こう撃げきされているって被ひ害がい者しや意識に凝こり固かたまっちまってるんだ」

　内山の精神状態がよろしくないようだと教えてくれた俊介は、在学中の後こう輩はいからその話を聞いたと言っていた。

　周囲で噂うわさになるほどの精神状態の悪さとは、いったいどれぐらいのものなんだろう？

（指導もできないぐらいだったら、まずいよな）

　大学側から、いったいどういう事情なのかときっと調査だって入る。

　そうなったら、ネット上の噂が現実に浮ふ上じようしてくる確率はかなり高い。

　企き業ぎよう側としては、一刻も早く立ちなおって欲しいところだろう。

　それはわかるが、だからってなぜ自分のほうに来るのか……。

「──あ、そっか。わかりました！　俺が金を受け取れば、内山さんも安心するってことか」

　陸が金を受け取ることで、内山は、陸も自分と同じ穴の狢になったと思えるようになる。

「そういうことだ。……陸が大学時代に、取引条件としての就職を蹴けったり、金を受け取らなかったりしたことが、逆に内山を追い詰めていたのかもしれないぞ。いずれもっと大きな代だい償しようを求めてくるんじゃないかって、疑ぎ心しん暗あん鬼きになってずっとびびってたのかもな」

「追い詰めるだなんて……」

　そんなつもりはこれっぽっちもなかった。文句はちゃんと言えたし、卑ひ怯きような取引をきっぱり突つっぱねたし、それで全部終わりにしたつもりだったのに……。

「ものの価値観とか考え方が根本的なところで違ちがうんだろう。おまえが気にするようなことじゃないよ。──もう、機き嫌げんなおせ、な？」

　きらびやかな顔で微笑ほほえみかけられたが、残念ながらその効果はいつもの半分くらいだ。

　意に反してお金を受け取ってしまったという事実が、どうしても胸に重い。

（金ができたら、引っ越こさなきゃならなくなるし……）

　自力でアパートを借りることができないからこそ、旭のところに居い候そうろうさせてもらえているのだから……。

　嫌だなぁと陸がふてくされていると、旭は「だったら、その金寄付しろよ」と言い出した。

「寄付って、どこにですか？　どっかの慈じ善ぜん団体とか？」

「それもありかもしれないが、できればキャラクにして欲しいな」

「キャラクに？……うちって、そんなぎりぎりだったんですか」

　給料の低さから、さして儲もうかってないことはわかっていたが、そこまでとは思わなかった。

「借金とかあったりします？」

「ないよ。ないが、実はけっこう綱つな渡わたりだな。不ふ況きようだなんだで、この先スポンサーが降りたりする可能性もあるからさ。万が一の保険として、おまえのその金プールしといてくれよ」

「旭さんって、ちゃっかりしてますよねぇ」

「計画性があると言ってくれ。俺の今の車や使ってないほうのマンションだって、キャラクになにかあったら、すぐに現金化するつもりでいるんだ」

「最初から現金で持ってたほうがよくありません？」

　車やマンションなんて、経年劣れつ化かで価値が下がるはずだ。

　それとも、プレミアがつくのを待ってるのだろうか？

　怪け訝げんそうに見上げると、旭はしれっと言った。

「あれ、どっちも貰もらいもんだから」

　誰だれから？　と聞くまでもなく答えはわかってる。

（遊び相手の女性に貢みつがれたんだ）

　ついつい不機嫌になって、陸はじとっと旭を見上げる。

「だから、人前で睨むなって」

　旭は、やけに嬉しそうな顔で陸の頭をぐりぐりと撫なでた。







　喫茶店を出た後、陸は旭に誘さそわれるまま商業施し設せつ内の最上階にあるレストランに向かった。

「どうせなら、一番高い店で食べていこうぜ」

　最初からそのつもりだったようで、旭の指にはいつぞや榊から手て渡わたされた裏書きずみの榊の名めい刺しが挟はさまれている。それを店員に見せると、夜景が見える最高にいい席に案内された。

（やっぱり旭さんって目立つなぁ）

　店内を進む間、その場にいる人達すべての視線が、こっちに向いているのを陸は感じていた。

　驚おどろきぽかんと口を開ける者、うっとり見とれている者、同席している相手に凄すごい人がいると知らせている者。

（……俺は目に入ってないか）

　ちょろちょろと後ろを歩く小さな陸の姿は、旭のきらびやかさに目が眩くらんでいる人達には認にん識しきされていないようだ。

　だが、みんなの注目を集めている存在と、テーブル席に向かい合って座る相手は自分なのだ。

　旭を独ひとり占じめしているという優ゆう越えつ感に、陸はちょっと浮うかれた。

　席に座るとすぐ、ウエルカムドリンクですと特別にシャンパンをサービスされた。

「取り立てて好すき嫌きらいはないからシェフに任せるよ。得意料理をコース仕立てにしてくれればいい。ワインは料理に合うものをそちらで選んでくれ。──最高の料理で楽しませてくれることを期待してるから」

　店員が手渡そうとしたメニューを断って、旭がそんな注文をする。

「……ちょっと曖あい昧まいすぎません？」

　店員が去った後で陸がこっそり聞くと、「このほうがいいんだよ」と言われた。

「どうせ、メニューを見ただけじゃ味はわからないんだ。知ってる奴やつに選ばせれば、勝手にこの店で一番の料理が出てくるはずだ。店側も、榊さんの客人相手に迂う闊かつなものは出せないって気合い入れて調理してくれるだろうしさ」

「そうかもしれないけど……。でも値段のほうは？　最高の料理に、それに合うワインってことになると、俺には想像もできないんですけど」

「かまうことないさ。どうせ榊さん持ちなんだし」

　旭はまるっきり罪悪感を覚えていないようで、洒落しやれたグラスにサービスされたシャンパンを、飲み慣れたさまになる仕草で口に運ぶ。

（の、飲みにくい）

　陸もつられてグラスを口に運んだが、旭の手にしっくり馴な染じむ程ほどに細長いグラスは陸にはちょっと長すぎる。

「ほんとちゃっかりしてますよねぇ。コネや贔屓ひいきが苦手だっていう明良くんとは真逆じゃないですか。同じお祖母ばあさんに育てられたのに、随ずい分ぶん違ちがうもんだな。──ずっと反はん抗こうばっかりして、ちゃんとお祖母さんの教えを受けてこなかったんでしょう？」

　図星だろうと表情を窺うかがうと、旭は微び苦く笑しようを浮かべ軽く肩かたを竦すくめた。

「俺のこれも、祖母の教えの結果だぞ」

「どんな？」

「貰えるものは貰っとけ」

「……ほんとに？」

　聞いてたお祖母さんのイメージと違うと、陸は思いっきり怪訝そうな顔になった。

「ちょっとニュアンスは違うか……。でもまあ、図太く生きてけって感じのことを、ずっと言われ続けてたんだよ。この派手な外見のせいで、ガキの頃ころからかなり悪目立ちしてたからな。外見に負けないぐらい図太くならないと、生きていくのが辛つらくなるからってさ」

『おまえのその綺き麗れいな外見は、使いようによってたいした金になる。甘い言葉で近づいてくる人間には充じゆう分ぶん気をつけるんだよ。裏の裏を読んで、逆に騙だましてやるぐらいの心意気でいな』

　そんなふうに言われていたと、旭は懐なつかしそうに目を細めた。

「ガキの頃から、菓か子し折おりを持った芸能関係のスカウトがしょっちゅう家に出入りしてたしな。そういうのの中には、祖母の目を盗ぬすんで甘い言葉をかけてくる奴もいたんだよ。祖母に注意されてなきゃ、うっかり騙されて変な芸能プロと契けい約やくしてたかもしれないな」

（変な芸能プロって……）

　どんなのだろう？　と想像した陸は、ちょっと口に出せないようなことを想像して赤くなったり青くなったり……。

　陸の表情からそれに気づいたのか、「児童ポルノ系とかじゃないぞ」と旭が苦笑する。

　図星を指された陸は、ですよね～と笑って誤ご魔ま化かした。

「実際問題、死んだ親おや父じが残した金だけじゃ学費が足りなかったしな。進学のために上京したばかりの頃は、この顔に貢いでくれるスポンサーはそれなりにありがたかったよ」

（そうか……。大変だったんだ）

　弟もいるし、祖母の収入だけではどうにもならなかったんだろう。

　ちょっとしんみりしてしまったが、待てよ……と考えなおす。

（それは上京したばかりの頃の話で、大学を卒業してからの遊び相手は違うよな）

　いま現在お金に困っていないから、貢がれたマンションや高級外車は現金化されていないわけだし……。

　この遊び人め、とついつい睨にらみつけると、旭は無言のまま楽しげに肩を竦めた。

「明良くんは同じこと言われなかったんですか？」

「あいつ、ガキの頃はファニー系だったから……。ミュージカルのアニーって知ってるか？」

「はい」

「あれの男の子版みたいな感じだったんだ。クルクルの赤い巻き毛げに、ほっぺたにはそばかす浮いて真っ赤っかでさ。……やんちゃな暴あばれん坊ぼうで、しょっちゅう怪け我がばっかりしてたよ」

「え～、想像できない。お祖母さんにお華はなを習って、はんなり微笑ほほえんでいるって姿なら簡単に想像できますけど」

「華か道どうはふたりとも習ってないな。明良はとにかくじっとしてられない子供だったし……。そのせいで祖母も、どう生きるかってことは後回しで、怪我しないようにまず落ち着けって怒おこってばっかりいたぐらいだ」

「そんなに……」

　繊せん細さいな陶とう器きの人形のような外見からは信じられない話だ。

「祖母が生きていたら明良が進学で上京してくる前に、しっかり人生の教訓をたたき込んでくれたんだろうが、残念ながらそれをする前に逝いってしまった。そのせいで、あの子はいまいち世間知らずでね。そのせいもあってかこっち来てから隣りん人じんトラブルやら色々あって、その最中に榊さんとも知り合ったようなんだが……」

　よかったのか悪かったのか……と、旭が珍めずらしくため息をつく。

（隣人トラブルって……）

　初対面の日、旭にいきなり言われてカチンときた言葉だ。

　本当に、最初から弟と重ねて見られていたらしい。

「相手が……え～っと、その……同性だってことで、反対とかしなかったんですか？」

　陸は、自分が旭に恋こいをしてしまったことを、ほとんど事故みたいなものだと思っている。

（ついうっかり、ぶつかっちゃいました……みたいな）

　それも、注意していても避さけられない出会い頭がしらの事故で、強きよう烈れつに魅み力りよく的な存在が目の前に現れたせいで目が眩み、ついふらふらと正道からそれてしまったって感じだ。

　そんなふうに、自分が男である旭に恋をしているからこそ、明良の恋こい人びとが男だと知っても、個人的にどうこうは思わなかった。

　だが、旭はどうだろう？

　かなわないとわかっていても、好きな人のその手の恋れん愛あい観かんとかはけっこう気になるものだ。

　興きよう味み津しん々しんの陸がじいっと見守る中、「反対なんかしないよ」と旭は肩を竦めてみせた。

「したところで、逆効果だってのはわかってるしな」

「逆効果？」

「ああ。とにかくあの子は、じっとしてられない質たちなんだよ。反対なんかしたら最後、話し合いの余地なく、『絶対に別れないからな』の一点張りになるに決まってる。悪いことに、榊さんがあの通りの金持ちだろ？　話し合いを避けるために外国にでも高飛びされたら、寂さみしい思いをするのはこっちだ。……見たところ、榊さんに遊ばれてるわけでもなさそうだしな。今はとりあえず黙もく認にん中だ」

「とりあえず……なんですか。お兄さんって大変だ」

「まったくだよ」

　旭が少し寂しげに微笑むのを見て、可哀かわい想そうだと感じてしまった陸の胸もちょっと痛くなる。

「明良くんも、やっぱりお母さんと似たところがあるんですね」

　ふと感じてしまったことを素す直なおに口に出したら、旭が露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「どうしてそう思う？」

（まずいこと言っちゃったかも……）

　後こう悔かいしたが、後の祭りだ。

　今さらなかったことにもできないから、仕方なく思った通りのことを言うことにした。

「恋する相手に一いち途ずっていうか、猪ちよ突とつ猛もう進しんなところが……」

　おそるおそるそう言うと、「……なるほど」と旭は不自然に瞬まばたきを二度繰くり返した。

　長い睫毛まつげがばっさばっさと動くので、普ふ通つうより妙みように目立つような気がする。

「言われてみると、確かにそうかもな。──だとすると、家うちの両親みたいに、喧けん嘩かした勢いで衝しよう動どう的に別れるってこともあるか」

「ないんじゃないですか？」

　思った通りについ口に出すと、旭はまた露骨に嫌そうな顔をした。

「どうしてだ？」

「あ～、だって、その……榊さんって、明良くんをすっごく大事にしてるみたいに思えたから……。切れた明良くんが衝動的に別れるって言ったところで、すんなり認めるとは思えないなぁって思ったんですけど」

　旭の両親の場合、切れた母親を父親はまったく引き止めなかったと聞いている。

　この違ちがいはけっこう大きいような気がするのだ。

「それもそうか……。相手が違ちがうんだもんな。──要は組み合わせ如何いかんってことか」

　なるほど……、とまた旭が不自然に瞬きを二度繰り返した。

（明良くんに別れて欲しいのかな）

　それで、自分の許に戻もどってきて欲しいのだろうか？

　そうなったらこっちはお払はらい箱ばこになると、陸はちょっと焦あせった。

「別れて欲しいとかって思ってるわけじゃないですよね？」

　おそるおそる聞くと、榊は微苦笑した。

「どうかな？　俺だけの弟に戻って欲しいような気もするが……。でも、あいつが泣くのは見たくないしな」

　旭がまた少し寂しそうな顔になる。

　陸の胸もまた少し痛んだ。




　食事はもう最高だった。

　料理を運んでくるウエイターは、旬しゆんの食材を使ってなんとかをなんとかしたなんとかですと一いつ生しよう懸けん命めいに説明してくれたが、聞き慣れない調理法や食材が頻ひん繁ぱんに出てくるものだから、陸の記き憶おくには留とどまらず右の耳から左の耳に抜ぬけていく。

　だが、上等な食事の味はしっかり記憶に残った。

　料理に合わせて供された二種類のワインも、かなり上等な気がする。

　ワインはあまり飲み慣れてないから、香かおりがどうとか色がどうとか説明できないが、とにかくするすると飲めて美味おいしい。

　美味しい料理とワインに舌した鼓つづみを打って、視線を上げて世にも綺き麗れいな顔で目の保養。

（も～最高の贅ぜい沢たく！）

　ご機き嫌げんでくいくいっとワイングラスを傾かたむけていると、旭がちょっと怪け訝げんそうな顔をした。

「陸、おまえ、自分の酒量をちゃんと把は握あくしてるか？」

「あ～、あんまりしてないかもぉ」

　大学時代に酒を飲むことはあったが、友達連中が体育会系ではなかったので、一気飲みとかの無茶をしたことがほとんどない。

「この前のキャラクの打ち上げが最高記録ですよう」

　ご機嫌な気分でヘラヘラ笑うと、旭は不機嫌そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「じゃあ、今日はこのぐらいにしとけ。この前みたいに記憶がなくなるまで飲むなよ」

「え～、でも、まだ残ってるから勿もつ体たいないです」

　テーブルの上の二本目のワインボトルにはまだ中身が残っている。

　普ふ段だんなら手が出ない高いワインだとわかってるから、どうしても残す気にはなれない。

「俺が飲んでやるから……。それ飲み終わったら、後は炭酸入りの水でも飲んどけ」

「はあい」

　素直に頷うなずくと、「いい子だ」と誉ほめられた。

　テーブルが大きいせいでさすがの旭も手が届かず、頭を撫なでてもらえないのがちょっと残念だが、それでも誉められたのが嬉うれしくて、堪こらえきれずに陸の口からは、んふふふ……と変な笑いが零こぼれる。

（……俺、すっごく酔よってるかも……）

　やばいと思うのに、笑いが止まらない。

　陸が勝手ににやける口元を手で押さえると、「この前よりはまだ正気だな」と旭が笑った。

「あんとき俺、酔ってなにをやらかしたんですかぁ？」

　二日酔いから立ちなおった後に何度か聞いてみたのだが、なぜか旭は教えてくれない。

　ふたりで一いつ緒しよのベッドで寝ねていたあたり、自分がなにか我が儘ままを言ったか、暴れて押さえ込まれるかしたのだろうと思うのに……。

「教えない。記憶を取り戻すか、自分であれをまた再現するかして、なんとか自力で思い出せ」

「旭さんってば意地悪だぁ。……だったら、もう少し飲んでもっと酔っぱらっちゃえ」

　そうしたら、自動的に前回と同じ行動を繰り返すかもしれないと、ボトルに手を伸のばしたが、さっと旭に取り上げられた。

「駄だ目めだ。酔っぱらいすぎて、また記憶を無くしたら意味ないだろうが」

　旭は、自分のグラスになみなみとワインを注いで、ボトルを空にしてしまった。

「ああ、自分ばっかり……。こんなに美味しいワイン、もう飲む機会なんかないかもしれないのに～」

　ずるい～っとごねてみたが、旭は横を向いてシカトして、グラスの縁ふちのぎりぎりまで注がれたワインを一気に半分ぐらいまで飲む。

（うわお……きれ～だあ）

　ワインを飲む旭の横顔は、壮そう絶ぜつに綺麗だった。

　仰あお向むいた顎あごのラインと上下する喉のど仏ぼとけからは大人の色気が漂ただよっている。

（ああ、いいもの見たなぁ）

　またしてもにやけていると、背後から「失礼」と女性の声がした。

　振ふり向いた先には、少々歳がいっているものの、すらりとした素す晴ばらしい美人が立っていた。

　見覚えのあるその顔は、主に映画で活かつ躍やくしている実力派と呼ばれる有名女優のものだ。

（実物もすっごくきれ～だ）

　思わず見入ってしまった女優の視線は、陸を素す通どおりしてテーブルの向こう側に座る旭にだけ向けられていた。

「どうも、お久しぶりですね」

　旭が陸の頭上に向けて、きらびやかな笑えみを振りまく。

「本当に久しぶり。私のことなんか忘れちゃった？」

「まさか。忘れるわけがないでしょう」

「どうかしら。──今はこちらのお坊ぼつちゃんがスポンサーなの？　どちらの企き業ぎようのご令息？」

　ちらっと女優が陸を見たが、旭に見せるためだけの仕草だったようで、陸とは視線もあわせずに、すぐに旭に視線を戻してしまう。

「この子はそういうんじゃありませんよ。うちの劇団の新人です」

「ということは、まだ解禁じゃないの？」

　女優から意味深な視線を向けられて、旭は「残念ながら」と外国の俳優のような仕草で肩かたを竦すくめた。

「そう。本当に残念。──解禁になったら、いつでも連れん絡らくちょうだい。楽しみにしてるから」

　それじゃあね、と映画で見たことのある艶つやのある流し目を旭に投げかけてから、女優はあっっさり去って行った。

「参ったな。まさか、一緒の店にいたなんて……」

　微び妙みように気まずそうな顔をした旭は、女優が店を出て行くのを最後まで確かく認にんしてから陸に視線を戻した。

　その途と端たん、気まずそうな顔が、やけに嬉しそうなそれへと変わる。

「だから、人前で睨にらむなって……」

「睨んでなんかいませんよお」

　ただ、ちょっと……というか、かなり不ふ愉ゆ快かいだっただけで。

「解禁ってなんのことなんですかあ？」

「大人のお遊びをするかしないかってこと」

　遊び人め～っと睨むと、旭はにやにやした。

「昔の話だ。以前は実益も兼かねた軽いお遊びもしてたが、今後はもうしないよ」

「……どーだか」

「本当にしないって……。やっと脚きやく本ほん家かとして安定して仕事できるようになってきたのに、あの手の女性達とつきあって、うっかりスキャンダルなんか起こしたくない。以前とは注目度も違うから、キャラクにも迷めい惑わくがかかるかもしれないしな。これからは絶対にしない」

「ふうん」

　陸は、疑いの籠こもった眼まな差ざしを旭に向けた。

（本気の恋れん愛あいもしないって言った癖くせに……）

　それで遊びも止めるとなったら、一生お綺麗な身体からだで生きて行くとでも言うのか？

（あり得ない）

　こんなに魅み力りよく的で綺麗な人が、ひとりでなんかいられるわけがない。

　陸と同じように、そのきらびやかな光に引き寄せられる人がいくらでもいる。

　その中には、さっきの女優のような綺麗な羽を持った蝶ちよう々ちようや、湯水のように使える大金を持ったコガネムシとか、旭の興味を惹ひく相手だってきっといるのだ。

（……なんで俺、蛾がなんだろう）

　さっきの女優の話じゃないが、どこぞの大だい企き業ぎようの御おん曹ぞう司しにでも生まれていれば、もうちょっとなんとかなったのかもしれないのに……。

（でなかったら、この背がもっと伸びてたら……）

　母に一ひと目め惚ぼれされた当時の父のような、好感度の高いハンサムだったら、やっぱりもうちょっとなんとかなったかもしれない。

（くっそう）

　すっかりふてくされた陸は、グラスに残っていたワインを一気に飲み干した。

「陸、どうした？」

　声をかけられ、なんとなくむっとした気分で視線を向けると、旭はやっぱりにやにやした。

「なに笑ってんですかあ？」

「これか？　これはさっきの陸と同じ理由だ」

「俺とお？」

（……って、なんだったっけ？）

　思い出そうとしたが、酔いが回ってきてうまく思い出せない。

　なんだか面めん倒どう臭くさくなった陸は、思い出す努力を放ほう棄きした。

「あ、すみませ～ん。さっきのシャンパン、もう一回ください」

　通りかかったウエイターを呼び止めて勝手にシャンパンを注文すると、

「……しまった。とっくに飲みすぎてたのか」

　と、なにやら旭のがっかりした声が聞こえた。

　だが、もう知ったこっちゃない。

　旭はふてくされたまま、ひとりでがぶがぶとシャンパンを飲み続けた。
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「首しゆ謀ぼう者しやがいないといいけどなぁ」

　旭の大きな背中におぶわれながら、陸はぼそっと呟つぶやいた。

「なんの話だ？」

「内山さんのことだよ～。あれさぁ、もしかしたら愉ゆ快かい犯はんの仕し業わざじゃなかったかも」

　喫きつ茶さ店てんからレストランへと向かう途と中ちゆう、旭の背中を見つめて早足で歩いている最中に、ふと陸はその可能性に気づいたのだ。

「……犯人、学生かもしんない」

　それも、ひとりやふたりじゃない。

　内山は元から少々性格に問題がある人物で、学生達の間ではレポートの採点などに私情を挟はさむことでも有名だった。頭っから今の学生達の学力レベルを馬ば鹿かにするような発言も頻ひん繁ぱんに見られ、学生達の評判も悪い。恨うらみを持つ者、毛け嫌ぎらいしている者が沢たく山さんいるはずだった。

「そいつらが犯人かもしれないって？」

「……そう」

　さっき弁護士は、「あれはあなたの仕業ですね？」と陸に向けて迷いのない口調で言った。

　確信に満ちたあの言葉には、なんらかの根こん拠きよがあったのだろうか？

　そんな疑問を感じたことから、陸はこの可能性を思いついたのだ。

　ネット上の書き込みの発信元が、陸が卒業した大学のネット回線に数多く存在しているのではないか？

　だからこそ彼らは、卒業生である陸が、後こう輩はい達を扇動しているのではないかと疑ったのかもしれないと……。

「もし犯人が在学生達だったらさぁ、内山さんが書き込みを止めても、もう止まらないよねぇ」

　単なる愉快犯達ならば、内山がネットから手を引けば、この件に飽あきてフェイドアウトしていくだろう。

　だが、学生達が犯人だったら、内山がネットから手を引いたぐらいじゃ止まらない。

　標的である内山が自分達の目の届く範はん囲いにいる間は、なんらかの方法で攻こう撃げきし続けるだろう。

　それこそ、内山が大学を去る日まで……。

「もしそうなったら悲ひ惨さんだなぁ」

「その話、さっきの弁護士に連れん絡らくするか？」

「え～、言えないよう。こんなの……ただの勝手な想像だしさぁ」

　陸の立場で、実は内山は沢山の学生達に毛嫌いされてるんだ、なんて言ったら、ただの誹ひ謗ぼう中傷だと思われて信じてもらえない可能性が高いはずだ。

　それに、自分が疑われないよう、他ほかの犯人をねつ造していると思われるのも嫌いやだ。

　なにより、こんな嫌な想像はただの思い過ごしであって欲しいとも思うのだ。

　陸がそう言うと、旭は「お人好よし」と呟いた。

「こっちは被ひ害がい者しやなんだから、同情してやることなんかないだろうに……。金ももっと堂々と受け取ったっていい立場だってのに」

「え～、でもさぁ。俺にまで金払はらったら、あの会社、損しちゃうよぉ」

「そうなのか？」

「うん」

　驚おどろく旭に、陸は頷うなずく。

『フィガーファイト』はマニア受けはしているが、一いつ般ぱん受けはしていないのだ。

　一番の購こう買ばい層である子供に見向きされていないから、売り上げはさしてないはず。

　それに加えて今回の騒そう動どうなのだから、会社としては貧びん乏ぼうくじを引いたようなものだろう。

「ゲーム会社としては踏ふんだり蹴けったりってところか」

「たぶんね。──ところでさぁ、なんで俺達、こんなとこ歩いてんの？」

　ふと気づいたときには、もう旭の背中におぶわれていた。

　ここが旭のマンションに通じる道路だってことだけはわかるが、なぜここにいるのかが思い出せない。

「おまえ、覚えてないのか？」

　旭は立ち止まると、背負っている陸に呆あきれたような顔で振ふり向く。

「途中までタクシーだったのに、おまえが酔よい覚ざましに歩いて帰るって言い張ってきかないから仕方なく降りたんだよ。そのくせ、ろくに歩けずによたよたしてるから、こうやっておぶってやってるんじゃないか」

「うわお、俺ってば、最悪の酔っぱらいだ」

　陸はけらけらと笑った。

　タクシーに乗っていたことなど全然覚えてないが、結果的に旭におんぶしてもらってるんだから、我ながら実にグッジョブだ。

「おい、酔っぱらい。そろそろ自力で歩くか？」

「いっやで～す！」

　旭におんぶしてもらえるなんて、こんな経験二度とできないかもしれない。

　そう思うと、勿もつ体たいなくて降りる気がしない。

　離はなれるもんかと、陸は旭の背中にぺたっと張りついた。




　その後、心地ここちよい揺ゆれもあって、いつの間にかうとうとしてしまったらしい。

「はい、到とう着ちやく」

　とん、と床ゆかに下ろされる感覚で、陸はふっと目が覚めた。

　酔いでふらふらしながら見回す空間は、見慣れた旭のマンションの玄げん関かんだ。

「ど～せならベッドまで運んでくれたらい～のにぃ」

　靴くつを脱ぬぎ捨て、よたよたと自分の部屋に向かおうとすると、旭に「ちょっと待て」と襟えり首くびを摑つかまれた。

「その前にシャワー──はもう無理だろうから、歯を磨みがいて顔を洗っとけ」

　はいこっち、と腕うでを摑まれて洗面所へと歩かされる。

「シャワーはねぇ、稽けい古こ場ばで使ったよ。人に会うのに、汗あせ臭くさい身体からだで行くの嫌だったから」

　まっすぐ立っていられなくて、洗面所の壁かべにもたれて旭に話しかける。

　もっともっと話していたいのだが、自力で立っていると酔いが余計に回るようで、思考がうまく働かない。ちょっと気を緩ゆるめたら、このままうとうとしそうだ。

「こら、寝ねるな」

　ほらこれ、とご丁てい寧ねいにも歯は磨みがき粉こをつけた歯ブラシを差し出された。

　大人しくシャコシャコと歯を磨くと、今度は顔に蒸むしタオルを押し当てられた。

「うわあ、しあわせぇ」

　強すぎない力で優やさしく顔を拭ふかれて、陸は思わずほうっとため息をついた。

「気持ちいいだろう」

「うん。明良くんにも、こういうことしてあげた？」

「小さい頃ころはな。今はもうしないよ。俺にこんなことさせるのはおまえだけだ。──よし、もう寝ろ」

　背中を押されて洗面所から追い出された。

　ひとりで部屋まで行けるか？　と聞く声に、平気です～と手を上げて答えてから、壁に手をつきながらよたよたと歩く。

　部屋に戻もどって、かなり苦労してパジャマに着き替がえてからベッドに倒たおれ込む。

「あ～、そういえばぁ、前に酔っぱらった日も起きたらパジャマ着てたっけ……」

　着替えた記き憶おくはない。

　ということは、旭が着替えさせてくれたのだろうか？

（そうかも……）

　ふと横を向くと、ついさっき自分が脱ぎ散らかした服が部屋のあちこちに散らばっていた。

　でも、あの朝には前日に着ていた服は綺き麗れいに畳たたまれていたから、誰だれかが畳んでくれたに違ちがいない。

「……あ～、そっかぁ。失敗したなぁ」

　きっとあの日も、今日みたいに連れ帰られて、色々と面めん倒どうを見てもらったんだろう。

　それで、ひとりで部屋に行けるかと言われたときに、行けない～っとごねたに違いない。

　旭はそれで一いつ緒しよにこの部屋まで来てくれて、そのまま朝まで側そばにいてくれたのだ。

　惜おしかった。

　もう一回時間を巻き戻して、さっきのところに戻ってやりなおしたい。

　ひとりで歩けない～っとごねて、わざと抱だきつくことだってできたのに……。

「ほんと……失敗したなぁ」

　今のも失敗だが、レストランでも失敗だった。

　せっかく凄すごく楽しい時間を過ごしていたのに、旭の昔の女が現れたからって、ひとりで拗すねて酒をがぶ飲みするだなんて、本当に馬ば鹿かな真似まねをしたものだ。

「俺なんか、蛾がなんだからさぁ。綺麗な蝶ちよう々ちように焼やき餅もち焼いたってしょうがないってのにさぁ」

　旭からは機き嫌げんをなおせと何度も言われたのに、レストランにいる間はずっと知らんぷりし続けていたような気がする。

　あれは、いくらなんでも態度が悪すぎる。

　自分のトラブルにつき合わせておきながら、なんのお礼もせずひとりで拗ねて酔っぱらうだなんて……。

「しかも、おんぶまでさせちゃったし……。あ～、ごめんなさい……しないと」

　酔っぱらっていたとはいえ、いくらなんでもこれは甘えすぎだ。

　この前に酔っぱらったときには、翌朝にはその間の記憶が消えていたのだから、今回もそうならないとも限らない。

　となると、いま行かないと謝り損そこねてしまうかもしれない。

「うううぅ……」

　力の入らない腕をつっぱって、なんとか身体をベッドから引っぺがし、あちこちぶつかりながら部屋を出る。

　よたよたと洗面所に向かったが、灯あかりはもう消えていた。

　リビングにも灯りがついていないのを磨すりガラス越ごしに確かく認にんした陸は、旭の部屋に向かう。

「あ～さ～ひ～さ～ん」

　ドアをノックしながら名前を呼ぶと、旭が慌あわてて出てきた。

「どうした!?　気分悪くなったか？」

「平気で……。──うわお、いい身体！」

　シャワーを浴びた後だったのだろう。

　旭はスウェットの下だけ穿はいていて上半身は裸はだかだった。

　腹筋割れてる[image: ～][image: ～]っと興奮した陸は、酔った勢いのままどかんと旭にぶつかっていった。

「おっと……。まったく。なんなんだ、おまえは」

　それを抱きとめた旭の苦く笑しよう気味の声に顔を上げ、視界に入ってきた綺麗な顔についつい顔がほころぶ。

　が、くっついた状態で旭の顔を見るには思いっきり顔を上げなきゃならないものだから、そうこうしているうちにゆら～っと身体が後方に倒れそうになった。

「だから、なにやってんだよ」

　そんな陸を、旭は苦笑しながら助けてくれた。

「で、どうしたんだ？」

「謝りにきたんですぅ」

　ごめんなさ～いと深々と頭を下げると、今度はのめりそうになる。

「おまえ、ほんとにおもしろいなぁ。──とりあえず、これじゃ話にならないから座れ」

　ぶふっと笑いながら陸をまた助けてくれた旭は、陸をひょいっと抱かかえ上げてベッドに座らせてくれた。

　そのベッドに、陸はまた興奮する。

「うお～、こんなでっかいベッド見たことない！」

「そりゃそうだろう。普ふ通つうのベッドじゃ足がはみ出すから特注したんだ」

　はしゃいだ勢いでごろごろごろっとベッドの上を転がった。

　そのせいで酔いが回って身体の力が抜ぬけてくたっとなる。

「大だい丈じよう夫ぶか、おい？」

「あ～、大丈夫で～す」

「で、なんの用だって？」

「……なんだったっけ？」

　はしゃいだせいで、陸は当初の目的を綺麗さっぱり忘れてしまっていた。

「ああ、そうだった。思い出しましたぁ！」

　酔よった頭をフル回転させてなんとか目的を思い出し、よいしょっとベッドの上に起き上がって、旭の顔をいったん見上げてから、「ごめんなさ～い」とまた頭を下げた。

「なにを謝ってるんだ？」

　ベッドに腰こしかけた旭が、愉ゆ快かいそうに陸を眺ながめる。

「さっき、レストランですっごく態度悪かったから……。あと、おんぶもさせたし……。生意気でごめんなさ～い」

　また深々と頭を下げ、その勢いのままベッドに頭から倒れ込む。

　旭はしょうがないなと笑いながら、陸を抱き起こすと隣となりに座らせ背中を支えてくれた。

「怒おこってないから気にするな。ってか、おまえがふてくされるのは、むしろ楽しいしな」

「なんで？」

　目の前で不ふ機き嫌げんそうな顔をされて楽しいなんて変わってる。

「まあ、俺のことはおいといて。おまえは、なんでさっき機嫌が悪くなったんだ？」

「……え～っとねぇ」

　旭の昔の女が現れたのが気に入らなかったんだ──と言いかけて、陸はハタと正気に戻った。

（いや、それ言ったらまずいだろ）

　本気の恋れん愛あいはしないと言っている人に、恋こいを語るなんて虚むなしいだけだ。

　それに、好きだってことがばれてしまったら、今までみたいに弟扱あつかいはされずに距きよ離りをおかれてしまうかもしれない。

　そうなってしまったら、金が入るあてもできてしまったことだし、ここから出て行くことも自発的に考えなきゃならなくなる。

　それは嫌いやだ。

　凄く嫌だ。

　考えているうちに、一気にすうっと酔いが覚さめていく。

「……ごめんなさい。忘れてしまいました」

　陸は頭を下げた。

「忘れた？」

　旭の大きな手が、陸の顎あごを摑つかんでぐっと上向かせる。

「な、なにしてんですか？」

「おまえ、この前ほど酔っぱらってないな？」

　おたおたしつつも、まっすぐ見つめて来る綺き麗れいな顔から、どうしても視線が離はなせない。

「この前って？　俺、なにやらかしたんです？」

「俺からは教えない。自分で思い出せ」

「って言われても……。せめて、ヒントぐらいくださいよ」

「ヒントか……。──今やりたいことあるか？」

「今？」

「そう、明日でも明後日あさつてでもなく、今だ」

（今やりたいことっていったら……）

　まっすぐに見つめてくる綺麗なあの顔に唇くちびるで触ふれてみたい。

　が、それをやってしまったら、まずいことになるのも目に見えている。

「やりたいことなんて、とくに……ないですけど」

　そう答えた途と端たん、旭は軽く眉まゆをひそめた。

「本当に？」

「本当ですよ」

「噓うそつけ……。──じゃあ、俺に願いごとはないか？」

　そんなの、考えるまでもなく答えは決まってる。

（恋こい人びとにして欲しい。……けど……）

　旭は恋人を必要としてはいないのだ。

　恋人が駄だ目めなら、一度でいいから遊び相手にして欲しい。

　だが、旭を惹ひきつけるための綺麗な羽や豊かな懐ふところを、陸は持って無くて……。

（どうせ蛾がだし……。──あっ、そっか。あれがあった）

　不本意ながらも手に入ることになった大金。

　大金とは言っても、マンションやフェラーリを買えるほどの金額ではないが、一度ぐらいなら願いがかなうんじゃないだろうか？

「そ、それなら……。一回だけでいいから俺と遊んでください！」

　目をそらさずまっすぐ見つめたまま、清水の舞ぶ台たいから飛び降りるつもりで思い切って告げると、旭は深々と眉み間けんに皺しわを寄せた。

「遊ぶ？　俺に遊びでおまえを抱だけってのか？」

（うわっ、なんか生々しい）

　さすがにはっきり言葉にされると自分でもちょっと引く。

　が、ぶっちゃけそういうことなのだ。

　一度でいいから、あの綺麗な顔に両手で触さわってみたいし、頭を撫なでてくれる大きな手で身体からだに触れて欲しいとも思う。

　すぐ側そばにある裸はだかの胸にぎゅ～っと顔を押しつけて、強く抱きしめてもらえたらどんなにか幸せだろうとも思うし……。

　陸は開き直って頷うなずいた。

「そうです」

「それも一回だけ？」

「はい。ゲーム会社から貰もらえることになった金、全部キャラクに貢みつぎますから……。だから、その分で一回だけ」

「この俺を買うって？」

　旭の顔がみるみるうちに不機嫌そうになっていく。

（こ、こわっ！）

　でも刺さすようなその鋭するどい視線が刺し激げき的で、やっぱり目が離せない。

「だ、駄目ですか？」

　おそるおそる聞くと、「駄目に決まってるだろうが」と旭が低い声で呻うなる。

「お金が足りないとか？」

「そういう意味じゃない。──なんで一回だけなんだよ」

「なんでって……。だって旭さん、そういう意味じゃ俺にまったく興味ないでしょう？　無む理り強じいするんだから、そんな何回もお願いするのは悪いような気がするし……。あ、でも、一回じゃおつりが出るなら、もっとお願いできたら嬉うれしいですけど……」

　駄目ですか？　と見上げると、旭はわざとらしくため息をついた。

「どうして俺が、おまえにそういう意味で興味を持たないと思うんだ？」

「だって俺、さっきの女優さんみたいに綺麗じゃないし……。旭さんぐらい目が肥えてたら、俺程度なんか規格外で、アウトオブ眼中でしょう？」

　旭は毎朝毎晩、規格外れに綺麗な自分の顔を鏡で見慣れている。

　しかも弟はあんなで、これまでの遊び相手達だってさっきの女優のような美形ばっかりだったに違ちがいない。

　篠崎の言葉じゃないが、陸を気に入ってくれているとしても、あくまでもペット感覚なんじゃないかと思うのだ。

「俺程度ねぇ。……それはあれか？　おまえが蛾だからってことか？」

「──蛾って……。げっ、やば!?」

　旭の口から出てきた思いがけない言葉に、陸は自分の口を両手でパシッと塞ふさいだ。

（俺、無意識で考えてることしゃべってた？）

　酔いはかなり覚めたつもりだったが、そうじゃなかったんだろうか？

（やばいよ。俺、さっきからけっこうやばいことばっかり考えてたのに）

　昔の女が現れたのが気に入らないとか、恋人にして欲しいとか……。

　どどどどうしよう……とひとり焦あせっていると、それを見て旭がぶっと笑った。

「ば～か。今さら口を押さえたって手て遅おくれだ。とっくに白状してたんだからな」

「……とっくにって、いつ？」

　陸は、おそるおそる口から手を離す。

「この前、酔よっぱらったときだ」

「うわあ……ちょっとそれって……」

（なななななに言ったんだ？）

　自分を蛾だと思ってることを話してしまったのなら、旭を誘ゆう蛾が灯とう扱あつかいしていたことも知っているはず。

　なんでそんなたとえになってしまったのかも、話してしまったんだろうか？

「ほ、他ほかにはなに言ってました？」

「自分は蛾だから、俺にぶつかってバチッとなって死んで蟻ありんこに運ばれるんだって、うわ～んってひとりで泣いてたな。キスしろとか一いつ緒しよに寝ねろとかってだだこねてたし、俺のことが大好きだとも言ってたぞ」

（うひーっ！）

　なにもかもが完全にだだ漏もれだ。

　あまりの恥はずかしさに、陸は真っ赤になって頭を抱かかえた。

「あと……確か、明良のことが嫌きらいだって言ってもいたな」

（げげっ、それはまずい）

　最愛の弟を嫌いだなどと言ってしまっては、好感度も一気に下がるってもんだろう。

　もしかしたらこれが、あの打ち上げの翌日以降、旭がずっと不ふ機き嫌げんだった原因の一いつ端たんになっていたかもしれないと陸は焦った。

　後こう悔かいしても、すでに後の祭りだが……。

　混乱する頭の中では、まずい恥ずかしいまずい恥ずかしい……と二種類の言葉ばかりが繰くり返されている。

（き、消えてなくなりたい）

　さすがにそれは無理だから、抱えた頭を膝ひざにくっつけて、ぎゅうっと小さくなってみる。

「おい、なにやってんだ？」

　こんっと旭に肩かたを小こ突づかれた陸は、その形のままころんと脇わきに転がった。

　それを見た旭が、ぶふっと吹ふく。

（……機き嫌げんは悪くないみたいだ）

　せめてもの救いだとほっとしたが、それでも顔を上げる気にはなれない。

　転がったままじっとしていると、「おい」と旭に身体を揺ゆさぶられた。

「まさか、このシチュエーションでまた寝たわけじゃないよな？」

　一転して不機嫌になった旭の甘さの欠片かけらもない恐きよう怖ふのバリトンボイスに、陸は慌あわてて「寝てません！」と顔を上げ起き上がった。

「この通り起きてます。酔いもきれいさっぱり覚さめて正気です。──本当に、色々と……その……酔った勢いで絡からんじゃって、本当に申し訳ありませんでしたっ!!」

　ベッドの上に正座して、深々と土下座した。

　おそるおそる顔を上げると、旭はまだ超ちよう不機嫌な顔をしている。

（怖こわい……けど、格好いいなぁ）

　目が離はなせなくなってしまって、陸はじいっと旭を見つめる。

「あの……まだ怒おこってます？」

　土下座で許してもらえないとなると、他ほかになにをすればいいだろうか？

　陸がそんなことを考えていると、怒った顔をしていた旭はしばらくして諦あきらめたようにふっとため息をついた。

「まだ怒ってる。ただな、俺は酔って絡まれたことを怒ってるんじゃない。おまえがそれを忘れたことを怒ってるんだ」

　わかるか？　と聞かれ、陸は首を捻ひねった。

　確か、旭に最初に睨にらまれたのはキャラクの打ち上げの翌朝だった。

　目覚めてすぐに幸せそうに微笑ほほえんで、人ひと違ちがいとはいえキスまで大サービスしてくれたのに、しばらくして急に不機嫌になって睨んできて……。

（そっか。あんとき、俺、酔ってた間のこと覚えてないっていったから……）

　それを聞いた途と端たん、旭は一気に不機嫌になった。

「それとな。俺は明良にキスなんかしないぞ。さっきも言ったが、あいつはじっとしてない子供だったからキスする隙すきなんか全然なかった。明良とのスキンシップは、主にプロレス技わざだったしな」

　腕うでや足を摑つかんでブンブン振ふり回したり、ヘッドロックをかけたりすると喜ぶようなやんちゃな子だったんだと旭が言う。

「じゃあ、目覚めの頰ほおへのキスって……」

「寝ぼけていたわけじゃない。ちゃんと相手がおまえだとわかっててやったんだ」

　これでわかったか？　と聞かれたが、陸はまだ首を捻った。

　大好きだと言ってキスしろとか一緒に寝ろとかだだをこねたことは怒ってなくて、それを忘れたことを怒ってる。

　で、翌朝の頰へのキスは、間ま違ちがいなく自分へのキスだった。

（ってことは……。──えー……でもなぁ）

　目の前に、すっごく美味おいしそうな答えがぶら下がっている。

　が、この答えは、どうにもこうにも現実みがなさすぎた。

　飛びついた途端、泡あわみたいに消えてしまいそうで怖くて簡単には飛びつけない。

　とりあえず陸は、自分の頰を軽くつねってみた。

「……痛くない」

「このばか！　手加減するな。それとも、まだ酔っぱらってんのか？」

　ちょっと貸せ！　と、頰をつねっていた手を追い払はらわれて、代わりに旭の指で思いっきりつねられた。

「いいいいひゃいっ！」

　ねじ切られるかと思うぐらい強くつねられて、陸は慌てて旭の手から逃にげた。

「旭さん、酷ひどいですぅ」

　痛みでじんじんする頰を撫なでながら恨うらみがましい視線を向けると、旭はもっと恨みがましい視線を向けてくる。

「酷いのはそっちだろうが。自分が告白したことを忘れやがって」

「だって、酔ってたし……。酔ってなかったら、そんなこと口が裂さけても絶対に言わなかったです」

「ああ？　口が裂けてもだと？」

　どれ……と、超不機嫌そうな旭が陸に手を伸のばしてくる。

　危険を察知した陸は慌てて顔の前で両りよう腕うでをクロスして自分の口をガードした。

「なんでそんなに怒るんですか!?」

「告白する気がないって言われたからに決まってるだろうが」

「そんなこと言ったって……。旭さん本気の恋れん愛あいはしないって言ってたし……」

　だから、告白したところで気まずくなるだけで意味はないと思っていたし、今でもそう思っている。

　うっかり告白した挙げ句、旭の側そばにいられなくなるのが一番困る。

　それだけは嫌いやだ。

　絶対に言うもんかと決意を込めた視線でじいっと見つめていると、旭はむっとしたように陸を睨んだ。

「本気の恋愛はしないって……あれはもうなしだ。おまえが相手だった場合に限ってだけどな」

「俺？」

「そう、おまえだ。直情型で感情を隠かくせなくて、すぐに嫉しつ妬として睨みつけてくる。小生意気で負けん気も強いから、ただ黙だまって泣き寝ね入いりもしないだろう。──そんなおまえが相手なら、疑ぎ心しん暗あん鬼きになって無む闇やみに嫉妬する必要もなさそうだからな」

　だから、安心して告白しろ、と旭が迫せまってくる。

「……なんか、脅おどされてる感じがするんですけど」

　傍はたから見たら、自分が旭に恫どう喝かつされているようにしか見えないだろう。

「当然だ。脅してるんだからな。ったく、熱ねつ烈れつに告白されてその気になってみたら、当の本人がけろっと忘れてるときたもんだ。二度目の告白を待ってたってのに、いつまでもだんまりを決め込んでるし……。いい加減、こっちは限界なんだよ」

「そ、そこまで言うんだったら、旭さんのほうから言ってくれたらいいじゃないですか！」

　酔よった勢いで本心を言ってしまっていたのだから、陸が絶対にノーとは言わないことを知っていたはずだ。

　勿もつ体たいぶらずにアクションを起こしてくれていたら、もっと早くなんとかなったのに……。

　陸が思いっきり睨み返すと、旭はふっと視線を和やわらげた。

「俺から言ったら、おまえ増長するだろう？」

「する……かな」

　とりあえず、旭みたいな特別な人に告白されてしまう俺って実は凄すごいのかも！　と浮うかれるのは間違いない。

「な？　それじゃ気に入らない。俺は、俺だけを一いち途ずに追いかけてくる奴やつが欲しいんだ」

　下した手てに出てこっちから告白してしまっては、愛されていることにあぐらをかいて追いかけてこなくなってしまうかもしれない。

　それでは駄だ目めだ。

　熱烈に愛してくれる存在に追いかけられ、ちょっとしたことで嫉妬されたり拗すねられたりして、常に自分が愛されていると確信していたい。

「告白の順番さえ間ま違ちがえなきゃ、おまえが一番適任なんだ」

「適任って……。それじゃ俺、役を与あたえられてるみたいじゃないですか」

（脚きやく本ほん家か根こん性じようが染しみついちゃってるのか？）

　ぶっちゃけ、そこまで考える必要はないんじゃないかと思う。

　素す直なおに恋こいして、衝しよう動どうのまま求愛すればいいだけなのに……。

　陸が思ったことをそのまま素直に口に出すと、旭は軽く肩かたを竦すくめた。

「後先考えずに行動して、お袋ふくろみたいな醜みにくい姿を人目に晒さらすのはごめんだな」

（ああ、そっか……。ご両親の離り婚こんが、ほんとに傷になっちゃってるんだ）

　だから本気の恋愛はしない、恋こい人びとは作らないと宣言していた。

（……となると。やっぱり俺って、凄いのかも）

　そんな旭が、自分のトラウマを乗り越こえる手段を考案した上で、こうして告白しろと迫ってくれているのだから……。

　そう思うと、んふふふっと口元が勝手に緩ゆるんだ。

「な～にひとりで楽しくなってんだ？」

「旭さん、実はけっこう面めん倒どうな人だったんですね」

「……なるほど。面倒な俺はいらないんだな」

「ちょっ、待って待って！　いらなくないです。すっごく欲しいです。全部ひっくるめて、もう大好きです!!」

「本当か？　この目立つ顔だけに惹ひかれてるんじゃないのか？」

「顔だけってことはないです。俺、旭さんの表情大好きですもん」

　──どんなに上っ面つらの顔が綺き麗れいだって、中身が好みじゃないと好きにはならない。

　これは、近きん隣りんで評判の美形だった父親に一ひと目め惚ぼれしたという陸の母親が、よく言っていることだ。

　綺麗な顔には確かに一いつ瞬しゆん目を惹かれるが、惹きつけられ続けるためには、表情の魅み力りよくも必要。

　そしてその表情を作り出すのは、その人の内面の魅力なのだと……。

「俺、旭さんの表情ならどれも大好きです」

　笑った顔も、寂さみしげな顔も、怒おこった顔も……。

「だから、旭さんの恋人役を俺にください!!」

　お願いします！　とベッドの上でまた土下座する。

「そうか。──よし。そこまで言うなら、しょうがないか」

　笑えみを含ふくんだ声が頭上で聞こえた。

（やった！）

　喜んだ陸が顔を上げるより先に、土下座していた陸の身体からだを旭がひょいっと持ちあげ、ころんとベッドに転がす。

「で、おまえ、今やりたいことあるか？」

「はい！　旭さんとキスしたいです！」

　思う存分キスしたら、それ以上のこともしてみたい。

　それでそのまま一いつ緒しよのベッドで眠ねむって、次に目が覚めたら、今度こそ恋人相手の目覚めのキスをしてもらうのだ。

　陸がそんな要求をするより先に、旭の唇くちびるが降りてきて陸の口を軽く塞ふさいだ。

　内心でやったあと大喜びしつつ、はじめて触ふれる唇の感かん触しよくをもっと味わいたくて、陸は自分から積極的にキスをしかけていく。

「……んんっ」

　自分から舌を絡からめ、深いキスを誘さそう。

　が、旭はその誘いには乗らず、あっさり身体を起こそうとした。

（もっとキスしてたいのに……）

　物足りない陸は、旭の首に腕うでを絡めてぎゅうっとしがみつく。

　そのせいで、身体を起こした旭に引きずり上げられるようにして、自分も一緒に起き上がってしまっていた。

「スッポンみたいだな」

　べったりくっついて離はなれない陸を膝ひざの上に抱かかえなおして頭を撫なでながら、旭が微笑ほほえむ。

（うわお、優やさしい顔だ）

　いつもは壮そう絶ぜつに色気のある目を、ただ無防備に細めて柔やわらかく微笑んでいる。

　弟としてじゃなく、恋人としての自分に向けられたこの表情に陸は夢ゆめ心地ごこちになった。

（これ、俺の！）

　感じのいい笑い皺じわがうっすらと寄った目め尻じりに唇でそっと触れ、きゅっと上がった口角にちゅっとキス。

　そして、作り物みたいに形のいい鼻や頰ほおにも……。

　ただ見上げるだけだった大好きな顔に、もう夢中になってキスを繰くり返した。

「こら、ちょっと待て。犬じゃないんだからさ」

　落ち着きなくキスを繰り返す陸を、旭が笑いながら引っぺがす。

「だって俺、嬉うれしくって……」

　犬だったらきっと、喜びのあまりぺろぺろ顔を舐なめながら、全力でブンブンと尻しつ尾ぽを振ふり回しているところだ。

「ずっと、こうしたかったんです」

　唇で触れたばかりの綺麗な顔を見つめていると、感極きわまって涙なみだまで滲にじんできた。

「大おお袈げ裟さだな。キスなんて、とっくに何度もしてたのに」

「えっ!?　いつ？」

「この前、酔っぱらったときだ」

「うわあ、全然覚えてない」

　陸は、悔くやしいと泣きべそをかいた。

「他ほかには？　もっとなんかしました？」

「ああ、したな」

「なにしたんですか!?」

「セックスの真似まね事ごとを途と中ちゆうまでな。おまえだけ気持ちよくなって、一回出してすっきりしたのか寝ねちまった。こっちはお預けくらって散々だ」

　ぎろっと怖こわい顔で睨にらまれて、陸は首を竦めた。

（……でも、よかった）

　記き憶おくがないままに、最後までやってなくて……。

　もしやっちゃってたら、自分自身をでかいハンマーで殴なぐり倒たおしたくなっていたかもしれない。

「今日はこの間ほど酔ってないようだし、大だい丈じよう夫ぶだな？」

「うひゃっ」

　いきなり、そこをむんずと摑つかまれ、陸の口から奇き妙みような声が出た。

　色気がないことこの上ないが、「変な声だ」と旭は楽しそうだ。

「わわわっ、……ちょっ……あの……」

　服の上からくにくにと揉もみ込まれて、じわっと覚えのある感覚が背筋を這はい上がってくる。

「いけるな」

　反応しはじめた陸に、旭はやっぱり楽しそうだ。

「自分ばっかりずるいですよ。俺だって触さわりたいです」

　負けじと手を伸のばしてぺたっと触ると、頭の上でぶふっと旭が吹ふいた。

「おまえ、本当におもしろいなぁ。そこそこ可愛かわいい顔してんのに、色気はまったくなしかよ」

（やっぱり、そこそこか）

　これだけ綺麗な顔をした人から見たら、さっきの女優だってそこそこ美人なのかもしれないが……。

「俺、色気ないですか？」

「ない」

　断言されて、陸はがっくりうなだれた。

「行動はいちいちツボにはまっておもしろいけどな」

「そっか……。ってことは、篠崎さんが正解なのかな」

　小さいからペットみたいに感じて警けい戒かいしなかったって……。

（まあ、恋人にしてもらえたんだから結果オーライだ）

　一瞬がっかりしたもののすぐに気を取り直した陸が旭を見上げると、旭は思いっきり不ふ機き嫌げんそうな顔になっていた。

「旭さん、なんか怒ってます？」

　迫はく力りよくある鋭するどい目つきは怖いことは怖いが、それ以上に格好いいので怯おびえずにすむ。

「このシチュエーションで他の男の名前を出すなよ」

「篠崎さんのことですか？　これぐらい別にいいじゃないですか。親友なんでしょう？」

「それとこれとは別だ。……あいつ、おまえに気があるんだから、この先隙すきは見せるなよ」

「大丈夫ですよ。無体なことはしない人だって信じてるし、警戒したら逆に失礼です。──それに俺と旭さんがこういうふうなことになったって知ったら、きっとよかったなって言ってくれるような気がします」

　あの篠崎なら、そういうことになったんなら仕方ないと、おおらかな態度で諦あきらめてくれそうな気がするのだ。

　陸がそう言うと、旭は眉み間けんに皺を寄せた。

「そういう態度で油断させといて、じわじわと自分のほうに引き寄せていくのがあいつのいつもの手なんだ。ああ見えて、蟻あり地じ獄ごくみたいな奴やつなんだぞ」

　自分達はある意味じゃ類友なんだと旭が言う。

「それに、好きな奴に本命がいるからって、あっさり気持ちを切り替かえられると思うか？」

「……えっと」

　旭の指し摘てきに、陸は改めて自分に置き換かえて考えてみた。

（できない……かも）

　自分だって本命にしてもらえることが絶対になくても、とりあえず旭の側そばをちょろちょろしていたいと思っていたのだから……。

　陸の表情の変化で、その答えを読み取った旭に、「俺の言ってる意味がわかったようだな」と言われて、陸は頷うなずいた。

「おまえは妙みように無防備で人ひと懐なつこいところがあるからな。あんまり気を許しすぎてると、相手に変な誤解を与あたえかねないし、充じゆう分ぶん気をつけろよ」

（無防備って……）

　はじめて言われた。

　だが、考えてみると納なつ得とくもする。

（俺ってば、気のあった奴らとしかつきあわないできたからなぁ）

　気があわなかったりする相手にはすぐカチンときて喧けん嘩かを売って、そのまま距きよ離りを置いてしまっていたから、陸の周囲に残っているのは、陸と気があって、しかもどちらかというと優しくて面めん倒どう見みのいい人間ばかりだった。

　だから、人に気を遣つかったり、警戒したりすることなんて滅めつ多たになかったのだ。

「しかも、おまえさ。案外、人の気持ちに対して雑なところがあるよな。俺が不機嫌な態度とっても、全然気にしてなかったし」

（雑！）

　この言葉にも思い当たる節があったせいか、けっこうな衝しよう撃げきがあった。

　篠崎に本命だと言われたにもかかわらず自分の恋こいに夢中で綺き麗れいさっぱり失念していたり、酔よっていた間のことを忘れた陸に対して旭が向けた怒いかりの視線の意味をよく考えもせず、ただ格好いいなぁと感動してしまったり……。

　こういうことを自分がやられたらと思うと、けっこう腹が立つのに。

（俺って、実は自己中？）

「二十歳はたちすぎてるって自分で言うわりには、妙にガキっぽいし」

　ショックを受けているところに、旭がさらにだめ押しをする。

（……そうかも）

　家を継つぐ責任を与えられないまま、長男として甘やかされて育ってきた。

　恵めぐまれているってことをあまり意識していなかったから、責任感とか自立心とか、そういったものがすっぽり抜ぬけ落ちていたのかもしれない。

「……うう、図星すぎて立ちなおれないかもぉ」

　陸は、よろよろっと旭に倒れかかった。

（きっと、こういうのが甘えてるってことなんだよなぁ）

　でも、目の前にこんなに頼たよりがいのある大きな胸があったら頼らずにはいられない。

　しかも、それが大好きな人の胸なんだから、なおさらだ。

（あ～、なんか気持ちいいし……。落ち着くなぁ）

　旭の裸はだかの胸はさらっとしていて温かい。

　なんだかすっかりいい気分になって、すりすりっとなんとなく頰ほおを押しつけていたら、微かすかに鼓こ動どうが聞こえたような気がした。

　ちゃんと聞きたくなって胸にぺたっと耳を当てると、頭の上からぶぶっと旭が吹く声が聞こえてくる。

「おまえ、ほんとおもしろいなぁ」

　顔を上げると、旭が優やさしい顔で笑っていた。

「あのな、陸。無理に変わることはないが、ちょっとだけ気をつけていてくれ。──劇団は、学校と違ちがって三年とか四年のサイクルで卒業するような場所じゃないんだ。次々に後こう輩はいだって入ってくるんだから、いつまでも甘えてもいられないしな。キャラクに長く留とどまるつもりがあるのなら、これからは少しだけ振ふる舞まい方に気を遣ってくれよ」

　俺のためにもな、と旭がつけ加える。

「旭さんのため？」

「そう。おまえ絡がらみのトラブルが原因だとしても、キャラクを出て行かなきゃならなくなるのは、さすがに辛つらいからな」

「キャラクを出る？　俺を捨てるんじゃなくて？」

　さすがにこれにはびっくりした。

　恋こい人びとにしてもらえるだけでもありがたいのに、旭が自分の原点として大切に思っているキャラクよりも優先してもらえるとは……。

「そんなにびっくりするようなことか？」

「びっくりしますよ。だって、キャラクは旭さんが篠崎さん達と一いつ緒しよに作りあげた劇団でしょ？　なのに、俺を優先してくれちゃうんですか？」

「するよ」

　迷わず頷いた旭は、ついでその形のいい眉まゆをひそめた。

「不本意だがな、俺はお袋ふくろに似てるんだよ」

　仕事よりも友情よりも、愛がすべて。

（でも、不本意なんだ）

　だとしたら、自分にできることはただひとつだ。

　旭が仕事や友情を優先できるよう、旭の不安の種にならないように振る舞うこと。

　旭が不安にならないように振る舞い、旭だけを見て、旭だけを追いかける。

　自分の性格を変えるのはけっこう難しいが、旭のためになることをするっていうのならきっと簡単だ。

「不本意な目にあわせないように頑がん張ばります」

「そうしてくれ」

　陸の意思表示に、旭はやっぱり優しい微笑ほほえみを返してくれた。







　旭のすることに、俺もそれやりたいと張り合えていたのはほんの最初のうちだけ。

　いちいち中断させられて、さすがに旭も切れたらしい。

「おまえ、少し黙だまってろ」

　苛いら立だったような旭が本気のキスをしかけてくる。

「……っんん……」

　深いキスに必死に応じようとしたが、経験値の違いでまったく歯が立たない。

　執しつ拗ように絡からんで来る舌に翻ほん弄ろうされ、口こう腔こう内を深くまさぐられて、陸は完全にふにゃっとなってしまっていた。

（ふわっ……気持ちいい）

　力の抜けた身体からだから、旭が嬉き々きとしてパジャマをはぎ取っていった。

「なんだこの腹。この間は気づかなかったが、ふにゃふにゃじゃないか」

　陸の腹に旭が触ふれる。

　旭のご飯が美味おいしかったせいで太ったわけじゃなく、単純に運動不足で筋肉が薄うすいだけだ。

　筋力のなさは先せん輩ぱい達にも指摘されていて、筋力トレーニングの真っ最中なのだがまだ成果は現れていない。

「いま鍛きたえてるところなんです」

　遊ばないでください、と、指でぷにぷにつつく旭の手を摑つかんで止める。

「女優連中のほうが、よっぽど割れてるぞ」

「……比べるんですか？」

　カチンときて睨にらむと、旭は嬉うれしそうな顔をした。

「比べようにも身体のつくりが根本的に違うから無理だな。──これなんか、向こうにはついてないし」

「わっ……ちょっと……」

　キスだけで反応しかかっていたそれを、旭が指ですくい上げ軽くしごく。

「……あ」

　じんっと下腹に甘い痺しびれを感じて、陸は軽く顎あごを上げた。

「おっ、いい反応だな。……どれ、次は味見してみるか」

　屈かがみ込んだ旭が、迷うことなくそれに舌を這はわせ、ちゅっとキスをしてくる。

（わわ、旭さんの唇くちびるが……）

　ずっと綺麗だなぁと見上げていた唇が、自分のそれに触れている。

　零こぼれてきた雫しずくを舌先で舐なめ上げ、くわえ込んだ唇でしごき上げて……。

（も……だめ）

　嬉しいというよりあまりにも刺し激げき的な光景すぎて、それだけで陸の熱は一気に加速してしまった。

「やっ、駄だ目めです。……もういく。いっちゃうから」

　さすがに、この綺麗な顔を汚よごしたくなくて陸は焦あせった。

　だが、旭はくわえたまま、執拗に刺激してきて……。

「……んっ」

　もはや止めようもない解放の予感に、陸がぶるっと身み震ぶるいしたとき、旭がそれの根本を手でぎゅっと締しめつけた。

「えっ、ちょっ……なに？」

　そんなことをされるなんて思ってもみなかった陸は、一いつ瞬しゆんパニックになった。

　解放されるはずだった熱が遮さえぎられたショックで、ぞわあっと全身に鳥とり肌はだが立つ。

「やだ。離はなして……」

　顔を上げた陸は、いきたいと旭に懇こん願がんした。

　だが、旭はそれを締めつけたまま、楽しげに微笑んでいる。

「これを何人に使ったか白状したらいかせてやるよ」

「何人って？」

「キスもそこそこ慣れていたし、童どう貞ていってことはないんだろう？」

「ない……けど……」

　だが、あまりいい思い出ではないのでできれば言いたくない。

　言いたくないのだが、妙みように楽しげな旭が、解放を遮られてヒクついているそれを舌先で刺激してきて、甘い感覚に腰こしが勝手に揺ゆれてしまう。

　もう、どうにも我が慢まんできなくなった。

「あっ……や……。ふたりです。ふたり！」

　叫さけんだ途と端たん、縛いましめがとかれ同時に旭が唇で刺激してくる。

　軽く吸われて、陸はすぐに自分を手放した。

「──んっ。……も、やだ」

　我慢できずにあっさりいってしまったことが恥はずかしかった。

　旭の顔を汚してないかとおそるおそる顔を上げると、旭は唇の端はしから零れたものを指でぬぐって舐めていた。

（の、飲んじゃったんだ）

　自分の放ったものを旭が飲むだなんて、視覚的にあまりにも刺激が強すぎる。

　わわわっと陸がひとりで焦っていると、それを見て旭は愉ゆ快かいそうに笑った。

「おまえ早すぎるよ。こらえ性しようないなぁ。──で、そのふたりとはどういう関係？」

「か、彼女です」

　一応……と、気まずくつけ加える。

　高校と大学でひとりずつ彼女がいたのだ。

　が、高校時代の彼女のときは初体験だったこともあって、焦って色々失敗して気まずくなってふられた。

　大学のときの彼女はゼミ仲間のひとりだったのだが、彼女に旅行に行こうよと誘さそわれて、じゃあみんなで行こうかと他ほかのゼミ仲間にも声をかけたせいでふられた。

　どちらも向こうから誘われてつきあいはじめたせいもあって、陸自身には恋れん愛あい感情がさほどなかった。だから向こうからふられてもさしてダメージはなかったが、ふられたという事実はあまり口に出したくなかったのだ。

「おまえ、やっぱり雑だな」

　陸のそんな話を聞いた旭が愉快そうに笑う。

　笑い飛ばされたことで、陸はなんだか気が楽になった。

「だからふられちゃったんですかね？」

「だろうな。……ま、安心しろ。俺はおまえの雑なところも、それなりに気に入ってる」

　おもしろいからな、と旭が優やさしく微笑む。

　その顔に一瞬見とれてぼうっとなったが、陸は慌あわてて気を取り直した。

「自分はどうなんですか!?」

「は？」

「それ、何人に使ったんです？」

　陸はスウェット内に隠かくれたままのものを、びしっと指差した。

「俺か？……ん～、それに答えるのはちょっと無理だな」

「誤ご魔ま化かす気ですか？」

「そうじゃなくて、無理なんだって。人数なんか数えてないし」

（こ、この遊び人）

　それは、数え切れないぐらいの相手と遊んできたってことだろう。

　さすがにこれにはカチンときた。

「自分の所行は棚たな上あげにして、俺にばっかり言わせるなんて」

　起き上がった陸は、ずるい酷ひどいと旭を睨みつけた。

「わかったって。そう怒おこるなよ」

　だが、旭に色気のある流し目をくれられて、怒いかりの気持ちがふにゃっと萎しおれる。

「これからは、もうおまえだけだから……。な？」

　宥なだめるように頰ほおを撫なでられて。

（……もう、駄目だ）

　陸は我慢できずにふらふらと引き寄せられて、笑えみを浮うかべた唇や目元に自分からキスしていた。

「絶対ですよ。浮うわ気きしたら承知しませんからね」

「わかってるよ」

　ちゅっちゅっと夢中になってキスする陸を、旭は優しい目で見つめていた。







「腹と一いつ緒しよで、お尻しりもやわやわだよな」

　旭は楽しげな声でそう言うと、陸のお尻に軽く歯を立てる。

「あっ……」

　痛みとは違ちがう、甘い刺激をそこに感じて、陸は我慢できずに軽く腰を揺らす。

　さっきからもうずっと散々深いキスをされて、身体からだ中じゆうを撫でられ弄いじくりまわされている。

　何度か立て続けにいかされたせいで、羞しゆう恥ち心しんはもうない。

　陸は旭に言われるまま、俯うつぶせになってお尻を突つき出し、生まれてはじめてのそこへの愛あい撫ぶに身を任せていた。

　舌先でそこを執しつ拗ように嬲なぶられ、今まで知らなかった快感にそこがヒクつくようになると、今度は長い指がそろそろと潜もぐり込んでくる。

「あ……なんか……変な感じ」

　旭の指だから、嫌けん悪お感かんはまったくない。

　それでもはじめての異物に身体が警けい戒かいして、ぶるっと震ふるえる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。絶対傷つけたりしないから」

　微かすかに粟あわ立だった陸の背中に、旭が唇くちびるで触ふれる。

　ゆっくりと中で指が動きだすと、またしても身体が震えた。

　だが、今度の震えはさっきとは違う。

「……ん……やっ……」

　中で動く指がある一点をかすめる度たび、甘い感覚がじわりと広がっていく。

「どうした。痛いか？」

　心配そうに聞かれて、陸は首を横に振ふる。

「んん……ちがう。なんか、そこ……むずむずして……」

「ここか？」

「──んああっ」

　ぐりぐりっとそこを指の腹で擦こすり上げられ、一気に身体が昂たかぶっていく。

「いい反応だ。……ああ、こっちもぬるぬるになってるな」

「あ……ああっ……やあ」

　するっと旭の手が前に伸のびてくる。

　雫しずくで濡ぬれた手でただ軽く握にぎり込まれた。

　たまらずに陸は自分で腰を揺らしてそれを擦りつける。

「なんだ、自分で擦ってるのか」

　旭が楽しげに喉のどの奥で笑う。

　気持ちいいか？　と耳元で甘いバリトンに囁ささやかれ、陸は何度も頷うなずく。

　いつもいい声だと思っていたけど、こんなときに聞くとその威い力りよくは格別だ。

　その声だけで身体の奥にじわっと痺しびれるような甘さが広がっていく。

　慣らしながら、徐じよ々じよに指を増やされて圧あつ迫ぱく感かんが増していく。

　その頃ころにはもう、ただ指で内ない壁へきを擦り上げられるだけで、たまらない甘い感覚がそこから沸わき上がってくるようになっていた。

「いい。……またいっちゃ……もっ……はなして」

「いいから、このままいけよ。まだまだ可愛かわいがってやるからさ」

「あっ……やだっ」

　陸は嫌いや々いやと首を横に振る。

「旭さん……ので、いきたい」

　顔を覗のぞき込んできた旭に、入れてよ、と懇こん願がんした。

　だが、旭はちょっと困った顔になる。

「さすがに、今日は無理だろう」

　旭は、陸の手を摑つかんで自分へと引き寄せた。

「……うわっ」

　後ろ手で、すっかり形を変えている旭のそれに触れさせられて、陸は反射的にビクッと手を引っ込めた。

（おっきい）

　身体の大きさに比例しているのか、自分のそれと比べるともう大人と子供だ。

「な？　何度も指で慣らして、もっと開くようになってからでないと無理だ。おまえを傷つけたくないし、今日はやめとこう」

　素すまたで相手してくれよ、と宥めるように汗あせで光る背中にキスされたが、陸はまた嫌々をした。

「痛くてもいい。いれて……」

　ただ撫でて可愛がってもらうだけじゃ、それこそペットと一緒だ。

　ちゃんと旭とひとつになりたかった。

　苦しくてもいいから、大好きな人のその熱を受けとめたい。

　ずっと見上げていた人が、自分のものになったんだってことを、この身体で実感してみたい。

　入れてよ、と無我夢中で懇願すると、しょうがないなと苦く笑しようされた。

「じゃあ、もうちょっと我が慢まんしろよ」

「……んあ……あっ……」

　指がまた増やされ、内壁を押し広げるように何度も何度も擦り上げられる。

　痛くないか？　と何度か聞かれたが、その度に首を横に振った。

　痛いどころか、その逆だ。

　旭の熱を受け入れる準備をしているのだと考えるだけで、ぞくぞくする。

　期待感で身体が疼うずいてたまらなくなる。

「ん……んっ、……も……いいから」

　もう我慢できない、と熱い息を吐はくと、指を引き抜ぬかれた。

「そのまま、力抜いてろ」

　耳元で囁かれて、陸は「やだ」とまた嫌々をする。

「どうした？　やっぱり怖こわくなったか？」

「ちがっ……後ろからじゃなく、前からして……」

「このほうが楽だぞ」

「やだってば。旭さんの顔見たい」

　お願いだからとしつこく懇願すると、旭はため息をついた。

「ったく、どうなっても知らないからな」

「ん。……どうなってもいいから」

「……おまえ、やっぱり可愛いな」

　ころんと自分から仰あお向むけになった陸は、両りよう腕うでを思いっきり広げて、覆おおい被かぶさってくる熱い身体を抱だきとめた。




　体重をかけないように気を遣つかってくれているのだろう。

　腰こしの下に枕まくらを入れられ、高々と足を抱かかえ上げられた。

「んっ……っ……」

　旭は陸を気き遣づかうようにゆっくりと腰を進めてくる。

（やっぱり……くるし……）

　指とは比べものにならない圧迫感だった。

　熱い塊かたまりに、押し広げられる身体が悲鳴をあげている。

　だが、ここで痛いなんて口走ったら、すぐにも旭は止めてしまうだろう。

　それが嫌いやで、陸は両手で自分の唇を押さえていた。

　じりじりとした動きが、やがて止まる。

　ぎゅっと閉じていた目を開けると、旭が心配そうに顔を覗き込んでくれていた。

「大丈夫か？」

　聞かれて、口元を押さえていた手を外しながら頷く。

「はいった？」

「ああ。……おまえの中、熱くて気持ちいいよ」

　旭は屈かがみ込んで陸にキスをする。

（無理しちゃってる）

　陸がこんなに苦しいのだ。

　締しめつけられる旭だって、それなりに大変だろうに……。

　見え透すいた噓うそでも、気を遣われるのが嬉うれしい。

　なんだかむしょうに幸せで、陸は微笑ほほえんで旭へと手を伸ばした。

「旭さん、キス、もっと……」

「はいはい」

　しょうがないな、と呟つぶやきながら旭がまたキスを落とす。

　その形のいい唇くちびるには、幸せそうな笑えみが刻まれている。

「んん……もっと、……はっ……」

　何度も何度もキスをした。

　唇に頰ほおに額に耳元に……。

　旭の首に腕うでを絡からめて、夢中になってキスしているうちに、陸はなんだか胸がいっぱいになってきた。

　知らず知らずのうちに零こぼれた涙なみだを、旭の舌がぬぐう。

　その舌に舌を絡めて、しょっぱいと笑って……。

（──嬉しい）

　幸せな気持ちがじんわりと身体からだ中じゆうに広がっていく。

　そんなふうにじっくりキスを楽しんでいると、身体の奥が自然にじわっと熱くなってきて、むずむずしはじめる。

「……あっ……あ、なんか変な感じ」

「どうした？」

　自分の身体の変化に困こん惑わくして不自然に瞬まばたきした陸を、旭はちょっと心配そうに見下ろした。

　その拍ひよう子しに、軽く中のものが動いて、その動きが身体の奥の甘い痺れをまた誘ゆう発はつする。

「……ひあっ」

　たまらず、陸は旭の腕にしがみついた。

「あ……これ、なに？　さっきと全然違ちがう」

　陸の反応に気づいた旭は、また軽く腰を揺ゆらした。

「あっ……やあ……あっ……」

「気持ちよくなってきた？」

　甘く泣く陸に旭が聞く。

　陸が何度も頷うなずくと、「どんなふうに？」とわざと耳元で甘いバリトンボイスを響ひびかせた。

「旭さんので……いっぱいになって……。なんか……溶とけそう」

　そうっと、本当にそうっと揺さぶられて、その度たびに甘い痺しびれが全身へじわっと広がっていく。

　その甘さが染しみて、指先までじんじん痺れてくる。

「いい……あさひ…さん……もっと……あっ……」

「嬉しい？」

「ん、すごく……」

　思考まで甘い痺れに侵おかされて、陸はとろんとした目で旭を見上げた。

「素す直なおで、可愛かわいいな」

　旭は愛いとしそうにそんな陸を見つめると、その瞼まぶたに軽くキスして上半身を起こした。

「あっ……やだっ」

「っと、痛かったか？」

　陸が悲鳴をあげると、慌あわてて戻もどってくる。

「離はなれちゃやだ」

　陸はその首にしがみついた。

「もっとぎゅっとして……。くっついてて」

　繫つながったままさっきみたいに膝ひざの上に乗せられたい。

　頭を撫なでてもらいながら、その胸に頰を擦こすりつけていたい。

　とろんとした口調でそう訴うつたえると、「我が儘ままだな」と旭は困ったような顔をした。

「言うことを聞いてやりたいところだが、今日はさすがに無理だって……。これ以上深く入れたら、おまえの身体に絶対に傷がつく。もうすでに、ここ、かなりぎりぎりなんだからな」

　陸の身体を気遣って、旭は途と中ちゆうまでしかそれを入れていなかった。

　抱え上げて陸が上になったら、自分の体重の重みできっと根本まで吞のみ込むことになってしまうだろう。

　そうなってしまったら、数日間は痛みと共に不自由な生活をしなきゃならなくなる。

「ここが傷ついたら、治るまで抱だいてやらないぞ。それでもいいのか？」

　旭を必死に吞み込んでぎりぎりに押し広げられたそこを、旭がつつつーっと指でなぞる。

「あっ……っ……。──んんっ！」

　なぞられてぞくぞくっと身体が震ふるえ、僅わずかに爪つめをひっかけられた刺し激げきでビクビクッと身体が一気に弾はじけた。

　自分の放ったものが、ぴぴっと陸の胸や顔に跳はねた。

「あっ…ふあっ……あ……あぁ」

　ビクビクと収縮する身体が、吞み込んだままの旭をぎゅうと締めつけた。

　旭の熱と形を内側でリアルに感じ取れる。

（やあ……あつい）

　放ったばかりなのに、熱は下がらない。

　収まらずに、すぐにまたピクッと熱く震えだす。

「──っ。……いっちまったか」

　放った瞬しゆん間かんの陸の締めつけに耐たえた旭が、自分の欲よく望ぼうは二の次で陸からそれを抜ぬこうとした。

「あっ！　やだっ」

　陸は慌てて嫌いや々いやをしてそれを止める。

「抜かないで……。まだ、ここ……むずむずする」

　下腹を手の平で押さえて、旭を見上げる。

「ねえ、もっと……もっと揺すって……」

「こうか？」

「あ……ああああ……も……いい……」

　軽く揺さぶられて、陸はたまらず背中を反り返らせた。

　甘い痺れで、身体が溶けてしまいそうだ。

「もっと……あさひさん、もっと……」

　旭の腰こしに足を絡めて、また懇こん願がんする。

「ちゃんと色っぽい顔もできるんじゃないか」

「……ほんと？」

「ああ、凄すごいそそられる」

　旭の言葉が嬉しくて、陸は微笑んだ。

　微笑んだ唇に、屈み込んだ旭がキスをくれる。

　その後も、旭は陸の身体を気き遣づかい続けてくれた。

「んん……あっ……いい……」

　ゆるゆると軽く揺さぶられて、甘いだけの喜びに陸は何度も何度も甘く泣いた。

「あっ……こっちも……擦って……」

　ビクビクと雫しずくを零しはじめたそれを、我が慢まんできずに自分の手で擦り上げながら旭の手も求める。

「こうか？」

　旭は陸の手ごとそれを摑つかんで、強く擦り上げた。

「んんんっ──」

　ぱたぱたっと陸の身体に、何度目かの雫が散る。

　その雫を旭に舌で舐なめ取られ、またぞくぞくっと熱が上がってきて……。

　甘い喜びに満ちた夜は、まだまだ終わりそうもなかった。
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　胸に重みを感じて、目が覚めた。

（あー、旭さんの腕だ）

　肩かたを抱くようにして回された腕を、まだ寝ねぼけた状態で陸はすりすりと撫でた。

（えーっと、なんだったっけ……）

　次に起きたら、なにかを絶対にしようと思っていたような気がする。

　ぼけっとしたまま、ん～っと考えて、ピンときた。

（そうだ。今度こそ、キスしてもらうんだった）

　それも、ちゃんとした恋こい人びとへのキスを……。

　よし、と意気込んだ陸は旭のほうを向こうとしたが、その途と端たん身体の動きがびしっと止まる。

（う、動けない）

　胸の上に載のった旭の腕うでが重いわけでなく、違ちがう理由で身体からだが動かない。

　困こん惑わくして、きゅううっと眉まゆをひそめると、

「……なんだその顔」

　とっくに起きていた旭が、超ちよう不機嫌そうなバリトンで呟つぶやいた。

「まさか、また飲みすぎて記き憶おくがないとか言うつもりじゃないだろうな？」

　上半身を起こして、すさまじい仏ぶつ頂ちよう面づらで顔を覗のぞき込んでくる。

　陸は慌てて首をぶるぶるぶるっと横に振ふった。

（うわお、こわ～）

　ここまで怖こわい顔ははじめてだ。

　前に飲みすぎで記憶を無くしたことを、旭がどんなに根に持っているかはじめてちゃんと理解して、ちょっとびびる。

「じゃあなんだ？　また二日酔よいで頭が痛いのか？」

「違います。そうじゃなくて……」

「ああ、やっぱり後ろが？」

「そっちも違ちがう……。その……筋肉痛で……」

　昨夜は陸の身体を気遣って、旭はほとんど体位を変えないままだった。

　そのせいもあって、ずっと同じ不自然な体勢のまま、気持ちよさに夢中になって腰を揺ゆらしていた。

　陸の身体には、それがけっこう堪こたえていたらしい。

「身体が痛くて動けません～」

　腹筋も背筋も痛い～！　と身動きできないままで訴えると、旭はぶぶっと吹ふいた。

「おまえ、ほんとうにおもしろいな」

　湿しつ布ぷ持ってきてやるからちょっと待ってろ、と身軽に起き上がる。

（……うう、目覚めのキスがぁ）

　こんなことなら、もっともっと真面目まじめに筋力トレーニングをしておけばよかった。

　綺き麗れいに筋肉がついた旭の背中を見送りながら、ちょっとしょんぼり。

（でも、次があるし……）

　見上げていた光は、これからは手を伸のばせばいつでもこの腕の中に降りてきてくれる。

　それを思うと、あっさり気分は回復して、口元ににんまりと笑えみが浮うかぶ。

「で、今度はなんで笑ってんだ？」

　戻ってきた旭は、身動きも取れず仰あお向むけになったまま不自然ににんまりしている陸を見て、愉ゆ快かいそうに微笑ほほえんだ。







　　　　７




　ちゃんと恋人同士になって一ヶ月がすぎた頃ころ、旭が無断で朝帰りをした。

　──打ち合わせを兼かねて飲んでくるから、ちょっと遅おそくなる。

　そう言って出かけたから、待ってなくてもいいかなと陸はさっさとひとりで寝てしまったのだが、朝起きて旭がまだ帰ってきてないことに気づいたのだ。

　最近やっと陸の身体も慣れてきて、旭の欲よく望ぼうをちゃんと満たしてあげられるようになってきたと喜んでいたのに、この仕打ちはなんたることか！

　当然陸は、どっかんと怒おこった。

「連れん絡らくもなく朝帰りですか？」

「携けい帯たいの充じゆう電でんが切れていたし、タクシーも捕つかまらなかっただけだよ」

　やっと帰ってきた旭を陸が睨にらむと、旭はぬけぬけとそう言った。

　終電も終わり、タクシー待ちをしているところに知人が来て、近くのバーに誘さそわれて朝まで飲んでいたのだと……。

（……噓うそくさっ）

　なんだったら証人も連れてくると旭は言うが、そんなもの後からなんとでもなる。

　打ち合わせに行くなとも言えないから、浮うわ気き防止のためになんとか対策を講じなくてはと考えて、陸は自動車免めん許きよを取得することにした。

　自分が免許を取って送り迎むかえをするようになったら、さすがに朝帰りはできないだろうと思ったのだ。

「これでもう外がい泊はくはさせませんからね」

　どうだ！　と威い張ばって宣言すると、その直後、旭は車のカタログをこたつの上にずらっと並べた。

「そういうことなら、陸でも運転しやすいような、もっと小回りが利きいて安全性の高い車に買い換かえるか」

　なんて言い出して、どれがいい？　とにっこりと微笑みかけてくる。

　その楽しげな顔に見とれつつも、陸は自分が旭からうまい具合に操あやつられたことに気づいてちょっと悔くやしくなった。

　陸が運転免許を取れば、専属運転手を手に入れた旭が便利になるのは確かだが、それだけじゃなく免許を持っている人が少ないキャラクでも重宝されることになる。

　とくに陸は、最近はすっかりキャラクの事務局メンバーに組み入れられていて、打ち合わせなどにも同行することもあるから、免許があるとないとじゃかなり貢こう献けん度が変わってくる。

　そういうことを全部考こう慮りよした上で、旭は陸が自発的に免許を取る気になるようにコントロールしたのだろうが……。

（旭さんってば、なんでこう面めん倒どうなことするかな）

　──ふたりの今後のために免許を取る気はないか？

　な～んてあの甘いバリトンボイスで囁ささやいてくれればすぐにでも頷うなずくのに、わざわざ怒らせるような小芝しば居いをする必要がどこにあるのか。

（そんなに俺に嫉しつ妬とさせたいのかよ）

　嫉妬されて陸の気持ちを確かく認にんすると同時に、免許を取得する決意もさせる。

　一石二鳥だとでも思ってるのかもしれないが、旭はまだまだこっちの嫉妬に対する認識が甘いと思う。

　別に朝帰りなんてしなくても、旭に対する嫉妬の種はもういくらだって転がってるのだ。

　旭のファンの女の子達が、劇場で旭を見かけて頰ほおを染めるのを見ただけで、この人は俺のなんだから見るなと思ってしまうことさえあるぐらいだ。

（……さすがにそれは言わないけどさ）

　いくらなんでも自分でも心が狭せますぎると思うし、眩まばゆい存在に目を奪うばわれる気持ちが誰だれよりもよくわかるから……。

　だからこそ、運よく手に入れたこのきらびやかな存在を誰にも取られたりしないよう、恋こい人びとの地位に安心しないでこれからも周囲をちょろちょろして見張っていくつもりだ。

　そんなふうに、ふと気づくと側そばに陸がいることを旭も喜んでくれているようだし……。

　普ふ通つうにラブラブな恋人同士からしたら、自分達はちょっと変なのかもしれない。

　しょっちゅう陸に嫉妬させたがる旭と、それに振ふり回されるどころか、まだまだ甘いと受けて立っている自分と……。

　普通だったら疲つかれ果ててしまうところなのかもしれないが、しょっちゅう嫉妬させられても、陸はあまりストレスを感じていなかった。

　陸が嫉妬する度たびに、それで安心した旭が嬉うれしそうな顔をしてくれるからだ。

　自分だけに向けられるその微笑みが旭の愛情ゆえのものだとわかっているから、陸は最高に幸せな気分になれる。

（こういうの、割れ鍋なべに綴とじ蓋ぶたっていうのかも）

　外見は凸でこ凹ぼこと身長差がありすぎて美形すぎる旭とはレベルが違ちがいすぎるけど、中身は誰より相あい性しようがいい。

　嫉妬だってふたりの恋れん愛あいには不可欠なスパイスだ。

　ピリッと刺し激げき的な生活に、陸は日々幸せを感じている。







　もうじき立春を迎えようとしている頃、いつものように旭と向かい合ってこたつに座って仕事していると、友達の俊介から携帯に連絡があった。

『営業先の会社の女の子達がさ、藤野旭のサインが欲しいって言ってんだけど、どうにかならないかな？』

「旭さんのサイン？」

　どうかなと、目の前にいる旭に聞くと、旭は快くＯＫを出してくれた。

　ＯＫだと告げると、喜んだ俊介は次回公演の陸のチケットノルマに協力すると自分から言ってくれた。

『確か劇団って、そういうのがあるんだろ？』

「うん。正直助かる」

『困ったらいつでも俺に言え。俺の周りにキャラクが好きな子ってけっこういるからさ』

　ああ、そういえば……と、俊介が急に声の調子を変えた。

『内山さん、大学をいきなり休職したらしいぜ』

「内山さんが？　どういうこと？」

『表向きは研究に専念するためってことらしいが、後こう輩はいから聞いた話じゃ逃にげたんだってさ』

「なにから逃げたわけ？」

『アカハラやってるんじゃないかって大学側に追及されてたみたいだ』

　レポートの採点に私情を挟はさんだり、特定の生徒に対する就職相談の拒きよ否ひなどの行こう為いが、いわゆるアカデミックハラスメントではないかと大学内部で問題になったらしい。

　調査委員会が詳くわしい話を聞こうとした途と端たん、内山は大学に出てこなくなって郵便で休職届が送られてきたのだとか……。

『その休職届も正式には受理されてないらしいぜ。たぶん、このままクビってことになるんじゃないかって後輩は言ってたな』

「そっか……」

　そんな形で逃げ出して、なんとか誤ご魔ま化かせるとでも思ったのだろうか？

　馬ば鹿かな人だなと、陸は少し哀あわれに思った。

『それでさ、確か陸も内山さんに就職を妨ぼう害がいされたんじゃなかったっけ？』

「妨害っていうか……。故意に無視された程度だけど」

『それ、大学側に申しん告こくすると、今からでも就職の斡あつ旋せんしてくれるみたいだぜ』

　内山のアカハラを訴うつたえた者の中に卒業生もいて、その人物は大学側の薦すすめる企き業ぎようにすでに就職活動をはじめているとか。

『おまえはどうする？　キャラクには勢いで入っただけで、元々劇団なんか興味なかったんだろう？　やりなおすなら今だぞ』

　陸が内山からアカハラを受けたことを自分が証言してやるから、と俊介は言ってくれた。

「ありがたいけど、その必要はないよ」

　陸は、迷うことなく答えた。

　大学を卒業した頃ころは、きちんとした企業に就職する気満々だった。

　普通に就職して普通に仕事することが、人として満足できる人生を生きる近道だと思っていたからだ。

　今、陸は劇団員なんて不安定な仕事をするようになったが、それでもけっこう充じゆう実じつした日々を過ごしている。

　俳優としては、体格には恵めぐまれてないし、まだまだ未熟。

　キャラクの事務所のほうの仕事も、舞ぶ台たいと兼けん任にんだからまだまだバイト感覚。

　ＨＰに載のせてもらえることになったミニゲームだけはかなり好評だけど、まだそれでキャラクに具体的な利益はもたらせていない。

　どれもこれもまだまだ中ちゆう途と半はん端ぱだけど、だからこそやり甲斐がいもある。

　まだやれることがあるし、もっと改善もできると考えている自分もいる。

　目先のちょっとしたことでカチンときて怒おこってばかりいた自分が、そんなふうに前向きに考えて地道に頑がん張ばろうと思えるようになれた。

　その事実ひとつだけとっても、今の生き方は自分にとって有意義だと思える。

（なにより、旭さんともこうやって一いつ緒しよにいられるのが大きいし）

　普通に会社に就職したりなんかしたら、間ま違ちがいなく一緒にいられる時間が減る。

　そうなれば絶対に不安になって、仕事なんか手につかなくなりそうだ。

（ちゃんと旭さんを見張ってないと）

　陸が周囲をちょろちょろしていることを、旭も望んでくれていることだし……。

（俺ってば、いつのまにこんな恋愛体質になってたんだろ？）

　以前は、普通に就職して地に足のついた生活をするのが一番だと思っていたのに。

　恋愛にのめり込むことなんてなかったから、こんなに自分が恋愛中心のちょっと浮うわついた考え方をするようになるなんて思ってもみなかった。

　この桁けた外はずれに眩まぶしい存在に惹ひかれてしまった時点で、もう地に足がつかなくなってしまっていたのかもしれないけど……。

（なにしろ俺、蛾がだし）

　すでに懐なつかしくなりつつあるフレーズを思い出して、陸はひとり微笑ほほえんだ。

　眩い光に惹かれて、ちょろちょろと周囲を飛び回る蛾。

　この眩い光は、誘ゆう蛾が灯とうとは違っていて、陸を本当には傷つけたりしないから安心だ。

　俊介との通話を切って顔を上げると、こっちを見ている旭と目があった。

　陸の声だけでは、会話の内容がわからなかったのだろう。

「内山がどうかしたのか？」

　旭が聞いてくる。

「大学を休職したみたいです」

　陸が俊介に聞いた話をすると、「自じ業ごう自得だな」と旭はさまになる仕草で肩かたを竦すくめた。

「ですね。……でも、なにかほっとしました」

「どうして？」

「例のネットの騒そう動どうのせいで、大学を追われたわけじゃなかったからですよ」

　どちらも自業自得であるのは変わらない。

　それでも、自分のやったことの責任を取らされるのと、正体を隠かくした多くの人間の悪意で追い詰つめられるのとでは、前者のほうがちょっとはマシな気がするのだ。

　陸がそう言うと、「お人好よしめ」と旭は苦く笑しようした。

「でも、ちょっと惜おしかったな」

「なにがですか？」

「アカハラかもしれないって大学の調査が、あと一年か二年早かったら、おまえ普通に就職できてたかもしれないぞ」

「惜しくなんかないですよ。俺は今の状じよう況きよう気に入ってますから。──なにより、そのお蔭かげで旭さんとも出会えたようなもんですし」

　陸は幸せな気分のまま、にんまりと旭に笑いかけた。

　だが旭は、「そうか？」と軽く眉まゆをひそめる。

「……なんか異論でもあるんですか？」

「ん？　いや、おまえと出会ってなかったら、俺はもうちょっと遊んでいられたからな。それを思ったら、ちょっと……な」

（けっ、よく言うよ）

　脚きやく本ほん家かとして独り立ちできるようになった今、下手なスキャンダルで足を掬すくわれるのはごめんだから、もう遊ばないと言ったのは誰だれだったか。

　旭は、陸の反応を見ようとして、わざと心にもないことを言っているのだ。

　そうと気づいていても、最愛の人にそんなことを言われたら、やっぱりカチンとくるものだ。

（全部、わかってんだからな）

　旭の書く話は、どれもこれも最終的にはハッピーエンドが基本だってことは……。

　だからこそ安心して、脚本家の先生が書いた筋道に沿って挑ちよう発はつに乗れる。

「遊ぶ？──それ、誰と、なにをして遊ぶって意味ですか？」

　陸はぐっとこたつに身を乗り出して、思いっきり旭を睨にらみつけた。
















幸福な相性













『こんにちは。お久しぶりです。お元気でしたか？』

　旭あさひが携けい帯たいに耳を当てた途と端たん、艶つやのある女の声が聞こえてきた。

　それは、聞き覚えのある母の声。

（日本語、またうまくなったな）

　一いつ緒しよに暮らしていた頃ころ、彼女は頑かたくなに母国語であるフランス語と英語だけで周囲の人間とコミュニケーションを取り続け、日本語は片言の挨あい拶さつ程度しかできなかった。

　母国に戻もどって以降、結けつ婚こんと同時に辞やめていたモデルの仕事を再開した彼女は、やがて母国の某ぼうファッションブランドの社長と再さい婚こんした。

　その頃から彼女は、旭に電話をかけてくるようになったのだ。

　離はなれて暮らすようになってすでに十年以上も音信不通だった母親からの連れん絡らくを、旭は最初口止め目的だろうと勘かん違ちがいした。

　再婚相手の男に、自分が子供をいきなり捨てた過去を隠かくそうとしてのことだと……。

　だが、少し話を聞いてみて違うことに気づいた。

　彼女は、息子むすこ達との絆きずなをもう一度取り戻したがっていたのだ。

　正直、今さらだと思った。

　衝しよう動どう的に捨て去り、振ふり返ることすらしなかった子供に、今さらすり寄ってきてどうしようというのか。

　今までのように接点がないまま他人として存在していて欲しかった。

　そう思ったから、旭は彼女とのコミュニケーションを拒きよ否ひすることにした。

　自らの母国語であるフランス語で話しかけてくる彼女に、旭も母国語である日本語で返事を返した。

　フランス語も日本語も話せる旭と違って、彼女は日本語がわからない。

　旭の知っていた彼女は、こんな露ろ骨こつな嫌いやがらせを許せるような人間ではなかった。

　怒おこってもう二度と電話をかけてこなくなるだろうと思ったのだが、彼女は諦あきらめなかった。

　夫の仕事の都合で来日する予定が決まると、必ず旭に連絡を入れてくる。

　そして、その度たびに彼女の日本語はあきらかにうまくなっていっている。

　だから？　と旭は思っていた。

　努力しているからといって報むくわれるとは限らない。

　無む駄だなことをしていることに一刻も早く気づいて欲しかった。

　それがお互たがいのためなのにと、ずっとそう思っていたのだが……。







『ちょうど一ひと月つき後、十日ほど東京に行きます。予定は空いていませんか？』

　そう聞かれて、旭は少し沈ちん黙もくした。

　いつもだったら間かん髪はつ容いれずに、まだわからないと言うところだ。

　はぐらかし誤ご魔ま化かして、約束をしないまま通話を切って、なにも聞かなかったことにするのがいつもの手なのだが。

「──どこに宿しゆく泊はく予定？」

　はじめて聞くフレーズに彼女は一いつ瞬しゆん息を吞のみ、ついで息子の気持ちが変わる前にと、慌あわててホテル名と部屋番号を告げた。

「最上級のスイートルームか。さすが」

　母親の再婚相手は、掛かけ値ねなし正しよう真しん正しよう銘めいのセレブだ。

　海外セレブの豪ごう華かな結婚式を報道したワイドショーで母親の姿を見つけたときは、うまくやったものだとちょっと感心したものだ。

　離り婚こんして後、髪かみを染めイメージチェンジしてモデル業を再開した彼女が、玉たまの輿こしに乗るべく手練手管を駆く使ししたのだろうと思ったから……。

　だが、違う。

（そういう女じゃなかったな）

　仕事よりも友情よりも、愛がすべて。

　彼女は、金のために結婚するような女じゃなかった。

　少なくとも旭達の父親は、たいして売れてもいないカメラマンで経済的には恵めぐまれてはいなかったのだから……。

　彼女が再婚したのは、そんな父親が事故死してから六年後。

　再婚相手の男は、彼女の独身時代からの友人だった人物だ。

　これが初しよ婚こんで、二十年以上も彼女ひとすじだと恥はずかしげもなく公言しているのだとか……。

（親おや父じとはまったく違うタイプなんだな）

　旭達の父親は、とてもおおらかな男だった。

　家族を愛するのと同じように、仕事を愛し、友人を愛し、師し匠しようを愛する。

　だから彼女が望むよう、ただ彼女だけをひとすじに愛するような真似まねはできなかったのだ。

　それでも、彼は彼なりに彼女を愛していた。

　子供達が成長して自立したら、彼女をもう一度迎むかえに行くと公言していたぐらいだ。

　仕事先で撮とった風景写真を、別れてからもずっと彼女に送り続けてもいたと聞く。

　突とつ然ぜんの事故に見み舞まわれなければ、いつかよりを戻すこともあったのかもしれない。

　だが彼は愛した女を、離婚と死別という形で二度悲しませた。

　そして彼女は、その間ずっと側そばで支えていてくれた男に慰なぐさめられ癒いやされたのだろう。

　ずっと愛に飢うえていた彼女は、自分だけを愛してくれる男と結ばれたことで、心の安定を本当の意味で取り戻した。

　自らの人生を見つめなおし、かつて捨てた子供を振り返る余よ裕ゆうもできた。

「そこに、ひとりで泊とまるのか？」

『夫と一緒です』

「俺が行っても平気？」

『はい！　大だい歓かん迎げいです！……明あき良らはどうですか。来ませんか？……私が嫌きらいですか？』

　彼女は不安そうな声を出した。

「嫌っちゃいないさ。あの子は、あんたにいきなり捨てられたことを知らないからな」

　弟の明良は、両親が話し合った末、子供達は兄弟揃そろって住み慣れた日本で育ったほうがいいだろうと判断されたのだと今でも信じている。

『でも……お祖母ばあ様さまは私を嫌ってました』

　祖母は結婚にも反対していたと聞く。

　自分を嫌っていた姑しゆうとめに育てられた明良も、きっと自分を嫌っていると彼女は思っているのだ。

　だが、それは違う。

「それはあんたの勘違いだ。嫌ってなんかなかったよ」

　むしろ祖母は、彼女を哀あわれんでいた。

　離婚の原因は両方にあるが、母国でならともかく、異国の地で暮らしていた彼女のほうがより辛つらかっただろうと……。

『だから旭、お母さんを恨うらむんじゃない。許しておあげ』

　ことあるごとに祖母はそう言っていた。

　父親が取材旅行に出た直後、唐とう突とつに家を飛び出して行った母親を許せと……。

　そのとき、旭は母親がまた知人の家に泣きつきに行ったのだろうと思って、まだおしめも取れない赤ちゃんだった明良の面めん倒どうをひとりで見ていた。

　夜になっても彼女は帰ってこず、朝になっても帰ってこず、また夜になっても帰ってこない。

　いつもならば、彼女が泣きついた先の人々が家に取り残されている子供達を心配して連絡してきてくれるのだが、それもない。

　父親に連絡を取ろうとしても旅先で捕つかまらない。

　不安なまま数日が経たち、旭の不安が移ったのか、泣きやまなくなった明良が高熱を出して死にかけて……。

　あの数日間のことは、いまだに忘れられない。

　自分達は母親に捨てられたのか？

　このまま、弟が死んでしまったらどうしよう。

　そんな不安と恐きよう怖ふで、息が詰つまりそうだった数日間。

　その後、祖母の家に引き取られてからも、旭は彼女のせいで苦しんだ。

　正確には、彼女から譲ゆずり受けたこの容姿のせいで……。

　今から二十年近く前のことだ。祖母の家はかなりの田舎いなかにあったから、異国の血が強く出た子供達は酷ひどく物もの珍めずらしがられた。

　どこに行っても奇き異いの目で不ぶ躾しつけにジロジロと見られる。

　編入した小学校では、異物扱あつかいで排はい斥せきされた。

　それまでは似たような境きよう遇ぐうの子供達が通うアメリカンスクールに通っていたから、この手て酷ひどい扱いに旭はかなり消しよう耗もうした。

　少しでも目立たないよう髪を染めるか切るかしたいと祖母に訴うつたえたら、それは一番駄だ目めなやり方だとたしなめられた。

『いいかい、旭。おまえのその綺き麗れいな姿は、お母さんが残していってくれた財産だと思いな。今は物珍しさで少々あたりがきついかもしれないがね、人間誰だれしも綺麗なものには弱いもんだよ。俯うつむいて逃にげてないで、顔を上げて堂々と笑ってな。そしたら、あんたを好いてくれる人達が自然に集まってくるからね。辛いかもしれないが、明良が同じ目にあわないためにも、ここでおまえが踏ふん張って道筋を作ってやるんだ。ばあちゃんも一いつ緒しよに頑がん張ばる。ずっとおまえ達を支えててやるからな』

　実際、祖母の言う通りになったのだ。

　そうやって旭が受け入れられたことで、明良が同じことで苦労することもなくなった。

（まあ、今じゃ俯くことのほうが多いけどな）

　伸のびすぎた身長のせいで、俯かないと人と話せないから……。

　これは祖母も知らないことだが、大学に入学し上京したあたりから、旭はまたこの特別な姿のせいで悩なやまされるようになっていた。

　旭はどうしても目立ちすぎるのだ。

　見た目のいいペットを欲しがる金持ち達から、遊ばないかと頻ひん繁ぱんに声をかけられてしまう。

　断ってすんなり諦あきらめてくれる者もいたが、そうじゃない者もいた。

　友人達とはじめた小劇団のサークル活動を邪じや魔ましたり、やばい筋の人間を使って直接脅おどしをかけてきたり……。

　自分ひとりだったら拒きよ絶ぜつし続けたが、友人達にまで迷めい惑わくがかかるとなると話が違ちがう。

　被ひ害がいが出るのだけはどうしても避さけなければならなかった。

　大人しく言うことを聞けば、それなりのものを貢みついでくれるのだからと諦めて、自ら遊び人を標ひよう榜ぼうしてその手の誘さそいに応じるようになった。

　だがここ数年は、その手の危険な誘いをかけてくるような者はおらず、完全にギブアンドテイクな関係を求める者ばかりだ。

　以前、渋しぶ々しぶつき合わされた者達との縁えんもいつの間にか完全に切れていた。

（たぶん、彼女の今の旦だん那なの仕し業わざなんだろうな）

　少しずつ危険な類たぐいの人間達との繫つながりが切れるようになった頃ころから、旭はそう察していた。

　時期的にも、彼女の結けつ婚こんの後だったし、そこまでの影えい響きよう力を駆く使しできる人間を他ほかには知らないからだ。

　だが、こっちから頼たのんだわけじゃない。

　愛する女の子供の身辺を綺麗にしようと、向こうが勝手に掃そう除じしてくれただけだ。

　そう思ってシカトし続けていたのだが……。

（一回ぐらい、礼を言っとくか）

　旭は、視線を目の前に向けた。

　掘ほりごたつの向こうには、なんとも小生意気な顔で睨にらみつけてくる可愛かわいい恋こい人びと、陸りくがいる。

（おお、怒おこってる怒ってる）

　電話口で旭がスイートルーム云うん々ぬんと言ったせいで、浮うわ気きか!?　と誤解しているようだ。

　いつもは丸い目を三角にして睨みつけてくる顔が可愛くて、ついつい手を伸ばすと、陸はさあ撫なでろと言わんばかりに、ずいっと自分から頭を突つき出してきた。

　わしわしとひとしきり撫でてから手を離はなすと、またキッと睨みつけてきて……。

（ほんと、おもしろいなぁ）

　どんなに怒ってても、撫でられている間はにんまりしているところもまたおもしろくて、そしてたまらなく可愛い。

　もしも今でも危険な人間達との繫がりが切れていなかったら、この可愛い存在に手を伸ばすことは絶対にできなかっただろう。

　それを思うと、一時期のすさんだ環かん境きようから足を洗わせてもらえたことに、やはり感謝せずにはいられない。

『……明良、私を嫌ってないですか？』

「ああ。あんたに会うかどうか、俺から確かく認にんしてみるよ」

『お願いします。……明良、とても健康ですか？　元気ですか？』

「大だい丈じよう夫ぶだ。今じゃ俺より頑がん丈じようなぐらいだから」

『そう……とてもよかったです』

　涙なみだ声ごえが聞こえてくる。

　この女を慰なぐさめる役目を持った男は他にいる。

　だから旭はそのまま通話を切った。

　携けい帯たいから視線を上げると、またしてもこっちを睨んでいる陸と目があった。

「旭さん、誰とホテルに泊まるつもりなんですか？」

「誰だと思う？」

　からかうと、カチンときたらしく眉み間けんにきゅうっと皺しわが寄った。

「まあ、そう怒らずにこっちに来い」

　手招きしたら、陸はいきなりずぼっとこたつの中に消えた。

　やがて、旭の脇わきのこたつ布ぶ団とんがもそもそと動きだし、ひょっこりと顔を出す。

「おまえ、ほんとおもしろいなぁ」

　子供じみた新しい技わざを披ひ露ろうした陸をよいしょと引っ張り上げ、膝ひざの上に乗せた。

「俺もついて行きますからね！」

　陸はぎゅっと首にしがみついてきた。

「どうぞ。相手は母親だけどな」

「え？」

　さらっと答えると、目を丸くする。

　母親とは没ぼつ交こう渉しようでわだかまりがあると話していたから、びっくりしたんだろう。

「あ……じゃあ、やっぱり俺、遠えん慮りよしときます」

　親子水入らずで話したほうがいいでしょうし……と年相応の気き遣づかい。

　陸は嫉しつ妬ともするが、遠慮も知っている。

　愛されて育ってきた者特有の明るさがあるから、本来は負の感情である嫉妬でさえも、陸の場合はどこかコミカルで可愛い。

　かつて母親が嫉妬するさまを見ていたときには、醜みにくいと不快感しかなかったものだが……。

（組み合わせがいいんだろうな）

　もしくは相あい性しようか。

　明良とその恋人の榊さかきはそう簡単には別れないだろうと陸が言ったときに、旭は目から鱗うろこが落ちたような気分になった。

　確かにそうだ。

　両親は組み合わせが最悪だったのだ。

　だから互たがいに深く愛しあっていたというのに、あんな結果になってしまった。

　嫉妬深かった彼女が悪いわけじゃなく、愛情がおおらかすぎた彼が悪かったわけでもない。

　どうしようもないことだったのだ。

　そんな半ば諦めにも似た気持ちで、はじめて彼女を許す気になれた。

　組み合わせさえよかったら、お互いの愛情や気遣いはしっかり咬かみ合って、その関係がずっと続いていくこともあるんだろう。

　だから、破局を無む闇やみに恐おそれる必要はない。

　この脳天気でどこかコミカルな生き物は、そう簡単には自分から離れない。

　万が一、旭がなにか間ま違ちがったことをやらかしても、こうやってぎゅっとしがみついて引き戻もどそうとしてくれるだろう。

「次の機会には会わせてやるよ。……俺も今の顔は雑誌やテレビでしか見てないが、あれはちょっと見物だからな」

　首にしがみついたままの陸の頰ほおに軽くキスして話しかけると、陸は嬉うれしそうににんまりした。

「旭さんのお母さんですもんね。すっごい美人なんでしょう？」

「それもあるが……。彼女、五十代だってのに、写真じゃ二十代にしか見えないんだよな。今時のアンチエイジングって恐ろしいぞ」

　近くで見たら何歳に見えるか楽しみだと言うと、陸はちょっと心配そうな顔になった。

「いくら身内だからって、女性の容姿をそういうふうにおもしろがっちゃ駄だ目めです。お母さんの機き嫌げんを損そこねちゃいますよ」

　俺の祖母なんていまだに……と、陸が身内のたとえ話をしてしたり顔でたしなめてくる。

　小生意気でお人好よし、少しばかり雑で天然が入った可愛い恋人。

　彼が側そばにいる限り、自分はずっと心から楽しんで、こうして微笑ほほえんでいられる。

（ほんと、可愛いなぁ）

　なんだかたまらなくなって、膝の上に抱だっこした身体からだをきゅっと抱きしめ、べろっと首筋を舐なめ上げた。

「えっ……ちょっ……旭さん？　話、まだ途と中ちゆうなんですけど……」

「後で聞くから。先にこっちだ」

　やらせろよ、と耳にキスしながら低い声で囁ささやくと、腕うでの中の身体がビクッと小さく跳はねた。

「……んっ……」

　一気に真っ赤になった耳を甘嚙がみして、華きや奢しやな顎あごを摑つかんでこっちを向かせる。

　まん丸かった陸の目はとろんとして、その唇くちびるは誘うように力なく微かすかに開かれていて……。

（よし、スイッチ入ったな）

　幸運なことに、性格だけじゃなくこっちのほうも相性がいいようだ。

　小さな身体が少々スタミナ不足なのはちょっと気に入らないが、それはこの先いくらでも鍛きたえていける。

（時間はたっぷりあるからな）

　吸い寄せられるように唇を重ねると、陸がぎゅうっと力ちから一いつ杯ぱいしがみついてくる。

　同じように力一杯抱だきしめてしまえば、陸を傷つけてしまいかねない。

　壊こわさないよう力加減して小さな身体を抱きしめ返す度たび、旭は自分がとても優やさしい気持ちになっていることに気づかされる。

　そして、やっぱり相性がいいと実感するのだ。










美び男なんには発はつ情じよう厳げん禁きん！








黒くろ崎さきあつし
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